









































ダブルクロス・リプレイ・ゆにばーさる




果て無きカーニバル








矢野俊策・他／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．





富士見ドラゴンブック









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















イラスト：佐々木あかね、陸原一樹、安達洋介









　目次







はじめに

オープニングコミック

Chrome Dome

災厄の聖杯

ティーパーティーへようこそ

あとがき







　　　はじめに




　はじめまして。この本の著者のひとり、矢野俊策と申します。この本を手に取っていただき、ありがとうございます。




　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイとなります。また、『ＤＸ２』の中でも一部特殊な形で進行しているリプレイでもあります。まずはその辺の説明をさせていただきたいと思います。




　最初にＴＲＰＧについて簡単ながら解説を。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略であり、トランプや麻雀といったテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧという名前こそ持ちますが、ＴＲＰＧはいわゆるコンピューターゲームとは違い、テレビや他の電子的な機材を必要としません。筆記用具とダイス（サイコロのことです）、そしてルールブックと遊ぶ仲間があれば、ＴＲＰＧは誰でもプレイできます。

　このＴＲＰＧというゲームは、参加者が各自ひとりのキャラクターを作り、進行役であるＧＭ（ゲームマスター）の管理のもと、その世界を冒険する遊びです。

　このゲームの最大の特徴は会話によって進行すること。ＧＭとそれ以外の参加者（プレイヤー）との会話によって、キャラクターの行動が決定し、ストーリーが変化していきます。




　リプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物の形に書き起こしたものです。




　そして、『ＤＸ２』はＴＲＰＧの一作品。

　舞台は現代にごくごく近い近未来。世界は見た目こそ変わりなく見えるものの、その裏ではオーヴァードという超常能力を使う者たちが跋ばつ扈こしています。

　オーヴァードはレネゲイドと呼ばれる謎のウィルスによって超常能力を得てしまった人間たちのこと。ゲームの参加者は皆オーヴァードとなり、一般の人々が知らない世界の裏側で戦いを繰り広げることになります。




　では最後に本書について補足説明を。




　通常の『ＤＸ２』は現代日本のどこかを舞台としていますが、本書ではもっと限定的に秋葉原という街を舞台にしています。

　この秋葉原という街では、本来世界の裏側で戦いを続けているはずのＵＧＮとファルスハーツ（以下ＦＨ）という二大組織が、かたやメイド喫茶、かたや大型電化量販店を出店し、いつもよりもずいぶんと〝軽い〟戦いを繰り広げています。

　また、登場する人物たちも今までにルールブックやリプレイなどに出てきたものたちがたくさんいます。そちらのリプレイも確認してからお読みいただければ、さらに面白さが増すこと請け合いです。




　それでは、解説はこの辺にしてそろそろ本編へ。

　あなたの知らない非日常───ちょっと軽めな世界の裏側があなたを待っています。





























































　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。




　だが───人々の知らないところですでに世界は変へん貌ぼうしていた。





＊　　　＊　　　＊






　夏を越こしたある日。

　私、矢野俊策やの・しゆんさくの元に、ひとつの企き画かくが舞まい込こんできた。それが〝ダブルクロス・ファンブック〟『ライブボックス』だ。

　小説、マンガ、用語集などなど、いつもとは違ちがう、多た彩さいな企画が盛もりだくさんのこの本。ここに私もリプレイを掲けい載さいすることになった。

　さて。

　何せ、『ライブボックス』はダブルクロス初のファンブック。なんでもありのお祭り企画……いわば〝特別な本〟である。ならば、こちらも〝特別なリプレイ〟にしたいと考えるのは当然のこと。

　では、その〝特別なリプレイ〟とは何だろうか？

　いくつか案を出しながら、私が思いついたのはひとつのアイデアだ。

　───〝奴やつら〟を出そう。

　ダブルクロスのリプレイは数あれど、彼らほど特別なふたりはいない。

　そして私はセッションのプレイヤーとして、ふたりの人物を呼よび出した。まずはこのふたりを紹しよう介かいしよう。




▼遠藤卓司えんどう・たくじ（以下：遠藤）

　ゲーム製作会社ファー・イースト・アミューズメント・リサーチきってのシステムデザイナー。関かかわったシステムは数知れず。同社のＴＲＰＧに関するテクノロジーの最さい先せん端たんを走る男である。

　セッション時には渋しぶい声と渋いロールプレイを最さい大だい限げんに発はつ揮きし、どう見ても悪役なキャラクターをプレイする趣味がある。




▼田中信二たなか・しんじ（以下：かわたな）

　同じくファー・イースト・アミューズメント・リサーチに所属するＤＴＰデザイナー。〝かわいそうな〟田中信二、を略りやくしてかわたなと呼ばれる。

　数々のリプレイで主人公を担当し、〝首のスイッチを押おすとカッコイイセリフが出る〟などと評ひようされる人物でもある。

　……だが、最近はギター小僧や頭のゆるい研究者など、暴走おもしろキャラクターに走ることもしばしば。




　そして最後に、自己紹介をさせていただこう。




▼矢野俊策（以下：ＧＭ）

　このゲーム、『ダブルクロス The 2nd Edition』のデザイナー。今回のＧＭを務つとめる。

　なぜか王子だの、薔薇ばらだのと、よくわからない風ふう評ひようが立っているが、すべて噓うそである。……噓ですからね？




　こうして某月某日、会社の会議室に三人の男がセッションのために集まったのだった。




ＧＭ：今日はよろしくお願いしまーす。

遠藤・かわたな：よろしくー。

かわたな：あのさ、いきなり質問なんだけど。

ＧＭ：はいな、なんでしょう？

かわたな：ここに集められたのはなんでなんだろう？（笑）

ＧＭ：は、実は田中さんたちには今から『ライブボックス』掲載のリプレイに参加してもらおうと思いまして。

かわたな：リプレイ収録だったのか！（笑）

遠藤：……このふたりだけで？

ＧＭ：そうです。

かわたな：珍めずらしいね。プレイヤーふたりっていうのも。

遠藤：さらにこの組み合わせっていうのも珍しいな。

ＧＭ：ふっふっふ、ダブルクロスでこのふたりっていうところに意味があるんですよ。……お忘れですか？

遠藤：……ほう？

ＧＭ：遠藤さんとかわたなさんは、アイツらのプレイヤーじゃないですか。……加賀十也かが・とうやと黒須左京くろす・さきようの。

遠藤・かわたな：あああああああああああっ！




　加賀十也と黒須左京。

　このふたりは、ダブルクロスシリーズ最初のリプレイ、「ドゥームズデイの魔ま獣じゆう」に登場したキャラクターである。ダブルクロスにとって、そして私にとって最初のリプレイキャラクター。これほど〝特別〟なキャラクターもいないだろう。

　彼かれらの活かつ躍やくは『アルターライン』で見ることができる。興味のある方は是非ご確認いただきたい。




遠藤：うわ！　あいつらもう一度使うのか！

かわたな：ちょっと想像してなかったなあ……。

遠藤：俺も想像してなかった（笑）。

ＧＭ：というわけで、昔の通りに遠藤さんは十也、田中さんは左京をお願いします。

遠藤：りょうかーい。

かわたな：あれ？　キャラクターのデータとかどうするの？　あいつらファーストエディションのキャラクターだけど。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです。『アルターライン』に掲載してある『ＤＸ２』用のデータを持ってきましたんで、それを使ってください（用意していたキャラクターシートを渡す）。

遠藤（以下：十也）：いや、懐なつかしいなあ。

かわたな（以下：左京）：前にセッションしたの、いつか忘れちゃったよ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、いろいろ思い出すために『アルターライン』のリプレイなど確かく認にんしておいてください（笑）。




　キャラクターシートにデータを書き写しながら、リプレイを確認してキャラを思い出していくふたり。




十也：おお、そうだ思い出した。俺はコイツ（左京）と仲が悪かったんだ（笑）。

左京：それは覚えてたぞ。お前は普通の高校生から急にオーヴァードになった巻き込まれキャラで、俺はオーヴァードの力を正しく使いたいという性格だからな。反発もするさ。

十也：お前がひねくれてるだけじゃなかったか？（笑）

左京：うるさいな！　政治家の妾の息子っていう設定にしたからひねくれるのは当然なんだよ！（笑）

ＧＭ：いや、ひねたキャラをやりたかっただけでしょう（笑）。

左京：まあそうなんだが（笑）。

ＧＭ：ああそうだ、ここでいくつか補足の説明が。

十也：ん、説明？

ＧＭ：そうです。まず通常のセッションだとここでハンドアウトを公開するんですが……今回は特にありません。

左京：無いのか！　……いいのか、それで。

ＧＭ：問題なしですよ。アレは個別導入に必要なのであって、無くてもゲームはできます。……まあ、基本的には用意することを推奨してますが。

十也：というと、今回はコイツ（左京を指す）と一緒の導入なのか？

ＧＭ：そうです。ふたりでとある支部の依頼を受けてもらいます。

左京：とある？　俺たちの住んでるＴ市じゃなくて？

ＧＭ：今回のステージはＴ市じゃないんですよ。……アキハバラです。

十也：ア、アキハバラぁ……？

ＧＭ：ＵＧＮとＦＨがいつもとは違う形で対立している、特殊なステージです。まあ、詳しくはプレイ中に説明します。

左京：アキハバラ、か。……うーむ、想像できんな。

ＧＭ：ともあれ、ふたりにはＰＣ間ロイスを取ってもらいましょうか。

十也：りょうかーい。

左京：（リプレイを確認しながら）……十也とのロイスなら、やっぱりネガティブは〝不ふ快かい感かん〟あたりだろう。ポジティブはダイスで……〝幸福感〟（笑）。

十也：俺の方はポジティブが〝感服〟でネガティブが〝嫉しつ妬と〟。……まあらしいところだろう。

ＧＭ：了りよう解かいです。ちなみに最初に言っておきますが。

十也：ん？

ＧＭ：今回はネタ満まん載さいなリプレイなんで、よろしくおねがいします（笑）。

左京：ネタ？（笑）

ＧＭ：詳くわしくはプレイしてのお楽しみということで（笑）。






ライブボックス　二〇〇五年に発売されたダブルクロスのファンブック。リプレイ、小説、マンガ、用語集に加えて、ステージ：アキハバラが初めて公開された書籍である。本リプレイの初出も『ライブボックス』であった。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆目覚めの時


MasterScene






　秋葉原ほど、昼と夜の違ちがいがある街はそう多くはない。

　昼は電気街内にそびえ立つ無数の店に来る客でにぎわうが、夜も更ふけ、店が閉しまった後の秋葉原はほとんど人の姿すがたも見られない、がらんどうの街と化す。

　そんな夜の秋葉原に、うごめくひとつの影があった───。




ＧＭ：最初はマスターシーンから。

十也：おや？

ＧＭ：事件概がい要ようの説明も兼かねるんで。まあ見ててください。

左京：それは興きよう味みあるな。




　深夜の秋葉原を男が歩いていた。

　スーツ姿ではあるが、その恰かつ好こうはだらしないのひと言に尽きる。

　シャツはズボンからはみ出し、ネクタイはこれでもかといわんばかりにゆるんでいる。ボタンは上ふたつまで開き、赤ら顔でよたよたと歩いている。……立派な酔っぱらいであった。

　久ひさしぶりの飲み会でハメをはずしすぎ、終電を逃のがしてしまったその男は、始発までの時間をつぶすため近場のネット喫きつ茶さに向かっている最中だ。

　そして───事件は起きる。




　ぞくり、と男は寒気を感じる。

　唐突に、前触れもなく、ほろ酔い加減の気持ちが吹き飛んだ。




　得体の知れない恐怖を感じ、早足で歩を進める男。

　だがその時。男の目の端はしに、何か光るものがうつった。

　男は反はん射しや的てきにそちらを向き、……そして見てしまう。




　シャッターの閉まった、大型量りよう販はん店てんのショーウィンドウの向こうで微笑ほほえむ少女の姿。

　十四、五歳ほどの少女は、キャンペーンガールを思わせる奇き妙みような恰好をしていた。

　彼女と───目が合う。

　驚おどろいた男は目をこすり、頭を振る。

　……もう誰もいない店の中に、女の子が!?

　事態を確認しようとして男がもう一度ショーウィンドウをのぞき込もうとして───突如として倒れ込む。




　男の背はい後ごには、いつの間にか黒いコートの大おお柄がらな人ひと影かげがたたずんでいた。





＊　　　＊　　　＊






左京：なるほど。

十也：不気味なような、そうでないような（笑）。

ＧＭ：まあ、とりあえず覚えておいてください。







◆Opening 02◆ＵＧＮ秋葉原支し部ぶ


ScenePlayer ─── 加賀十也






　喫きつ茶さゆにばーさる。

　シックな文字でそう書かれた看かん板ばんを見て、十とう也やはぽかんと口を開けた。

　……こんなＵＧＮ支部があるなんて。




　この時は、あんなことになるとは思っていなかった。

　このＵＧＮ秋葉原支部に来たときには。

　ただ、その店構えに驚いていただけだったのだ───。




ＧＭ：では、あらためて最初のシーン。……ふたりは日本支部長の霧谷雄吾きりたに・ゆうごに呼ばれてこの秋葉原支部に来たと思ってください。

十也：わかった。じゃあ侵しん蝕しよく率りつを上げておこう。

左京：で、我われ々われを呼び出した用よう件けんは？

ＧＭ：霧谷からは、秋葉原で事件が起きていて、エージェントの手が回らないのでそのヘルプと言われている。

十也：人手不足、か。……まあ、よくある話だな。

ＧＭ：そして今、キミたちはＵＧＮ秋葉原支部つまり喫茶ゆにばーさるに来ている。

左京：……？　ええと、喫茶ゆにばーさるというのは……。

ＧＭ：は、一言で言えばメイド喫茶。

十也：…………。

左京：…………。

ＧＭ：（沈黙をさらりと流し）空いているテーブルのひとつで、今キミたちは待たされている。

十也：メイド……喫茶？

ＧＭ：そう、メイド喫茶。

左京：店員さんがメイドの恰好している……アレか？

ＧＭ：アレです。

十也：……いや、なんでだよ！　ＵＧＮ支部がなんでメイド喫茶なんだよ！（笑）




　もっともなツッコミである。




ＧＭ：秋葉原らしい形態での活動、ということで決まった支部なんですが。

左京：……本当か？

ＧＭ：後は上層部の趣味が若干。

十也：結局は趣味なんだろうが！（笑）

ＧＭ：まあまあ、そう言ってもこれは決まったことなので。今キミたちは中で待たされていると思ってくださいな。

十也：…………なあ。

左京：…………なんだ？

十也：（周りを見回して）こういうの、楽しいのか？　なんつーか、居い心ごこ地ち悪いんだけど。

左京：需じゆ要ようがあるのは確たしかだろう。最近こういう喫茶店は増ふえてるのだぞ。

十也：お前、詳くわしいな。

左京：フッ、日ひ頃ごろから情じよう報ほうを集めているからな。

十也：（……情報？）

ＧＭ：さて、そんな会話をしていると、ひとりのメイド衣い装しようを着た女の子がキミたちの前に座すわる。……見た目は中学生くらいの女の子だ。

十也：……？

ＧＭ：そして彼女は言う。「遅おそくなってすいません。……私、この秋葉原支部・支部長、薬王寺結希やこうじ・ゆうきと申します」

十也：えぇっ！　あ、あんたが支部長!?　と言って、その女の子を上から下まで見ます。

ＧＭ：どう見ても中学生ですよ（笑）。彼女はこくりとうなずいて、「もともとは別のところで支部長をしていたんですが。……今回は緊きん急きゆうにこっちに来たんです」

左京：フッ、十也。こう見えても、この薬王寺支部長は数々の事件を解かい決けつしてきたＵＧＮの中でも有名な支部長なのだ。特に、その下についた部下を全ぜん滅めつさせることにかけては有名で、〝全滅支部長〟とあだ名を取るほどだ（笑）。

ＧＭ：「いやあ、そこまでほめなくても～」（笑）

十也：ほめてねえよ（笑）。

ＧＭ：「ともあれ！　おふたりにはこの秋葉原で起きている事件の捜そう査さをしてもらいます。いいですね？　〝探求の獣クエステイングビースト〟、〝オーディンの槍グングニル〟」

十也：お、じゃあこのタイミングで言っておこう。……俺おれをその名前で呼よぶな！

一同：わ～！（笑）




　一同、なぜか拍はく手しゆ。




ＧＭ：ホントに久しぶりですねえ（笑）。

左京：もはや懐なつかしいな（笑）。

十也：まあ、お約束なので一回はやっておかないとな（笑）。

ＧＭ：では儀式も終わったところで（笑）。とりあえず、結希が説明に入りますよ。「……今、秋葉原では商品の盗とう難なん事件が相次いでいるんです」

左京：盗難……か。

ＧＭ：「はい。……と言っても、誰だれかが盗ぬすみ出している形けい跡せきはないんです。ただ、夜のうちに忽こつ然ぜんと商品が無くなる。そういう事件が起きています」結希は声をひそめて言う。

十也：でも、それはＵＧＮの仕事じゃないだろ？　どっちかと言えば、警けい察さつの管かん轄かつだ。

ＧＭ：「もうひとつ、怪あやしい部分があるんです」眉まゆをひそめて、結希は言う。

十也：……？

ＧＭ：「盗難が起きた夜に、〝奇き妙みようなもの〟を見たという目もく撃げき情報があるんです。……しかも、かなりの量」

左京：〝奇妙なもの〟、とは？

ＧＭ：「女の子、です」

十也：…………は？

ＧＭ：「しかもコスプレっぽい恰好をしてるらしいです。全員」

左京：支部長？　言っている意味がわかりかねるのだが……？

ＧＭ：「あたしも、ちゃんとしたことがわかっているわけじゃないんです」結希はちょっと困こまった顔で言う。「さらに言えば、その目撃した人たちは全員次の日に路上で発見されました。その女の子を見た瞬しゆん間かんに意い識しきを失った、と口をそろえて言ってます」

左京：む……。

十也：それはちょっとアヤシイな。

ＧＭ：彼女もうなずく。「これはレネゲイドも何も関係ない事件かもしれません。でも、調べてみる価か値ちはあると思うんです。……この街は、ＦＨフアルスハーツが表に出ている街なのですから」

左京：表に？

ＧＭ：「この街では……ＦＨは〝ファイナルハーツ〟という名前で電気製品の量販店を作っているんです」

十也：…………え？（笑）

左京：りょ、量販店だとおおおおおおっ！（笑）

ＧＭ：「そうです！　何が狙いかはわかりませんが……私たちがこういう姿をしているのも、彼らに対抗するためなんです！」

十也：いや、それは噓だろ（笑）。

ＧＭ：「……それはともかく」と咳払いする結希。「手伝って、いただけませんか？」彼女は、ちょっと不安そうにキミたちを上目づかいで見て言う。ついでにカチューシャの横から伸のびたリボンがはらりとなびいたりもする。

十也：うお……、なんか強きよう烈れつな押おしだな（笑）。

ＧＭ：まあ、キャラ性せいというヤツで（笑）。

十也：んんっ！　とにかく答えるぞ。……色々疑ぎ問もん点てんはあるけど、調べることに異い論ろんはねえよ。

ＧＭ：結希は微笑ほほえんでうなずく。……左京は？

左京：……支部長、ふたつばかり質しつ問もんがある。

ＧＭ：「…………？」小首をかしげる結希。

左京：なぜ、我われ々われなのだろうか？　秋葉原支部には優ゆう秀しゆうなエージェントが集められていると聞くが。

ＧＭ：「みんな、忙いそがしくて手が離せないんです」……朗ほがらかにそう言う結希の向こうを、メイド姿の久遠寺綾くおんじ・あやが無言でティーカップを運んだりしている。

左京：…………。

十也：……おい、ツッコんでも無む駄だそうだぞ。

左京：では、最後にひとつ聞かせて欲しい。……なぜ、この支部はメイド喫茶の形けい態たいを取っているのだろうか？

ＧＭ：「それは私の判はん断だんです」彼女は胸むねを張はって言う。「最新の流行と、情報収しゆう集しゆうの場、そしてＦＨに対抗するための最さい適てきな形がこれです！」もう、自信満々に。

十也：（ぽかんと口を開けている）

左京：……なるほど。了りよう解かいした。

十也：おい！　何を了解したんだよ！（笑）

左京：（さらりと無視して）さ、行くぞ十也。まずは夜の街を巡めぐるところから始めよう。……そう言って、俺は立ち上がる。

十也：俺のツッコミ無視するなよ！（笑）




　こうして、ふたりはこの事件に関わることとなった。

　さてはて、どうなることやら。






俺をその名前で～　ダブルクロスのファーストエディションのルールブックに掲載された漫画の中で、十也が言う名台詞。

久遠寺綾　十也や左京と共にリプレイに登場したＰＣ。ＵＧチルドレンであり、非常に無口な女の子である。









　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆夜の街


ScenePlayer ─── 黒須左京






　その夜。

　さっそく、左さ京きようと十也のふたりは秋葉原の見回りに出かけた。

　無人の電気街にふたりの足音が響ひびき渡わたる。




ＧＭ：というわけで、見回るシーンです。

左京：あたりを見回して言うぞ。……まるでゴーストタウンだな。昼間の喧けん噪そうが噓うそのようだ。

十也：まあ、動くには好都合だろ。誰だれかに見つかる可か能のう性せいも少ない。

左京：そうやってすぐ荒あら事ごとのことを考える。……フッ、お前らしいな。

十也：チッ……、お前の嫌いやみも相変わらずだな。

ＧＭ：そんな会話をしながらキミたちは秋葉原の中央通りを歩く。左右には巨きよ大だいな量りよう販はん店てんがところ狭せましと並ならんでいる。

左京：ところでＧＭ。最初のマスターシーンの事件は聞いてていいのか？

ＧＭ：ああ、それは結希から聞いたということで。酔っぱらったサラリーマンが、とある量販店のショーウィンドウの中に女の子を見たという話だね。そしてサラリーマンは気を失い、量販店からはいくつかの電化製品が無くなっていたという。

左京：ふむ。まずは目撃があった量販店とやらに行ってみるか。

十也：あいよっと。

ＧＭ：しばしの後。ふたりがその量販店を見つけ、近づいていく。……と、その時。目の前のシャッターに、ちらっと光が照り返す。

左京：……？　何か光ったぞ。

十也：ん？　振ふり向くよ。

ＧＭ：ふたりが振り向くと、道を挟はさんだ対面側にある店の中からぼんやりと光が漏もれている。……どうやら、その光がシャッターにはね返されたようだ。

十也：……見て、みるか。

左京：（うなずいて）近づいてみるぞ。

ＧＭ：では、ふたりがショーウィンドウ越ごしに中をのぞく。すると、光る不定型な何かが目に入ってくる。

左京：何っ!?

十也：ふ、不定形？

ＧＭ：その〝何か〟はむくむくと形を変え、女の子の姿になる。どっかのキャンペーンガールみたいな恰かつ好こうをした女の子───てっとりばやく言えば〝萌もえキャラ〟の姿に。

十也：（目を見開いて）な、何だ？

左京：……わ、わからんが……。

ＧＭ：左京たちが呆ぼう然ぜんとその子を見ていると、少女は何事も無かったかのように店の奥おくに消え、裏うら口ぐちから外に出てくる。

十也：む。

ＧＭ：そして、その子はキミたちには気づかずにどこかへと走り出す。

十也：お、おい……。

左京：逃にがすな！　……追うぞ！

十也：……っ！　わかってるよ！




　走り出すふたり。

　だが、その気配はすぐに少女に察知され、彼女は逃とう走そうに入る。




ＧＭ：少女はキミたちに気づき、驚きよう愕がくの表ひよう情じようで走り出す。……同時に《ワーディング》を張はりながら。

左京：む！　オーヴァードか！

十也：ちっ……、じゃあ俺はスピードを上げて───。

ＧＭ：（十也をさえぎって）おっと！　速度を上げようとした十也の足あし下もとに、突如としてレーザーが撃うち込こまれるぞ！

十也：うっ!?　そっちを見る！

ＧＭ：そちらには、やはり似にたような恰好の女の子が、ビルの三階から顔を出して、指を突つきつけている。

左京：む……。

ＧＭ：さらに、気がつけば路ろ地じ裏うらやビルの屋上、店の看板の上など、あらゆるところに似たような恰好の少女たちがおり、全員がキミたちを見ている。

十也：……待て待て、ちょっと確認だ。

ＧＭ：なんでしょう？

十也：その……、俺たちを取り囲んでいるのは全員アレなのか？　不思議な恰好をしているのか？

ＧＭ：そうですよ（さらり）。

十也：どんな奇妙な空間だよ！（笑）

ＧＭ：そう言われても。……彼女たちが冷たい殺気を放ってキミたちを囲んでいるのは確かなわけで。

左京：シチュエーションが異常でも、ピンチなのは変わらないわけだな。

十也：ううむ……。

ＧＭ：そういうこと。ただし……。




　ビルの影に、路地裏に、看板の上に。

　十也たちを取り囲んだ女の子の群れは、だが殺気を放つもののそのまま動きを見せない。




ＧＭ：銃口は向けるけど発砲せずに威嚇する感じに近いかな。

左京：ずいぶんと慎しん重ちような連中だな。

十也：（うなずいて）やたらに突つっ込んでくる方がずいぶんとわかりやすいのにな。

左京：……大体、ひとりふたりならともかく、これだけ数がいるとありがたみがないな。

十也：（眉をひそめて）……お前、そんな趣しゆ味みあったのか。

左京：…………ふん。

ＧＭ：ちなみに、もうすでに最初の少女は姿が見えない。……そしてキミたちが周囲を見回すと、少女の群むれに混まじって、ひとりだけ黒コートの大柄な男がいる。

左京：む。

ＧＭ：キミたちの目線に気づくと、男はおもむろに右手を挙げる。……その途と端たん、左京たちを取り囲んでいた女の子たちが一斉にその場から消えていく。

十也：なに！

ＧＭ：そして男も、口元だけで薄く笑みを浮かべて建物の陰へと消えていき───。




　後に残されたのは、無人の街に十也と左京のみ。




左京：逃げた……か。

十也：なんだったんだ、あいつら……。

左京：さあな。ただ、事件と関係があるのは確かだろう。

十也：俺は大おお仰ぎように肩かたをすくめて言う。……まったく、お前と行動するといつもこうだ。

左京：フッ、それはこちらも同じことだ。だが……、とにかく支部に戻もどろう。状じよう況きようを報ほう告こくする必要はありそうだ。

十也：……そーだな。

ＧＭ：では、ここで一度シーンを切ろう。






《ワーディング》　特殊な物質を周囲に散布することで、オーヴァード以外の人間を無力化するエフェクト。









◆Middle 02◆真相は……？


ScenePlayer ─── 加賀十也






　明けて次の日。

　ふたりは、支部長・薬王寺結希に報告をするために再ふたたび喫茶ゆにばーさるにやってきた。

　報告は、左京の一言からはじまった。




左京：……萌えキャラだ。萌えキャラの集しゆう団だんだ（笑）。

ＧＭ：「……？」困こん惑わくした顔で首をかしげる結希（笑）。

十也：そりゃそうだよなあ（笑）。

左京：あー、その、だな。……そういうその、趣味的な恰好の集団が怪かい異いを起こしている。それは間ま違ちがいない。

ＧＭ：さらに信じられず、ほんとに？　という顔で十也を見る結希（笑）。

十也：（肩をすくめて）まああんまり肯こう定ていしたくはないが。……事実だよ。

ＧＭ：「うーん」と結希はうなってから、キミたちを見る。「信じないわけではないです。目撃情報とも一いつ致ちしますし。……ビックリはしましたけど」

左京：事実は事実だ。……認にん識しきしてほしい。

ＧＭ：「わかりました。……一番重要なのは〝その女の子が《ワーディング》を使った〟という点ですね」

十也：そーだな。間違いなく、オーヴァードが関係しているのは明らかだ。

左京：支部長、これから俺たちはどうすればいい？

ＧＭ：結希の顔がきゅっと真ま面じ目めになる。「レネゲイドが関連している以上、事件を追わないわけにはいきません」

左京：しかし手がかりがない。

ＧＭ：「そうですね……。追う方法でもわかればいいんですが」

十也：なあ。……あのキャラクターたちは、何かのマンガとかのキャラクターだったりしないのか？

ＧＭ：「うん、私はわかりませんけど。……左京さんはわかります？」

左京：ふむ……。（しばらく考えて）思い当たらないな。

十也：おい、今の間はなんだ（笑）。

ＧＭ：「しかし、そうなるとやっぱりＦＨあたりが……」と、結希が言う。そしてその時。




　バタン！

　扉とびらの立てる乱らん暴ぼうな音で店内が凍こおりついた。




ＧＭ：扉の向こうには、〝ファイナルハーツ〟のハッピを着た男。オールバックで、神しん経けい質しつそうな顔をしたその男は、怒おこっているのか、泣きそうなのか、なぜか表情が歪ゆがんでいる。

十也：えーと、それって……？

ＧＭ：彼の胸には、「春日恭二かすが・きようじ」という名札がぶら下がっている。

十也・左京：春日恭二かよ！（笑）




　春日恭二はダブルクロスにおける名物キャラクターのひとり。

　ＰＣに敵対するＦＨエージェントのひとりなのだが、何度も仕事を失敗し、転落人生を歩んでいる最中というかわいそうなキャラクターである。

　秋葉原においては大型量販店ファイナルハーツにて店頭販売員をしている。




ＧＭ：彼は店内をぐるりと見み渡わたし、十也たち三人を見つけると、大おお股またにずかずかと近ちか寄よってくる。なんというか、せっぱ詰まった感じで。

十也：…………。

左京：…………。

ＧＭ：そして……ビシリとキミたちに指を向け、「おおおおおおおおお前らだろ！　お前らの陰いん謀ぼうだろっ!?」と叫ぶ。目には涙なみだをにじませながら。

十也：…………は？

左京：待て、どういうことなのかさっぱり話がみえんぞ。

ＧＭ：「しらばっくれるな！　盗とう難なん事件だ！　ＦＨの盗難事件だよ！」

左京：盗難、だと？

ＧＭ：春日恭二はうなずく。「大型ＴＶと、壁かべ掛かけ時計と、タワー型のパソコン一式！　全部俺が売ろうとしていたのに……！」

左京：えーと？

ＧＭ：「せっかく予約まで入っていたのに……。このままじゃ、開店以来営えい業ぎよう成せい績せき最低の記録を伸のばし続けることに……。そ、そんなことになれば……、ああ、ああああああああ！」頭を抱かかえて叫ぶ春日恭二。

十也：おい。……だんだんキツイ話になってきたぞ。

ＧＭ：「さあ！　お前らだろ！　こんなことになるのはお前たちが陰謀を企たくらむからだ！　それしかない！　そうと言えええええええええっ！」

十也：う、うお……。

左京：……陰謀はそっちの専せん売ばい特とつ許きよだろうに（ぼそり）。

ＧＭ：「お前に、お前に俺がどれだけ苦労してきたかわかるか！　いいか！　最初の作戦に失敗してから、俺は人間としてあらゆる苦く痛つうを味わってきた！　それが……、それが、それがそれがお前たちのようなヤツにいいいいいいいっ！」

左京：わ、わかった！　わかったから！　……おい、十也！　ちょっとは助けろ！

十也：（引きつった笑みを見せて）いやあ、俺巻まき込こまれたくないし（笑）。

左京：おのれっ！（笑）

ＧＭ：「いいか、聞け！　いや、お前のようなヤツこそ聞くべきだ！　俺がどれだけの辛酸をなめてきたか！　そもそもだな、ことの始まりはあの───」




　そして左京は春日恭二につかまれたまま、彼の苦労人生を十数分にわたって聞かされた。




左京：なんとなく無下にできない感じがする……。だが───正直辛いぞ、これは！（笑）

ＧＭ：では、左京に泣きついている春日恭二を見て、結希が言う。「これ以上は他のお客様の迷めい惑わくになりますね」彼女はパン、と手を叩たたく。

十也：そりゃ迷惑だよな（ぼそり）。

ＧＭ：すると、音もなくメイド姿の久遠寺綾が春日恭二を背後から押さえつける。同時にヤツの口にガムテープが（笑）。

左京：て、手て慣なれてるな……。

ＧＭ：さらに春日恭二は外に引きずられていき、最後に結希が店内に向かって言う。「お騒さわがせいたしました！　他のお客様はどうかごゆっくりお楽しみください」

十也：とにかく手慣れてるな（笑）。

ＧＭ：「まあ、とにかく」と、結希がふたりの方を振ふり返る。「……どうやら、ＦＨでも無いようですね」

十也：あの様子で噓をついているということは……まあ考えにくいなあ。

左京：そうなると本ほん格かく的てきに調ちよう査さが必要か。

ＧＭ：「ええ。どんなに細かい情報でも構かまいません。この街で起こっていることについて、手がかりを集めてきてください」

左京：了解した。ところで……（十也の方を向く）。

十也：ん？

左京：ここからは競争と行かないか？　……この事件の原因をどちらが先に突き止めるか。

十也：…………ほう、面白いじゃねえか。

ＧＭ：「ふ、ふたりとも、そんなことしてる場合じゃありませんよ？」

左京：問題ない。きちんと協力もするし事件解決もする。その上で……そろそろ白黒はっきりさせておきたいだけだ。

十也：俺としても異存はないぜ。

ＧＭ：「まったくもう……」と結希はため息をつく。「それじゃあ、負けた方はウチでスタッフをしてもらうということでどうですか？」

左京：スタッフ？

ＧＭ：「今ちょうどウェイターが足りないところですし……。それに、そのくらいなら負けてもケンカにはなりませんよね」

十也：……まあ、そうかもな。

ＧＭ：「じゃあそれで！　とにかく優先順位は事件の解決です！　それを忘れないでくださいね！」

左京：了解だ。（十也に）……お前には負けんぞ？

十也：こっちのセリフだ。

ＧＭ：「も～、ちゃんと捜査もしてくださいよ～！」




　喫茶ゆにばーさるに、薬王寺結希の声が響いた───。







◆Middle 03◆そしてふたたび


ScenePlayer ─── 加賀十也






　秋葉原の街を巡めぐり、コネに連れん絡らくを取り、ふたりは情報収集を続けた。




ＧＭ：じゃあ、このシーンは情報収集の結果をふたりでまとめるということで。

十也：ん～、コーヒーショップとかで会話するか？

左京：いや、せっかく秋葉原なのだからケバブでも食べよう。最近店舗も増えたしな。

十也：……つくづく詳しいな、お前（笑）。

左京：ふん、基礎教養だ。

ＧＭ：ではでは、ふたりが集めた情報を書き出しますね。




・物品が無くなっている事件は秋葉原全ぜん域いきで起きている。

・無くなるその夜に、萌えキャラを目もく撃げきした人物は多い。しかし、目撃者は次の日に路上で寝ねているところを発見されている。

・目撃者の中には、黒コートの男を見たと言うものもいる。

・ＦＨも別べつ途とこの事件を追っている。彼らの仕し業わざではないようだ。




ＧＭ：こんな情報を、植え込こみの端はしに座すわって、ケバブを食べながら話しているということで。

左京：ポイントは黒コートの男か。……しかし、知れば知るほど関かかわりたくなくなるな。なんだ、この奇妙な事件は。

十也：お前は仕方ないんじゃねーの？　このままＵＧＮのエージェントになりそうだしよ。将来のＵＧＮ関係者だったら、どんな事件でも首をつっこまなきゃなんねえだろ？（肩をすくめる）

左京：別にそういうつもりはないぞ。……強く否ひ定ていするつもりもないがな。

十也：……ふん。

ＧＭ：じゃあ、そんな会話をしているところで〈知覚〉の判定をしてもらおう。

左京：ん？　……８だな。

十也：同じく８だ。

ＧＭ：じゃあふたりとも気がつくな。ふと目をとめた路地裏への入り口に、女のものらしい細い手が伸びている。

十也：……おや？

ＧＭ：その手が通りを歩いていた男を簡かん単たんに路地裏に引きずり込む。ひょいっと、ものすごい素早さで。

十也：うおっ!?

ＧＭ：その、男を引きずり込む瞬間───。




　ほんの一瞬だが、手の持ち主の顔がふたりに見えた。

　それは───。




ＧＭ：昨日量販店から出てきた女の子。最初に十也たちが追いかけた、あの少女だ。

左京：何っ！

十也：包ほう装そう紙しをくしゃりと握にぎりつぶし、立ち上がる！　……追うぞ！

左京：無む論ろん！

ＧＭ：では、一回ここでシーンを切るね。







◆Middle 04◆不思議な少女


ScenePlayer ─── 黒須左京






　路地裏に踏ふみ込んだ左京たちは、あまりにも奇妙な光景を目にする。

　意い志しをなくした男。その男の頭を抱かかえる例の少女。

　少女の指はありえない長さに伸のび、ゆっくりと男の耳の中へと───。




ＧＭ：と、そんな状じよう況きようです。

左京：な、なんだそれはっ！

十也：ほら、左京！　行け！（笑）

左京：な、何を言う！　お前が行け！（笑）

十也：お前、射撃攻撃ができるキャラだろ！（笑）

左京：メタな会話をするな！（笑）

ＧＭ：と、キミたちがやっていると、少女が気づいて《ワーディング》を張りつつ、威い嚇かく音を発する。こう四つんばいになりながら、「キシャアアアアアアアッ！」っと（笑）。

十也：こわっ！（笑）

左京：ううううう、仕方がない。いやいやながら、雷かみなりを飛ばす！（笑）

ＧＭ：了解。一応判定をしてもらおうか。

左京：なら《雷の槍》＋《ＭＡＸボルテージ》の最低限のコンボだけで。……達成値は25だ。

ＧＭ：（ダイスを振って）さすがに避けられないな。

左京：よ、よくわからんが食らえ！（笑）

ＧＭ：路地裏に轟とどろく雷らい鳴めい。少女はその直ちよく撃げきを食らう。一瞬の閃せん光こうの後、彼女は───。

左京：ふう、なんとかなったか。

十也：ああ、怖こわかった……。

ＧＭ：───〝ガシャン！〟と音を立てて倒たおれる。

十也：え？　……〝ガシャン〟？

左京：あらためてそっちを見る……が？

ＧＭ：すると、そこには───




　そこには黒こげになったひとつの冷れい蔵ぞう庫こが倒れていた。




十也：…………なんだって？

ＧＭ：いやだから。冷蔵庫。女の子が倒れたそこに、左京の雷で黒こげになった冷蔵庫が。

左京：……は？

十也：ええと、もしかして……〝女の子が冷蔵庫になった〟ってこと？

ＧＭ：（はっきりうなずき）その通り。

十也：…………。
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左京：おい、冷蔵庫だ。

十也：……見りゃわかるだろう。

左京：（眉を寄せて）なぜ……、萌もえキャラが突とつ然ぜん冷蔵庫になるのだ？

十也：俺に聞かれてもわかるかよ！（笑）

左京：お前以外に誰に聞くんだ！　俺だって途と方ほうに暮くれてるのだ！（笑）




　頭を抱えながら、叫さけびあうふたり。

　……当然と言えば、当然である。




左京：人間倒したら冷蔵庫になりました、なんて誰が信じるんだ……（笑）。

十也：……とりあえず、扉でも開けてみるか。ガチャリ。

ＧＭ：扉の内側には、タグが付いている。……どこかの売り物のようだ。

左京：これは……、もしかして、いやもしかしなくても盗難された冷蔵庫か？

十也：そう、っぽいな。ま、こんだけ黒こげじゃもう役には立たねえだろうけど。

左京：盗難された冷蔵庫が……萌えキャラになっていた？

十也：（こめかみを押さえて）今の流れだと、そういうことになるな。

左京・十也：…………。

ＧＭ：では、キミたちがそうやって頭を抱えていると、ふと気づくことがある。




　それは微び妙みような違い和わ感かん。

　だが、身に馴な染じんだ感覚。

　……《ワーディング》という名の結界。

　それがまだ解とかれていないことにふたりは気づいた。




十也：えっ!?

左京：待て！　もうさっきの少女はいないぞ！　これは誰の《ワーディング》だ！

ＧＭ：（にやりと笑って）ではここで一度シーンを切ろう。






《雷の槍》　雷を撃ち出すブラックドッグのエフェクト。

《ＭＡＸボルテージ》　雷をより強力に扱うブラックドッグのエフェクト。









◆Middle 05◆黒くろ幕まく、登場


ScenePlayer ─── 加賀十也






　じゃり、と砂を踏む音と共に光が遮られる。

　その気配に、十也と左京は瞬時に振り返った。

　そこに立つのは黒コートの男。あの時、少女たちを率いていた男の姿だった───。




ＧＭ：では、キミたちが続行している《ワーディング》の気配を感じ取った瞬間。路地裏にひとりの男が入ってくる。……例の黒コートの男だ。

十也：うお……っ？

ＧＭ：彼は悠ゆう々ゆうとふたりの間を通り過すぎ、冷蔵庫の傍かたわらに片かた膝ひざを突いて言う。「かわいそうに……」（笑）




　なぜか爆ばく笑しようする一同。




十也：いや、「かわいそうに……」じゃねえだろ！（笑）

左京：か、帰りたくなってきた（笑）。

十也：とりあえず声をかけるか。……あ、おっさん。アンタがそこに転がってる……、あー、その、なんだ。

ＧＭ：……？

十也：うん、なんて言っていいかわからんな（笑）。

左京：……そこに転がっている冷蔵庫の飼かい主か？（笑）

ＧＭ：「飼い主とは失礼な」　男は立ち上がる。

十也：じゃあ、ご主人様とかか？（笑）

左京：うお！　変へん態たいだ！

ＧＭ：いやいや！　そんな冷蔵庫をかしずかせて喜ぶような趣味はない！（笑）

十也：まあ、そうだよなあ（笑）。

左京：じゃあ何だ！

ＧＭ：（にやりと笑って）「私はこの子の同どう志しだよ」

左京：……どう、し？

ＧＭ：「そうだ。同志だ。……同じ志こころざしと書いて同志だ」

十也：待て！　冷蔵庫にどんな志があるって言うんだ！（笑）

ＧＭ：（あっさり流して）「親、と言い換かえてもらっても構かまわん。……なぜならこの子に命を与あたえたのは私なのだから」

左京：か、家電製せい品ひんに命を与えて、何の意味があるのだ!?

ＧＭ：男はゆっくりと首を横に振る。「それは今ここで言うつもりはない。だが私にそのような力がある、それだけのことだよ」

十也：あっさりと犯行を認めたぞ、コイツ……！

左京：命を与えるとは……、神きどりか。

ＧＭ：すると、彼はとてもとても満足げにうなずいて、「そうだ。私には新しい種族を、新しい世界を創そう造ぞうする力があるのだ」

十也：……マジだな、このおっさん。

ＧＭ：（これまたあっさり流し）「ふむ……。キミたちはＥＸレネゲイド、というものを聞いたことはないかね？」

左京：知っている。人間以外、動植物や物品に取り付くレネゲイド、だな。

十也：物？　そんなところにまで、レネゲイドは浸しん透とうするのかよ。

左京：にわかには信じがたいだろうがな。……モルフェウスやオルクスといったシンドロームを持つオーヴァードを見れば、ある種の説得力はあるだろう。彼らは物質を作り出し、また物体に自分の力を侵蝕させる能力を持つ。

十也：……なるほど。

ＧＭ：「そのＥＸレネゲイドをある程てい度ど操あやつる力。……それが私の力だ」

十也：なら……、この界かい隈わいの盗とう難なん事件の犯はん人にんはお前ってことか!?

ＧＭ：（指を振って）「物事は正せい確かくに表ひよう現げんされるべきだ。……盗難ではない。彼女たちは、自分の意志で店を去ったのだから」

左京：…………。

ＧＭ：「だが」男は壊こわれた冷蔵庫を見る。「この子は自分の好こう奇き心しんを抑おさえられなかった。だから、人間を見に行ってしまったのだ」

左京：……その少女は、人間に何をしようとした？

ＧＭ：「人間を理り解かいするために、一番早い方法は」頭をこつんこつんと叩く。「脳のうを調べることだ。きっとこの子は、脳を引きずり出そうとしたんだろう」

十也：……っ！

左京：（眉を寄せる）

ＧＭ：キミたちの様子を見て、男はにやりと笑う。「さて、ではこの話を聞いたキミたちはどうする？　我らと戦うつもりかね？」

左京：人の脳をすする種族を放っておくほど、俺は寛かん容ようではない！

十也：……俺は黙だまって、拳こぶしを胸の前でつきあわせる。

ＧＭ：「ふむ……、残念と言えば残念だが、当然といえば当然の答えだな」と男はうなずき、「……だが、私はここで戦うつもりはない」男はあっさりとそう言って、《ワーディング》を解とく。

左京：むむ。

ＧＭ：「もしキミたちが《ワーディング》を使って戦うつもりなら、私はここにいる何も知らない一いつ般ぱん人じんたちに攻こう撃げきを仕し掛かけよう」男の指す表通りは、買い物に来たたくさんの人でごった返している。

十也：ちっ……。

ＧＭ：男は続ける。「ただ、私としてもキミたちを放っておくわけにもいかない。……もし、まだ我々と話すつもりがあるのならば、夜の街に来たまえ。そこですべての決着をつけよう」

左京：…………。

十也：最後にひとつ教えろ。

ＧＭ：「何かね？」

十也：お前の名は？

ＧＭ：「〝クロームドーム〟。……そう呼よんでもらおう」その言葉と共に、男は人ひと混ごみに紛まぎれて消えていく。

左京：…………。

十也：…………ちっ。

左京：十也。相談がある。

十也：なんだよ？

左京：（沈痛な面おも持もちで）萌えキャラに変へん容ようし、人を襲おそう冷蔵庫、という報ほう告こく書しよはどうやったら信用してもらえるだろうか（笑）。

十也：んなどうでもいいこと考えるなよ！（笑）　じゃあ近くのワゴンセールから『リトルショップ・オブ・ホラーズ』のＤＶＤを投げつける。……それでもくっつけておけばいいだろ？

ＧＭ：それはどんな映えい画がなんです？

十也：鉢はち植うえの花が人を襲う映画（笑）。

左京：……笑い話だな。

十也：しかもＢ級だよ。

左京：（がっくりと肩を落とし）だが、放っておくわけにもいかないのか。

十也：（同じく）はあああああああああ。……しょうがないよな。また夜に出直そう。

ＧＭ：では、ふたりが路地裏を去ったところでシーンを切ります。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆命無きものたち


ScenePlayer ─── 黒須左京






　夜の秋葉原へ、再ふたたびふたりはやってきた。中央通りの真ん中を、ゆっくりと歩く。




ＧＭ：ではクライマックス。……夜の秋葉原、中央通り。

十也：では、いびつな影かげと化したビルの間を歩く俺たち。

左京：……昨日も見たが、不気味なものだな。

十也：まーな。

左京：ここは本当に不思議な街だ。昼間はあれだけの喧けん噪そうに包まれ、夜はほぼ無人の街。……まるで毎日お祭りをしているみたいだな。

十也：今は祭りの後、ってことか。

左京：フッ、嫌きらいではないがな。

十也：お前にはお似に合あいの街だ。……電気の街だしな。

左京：ふん……。

ＧＭ：……ふたりが歩を進めていくと、大きな交差点の真ん中で黒コートの男〝クロームドーム〟が立っている。

左京：さあ！　来てやったぞ！

ＧＭ：「ああ。……本当は来て欲ほしくなかったのだがね」

十也：おいおい、今さら恋れん愛あい映えい画がのヒロインみたいなこと言うなよ。

左京：……そのセンスは年取りすぎだぞ、十也（笑）。

十也：やかましい（笑）。

ＧＭ：〝クロームドーム〟はにやりと笑う。すると、あたりから数十人にのぼる少女たちがあらわれ、彼の周りに集つどう。……もちろん、全員あの〝冷蔵庫ちゃん〟と同じような恰好をしているよ。

十也：（引きつった笑みを浮かべ）……たくさん集まると、きついなあ。この風景（笑）。

左京：まったく……。どいつがトースターで、どいつがパソコンで、どいつが携けい帯たい電話なんだかな（笑）。

ＧＭ：（笑いながら）ずらっと並んだ少女たちは、よく見れば元の姿がわかるような、わからないような感じだ（笑）。

左京：（ぶつぶつと）大体、萌もえ擬ぎ人じん化かというのはいかにうまく特とく徴ちようをつかむかが大事だというのに……。

十也：（ジト目で左京を見る）

左京：…………む、なんでもない。

ＧＭ：そして男は大おお仰ぎように言う。「我々は個こ体たい数すうをまだ増ふやすべき時なのだよ。それを邪じや魔まされたくない。……そのために、事情を知ったキミたちには消えてもらいたいというわけさ」

左京：増えて……どうするつもりだ？

ＧＭ：「無む論ろん、人間という枷かせがはずれ独どく立りつした種族として立ち上がるだろう。……ゆくゆくは人間の上位種として君くん臨りんすることになるだろうがな」

十也：おいおい、話がでかくなってきたな。現げん実じつ味みがないぞ。

ＧＭ：「誇こ大だい妄もう想そうなどではないぞ？　我わが力、成長すればあらゆる被ひ造ぞう物ぶつに意志を与あたえることが可か能のうとなるだろう。……そう、建物だろうが、なんだろうがな」

左京：…………。

十也：さっきから聞いてればお前も人間じゃないみたいな口ぶりだな。

ＧＭ：待っていました、とばかりにヤツは口の端はしを曲げる。「……ふん、もとより人間であったなどと言った覚えはないが？」

左京：では、お前は……？

ＧＭ：「私の真の姿を見たいか？　……いいだろう、ならば見せてやる！」言葉と共に、ヤツが帽ぼう子しを取る！　その下からあらわれたヤツの頭部は───。




　月の光を照り返して側面が輝く。

　ステンレスだろうか。球体に近いその形は、道具ならではのシンプルさを主張していた。

　頭頂部には取っ手がつき、側面には天に向けて注ぎ口がそそり立っている。

　使い込まれた印である傷をいくつもつけたその姿は───。




　何とも見事な、〝やかん〟であった。




十也：…………。

左京：…………。

十也：……や・か・ん？

ＧＭ：やかんです（きっぱり）。

左京：……ラスボス？

ＧＭ：ラスボスです（きっぱり）。




　ふたたび沈ちん黙もくするふたり。




十也・左京：なんで〝やかん〟なんだあああああああああああっ!!（笑）

ＧＭ：いいじゃないですか、やかん（笑）。

十也：こんなのがラスボスかよ！（笑）

左京：今までの〝ちょっとシリアスな雰囲気〟が思い切りどっかにふっとんでいったぞ！（笑）

ＧＭ：そんなこと言われても困りますが（笑）。……では正体を現あらわした〝クロームドーム〟ことやかんはキミたちを見下したように言う。「驚いたかね？　これが私の正体だ」

十也：驚いた？　ああ、驚いたとも！（笑）

ＧＭ：「ならばその驚愕を冥途のみやげとして死ぬがいい！　これからは我ら家電製品が世界をつかむ！」

十也・左京：待てええええええええええっ！

ＧＭ：「な、なんだ？」

左京：待て待て待て！　今お前はなんて言った!?

ＧＭ：「だから……、我々家電製品が……」

左京：お前は自分のことわかってるのか！

ＧＭ：「む、むう？」

左京：やかんは家電製品じゃないだろ！（笑）




　魂の叫びであった。




左京：答えてみろ、やかん！　なんで家電製品が仲間なんだ！　さあ！　答えろ！　普ふ通つうのギャグマンガなら、このままレゾンデートルを崩ほう壊かいして、自じ滅めつしてもいいくらいのツッコミだぞこのやろう！（笑）
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ＧＭ：「う、うう、うるさい！　そんなことどうでもいいだろう！」

十也：よくねえよ！　やかんなら鍋なべとか、お玉とか仲間にしろよ！（笑）

ＧＭ：「ぐ、ぐぐ」

十也：大体ほら！　あそこにいる湯ゆ沸わかし器はお前の敵てきじゃねえのかっ！（指をさす）

ＧＭ：「…………」

十也・左京：…………。

ＧＭ：「……子孫と言ってくれないか？」（笑）

十也・左京：やかましいいいいいいいいいいっ！（笑）

ＧＭ：「そ、そうだ！　我々被造物は元はと言えば貴き様さまら人間の消費社会が生み出した一部であり、すべては貴様らが……」

左京：やかんに説教される筋すじ合あいはないわああああああああっ！（笑）




　至し極ごくもっともな叫びと共に、最後の戦せん闘とうは始まった。





＊　　　＊　　　＊






◆第一ラウンド

ＧＭ：では戦闘だ。敵はやかん一体と擬人化軍ぐん団だんが四グループ。
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十也：結けつ構こう多いな。

ＧＭ：まずはセットアップから。……こちらはやかんが《ヴァイタルアップ》使っておしまい。

左京：セオリー通りだな。

ＧＭ：そして、次はイニシアティブ順に行動だから───こちらの擬人化軍団の手番だな。全員一気に近づいてきて、ふたりに二体ずつ攻撃（ダイスを振る）！

十也・左京：うお！

ＧＭ：一体一体は大したこと無いが、これだけ数がいれば十分な脅威だろう！　いけっ！




　だが、ＧＭの勢いきおいが悪いのか、それとも十也と左京に意地があるのか。

　なんと攻撃は一発も当たらなかった。




ＧＭ：「な、なんだとっ！」驚おどろくやかん！　……というか、左京は【肉体】１だろ!?　当たらないはずないだろ！

左京：フッ……、人間の誇ほこりだ。

十也：ま、実力だよ。

ＧＭ：……コピー機が突とつ進しんし、携帯電話が不協和音を発し、さらには洗せん濯たく機きが水を放出する！　だが……。

十也：俺たちはそれをすべてギリギリで避よける！

ＧＭ：くぅっ！　悔くやしいぞ！（笑）

左京：フッ、ならばここで人の道を説いてやろう。

ＧＭ：お？

左京：やかんよ。……なぜお前たちの攻撃が当たらないか。それがわからないのか？

ＧＭ：「……な、なに？」

左京：家電製品は人を傷きずつけるために作られたわけではない！（笑）

ＧＭ：いや！　それ家電製品の道ですから！　人の道じゃないですから！（笑）

左京：……実はそのツッコミが欲しくて言ったのだ。アリガトウ（笑）。

ＧＭ：（なんか微妙な表情で）……ド、ドウイタシマシテ。




　いや、礼を返している場合ではなく。




ＧＭ：ええい、どう返してやろうかな。……ではやかんは叫ぶ。「違う！　我々は貴様らの決めたその道を脱だつ却きやくするために」

左京：（それを遮って）やかん！　貴様は覚えていないのか！

ＧＭ：「な、何を……？」

左京：貴様の温めたそのお湯が、誰かの幸せを築きずいてきただろう？　その感覚を、だ（笑）。




　今度は懐かい柔じゆう策さくに出る左京。




十也：……実は、ウチはまだ麦茶作るのにやかん使ってるぜ。

ＧＭ：「うう……」

左京：そうだな。やかんもいいよな。

十也：おう、まったくだ。

ＧＭ：「うおおおおお、その手にはのるか！　私はその道は捨すてたのだ！　そぉんな言葉などおおおおっ！」必死になってやかんは叫ぶ！（笑）

左京：ちっ、ダメか（笑）。

十也：そりゃそうだろ（笑）。ところで、次の行動順番は俺なんだが。……待機をする。左京の方が、まとめて敵を攻撃できるだろう。

左京：まかせろ。マイナーアクションで《イオノクラフト》を使用し移動！　メジャーで《雷神の鎚つち》＋《ＭＡＸボルテージ》！　以い降こうこのコンボを〝ミョルニル〟と呼ぶ！（笑）




　これまた久ひさしぶりのフレーズである。




左京：これを擬人化軍団に撃うつ！　ダイスも走るぞ！　達成値ち58！

ＧＭ：58!?　全員回かい避ひ失敗！

左京：ダメージは……45点！

ＧＭ：全ぜん滅めつするわい！　うおおおおおお、ＨＰ20点しかないのにー！

左京：フッ、こんなものだ。

ＧＭ：では、萌もえキャラの軍団は断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを上げて……。

十也：次々と灰はいに？

ＧＭ：いや、次々と元の家電製品の姿に戻もどる（笑）。

左京：……シュールだな（笑）。

十也：まったくだ（笑）。

ＧＭ：「おのれ！　我が同志たちをよくも！」激げつ昂こうしたやかんが、そのまま頭から蒸じよう気きを噴ふん出しゆつする！　《焦しよう熱ねつの弾だん丸がん》に色々組み合わせて攻撃だ！　対象は十也！　……命中は35！

十也：来やがれ！　……って回避ミスった!?

ＧＭ：よし！　ダメージは34点！

十也：さすがにそれは死ぬ。

ＧＭ：やかんは高らかに笑う。「はっはっはっは！　肉体に自信があるようだが、いかに貴様らとてコレを食らえば一いち撃げきよ！」

十也：ここで〝クロームドーム〟へのロイスを取得！　即そく座ざにタイタスにして昇しよう華か！　蘇よみがえる！

ＧＭ：では、もうもうとたゆたう蒸気の中から、十也があらわれる！　「な、なんだとっ!?」

十也：そのまま攻撃！　《一いつ閃せん》＋《銘めい無き刃やいば》に全部を組み合わせる！　……達成値は46！

ＧＭ：ぐぐ、回避は21で失敗！　十也の勢いをやかんはそらし切れない！

十也：ダメージは……48点！

ＧＭ：うおっ！　やかんは叫ぶ！　「なぜだ！　なぜそこまでして立ち上がる！　なぜそこまで戦える!?」

十也：教えてやるさ！　俺は……こんなくだらない事件で死ぬのも、ジャーム化するのもまっぴらごめんだからだあああああああっ!!




　それは魂たましいの叫びだった。

　人としてやかんに負けたくない。

　あまりにも───共感できる叫びであった。

　叫びと共に繰くり出された十也の爪つめが、〝クロームドーム〟の頭部やかんを弾はじき飛とばす。

　吹ふき飛ばされ、アスファルトに当たったやかんが、くわんっ、といい音を立てた。




　───こうして、戦いは終わった。






《ヴァイタルアップ》　レネゲイドを活性化させて爆発的に生命力を増加させるエフェクト。

《イオノクラフト》　磁力で移動するブラックドッグのエフェクト。

《雷神の鎚》　広範囲に雷を撃ち出すブラックドッグのエフェクト。

《焦熱の弾丸》　炎を撃ち出すサラマンダーのエフェクト。









　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆そしてすべては……


ScenePlayer ─── 黒須左京






　次の日、喫きつ茶さゆにばーさるにて十也と左京はすべてを結希に報告した。

　机つくえの上には、爪つめ痕あとの残ったやかんが置かれている。




ＧＭ：というわけで、エンディングです。

左京：ああ、じゃあ全部説明しよう。

ＧＭ：では、すべてを聞いて結希が言う。「しかし、本当に信じられないような事じ件けんでしたね」

左京：だが、もう事件は発生しない。

十也：ま、この街らしい事件だったよ。ただどうしてこのやかんがこんな力を手に入れてしまったのかはわからなかったな。

左京：それがわかれば、十也との決着もつけられたのだがな。

十也：ふん、それはこっちのセリフだぜ。

ＧＭ：……十也の言葉と共に、喫茶店の扉とびらが開いて、ひとりの男が入ってくる。黒コートに身を包んだ男が。

十也：……え？

ＧＭ：結希は入ってきた男の顔を見て言う。「あ、永なが斗とさん」

左京：……は？

ＧＭ：「おう、店長、おはよう……」永斗と呼ばれた男は、挨あい拶さつを返そうと振ふり向き───硬こう直ちよくする。

十也・左京：…………。

ＧＭ：彼はおもむろに走り込こみ、机の上のやかんを取り上げて叫ぶ！　「ジョニー！　やっぱりジョニーじゃないか！　どうしたんだ、こんなところで！」

左京：じょ、じょにー？

ＧＭ：「そう！　やかんのジョニーだ！　いや、新しい湯ゆ沸わかし器が入ったから捨すててしまったんだが、後こう悔かいしてたのだ！　まさか俺の元に戻もどってきてくれるなんて……っ！」

十也：こ、これってもしかして、この男が〝クロームドーム〟の……？

左京：（重々しくうなずく）おそらく、持ち主だ。

ＧＭ：永斗は叫ぶ。「ああっ！　こんなに大きな傷きずがついて！　今すぐ俺が直してやるからな！　いつものように、この俺の！　モルフェウスの力で！」（笑）

十也・左京：やめんかあああああああああっ！　てか、全部お前のせいかああああああああああっ！（笑）




　こうして、最後の謎なぞは解決した。

　その後、店中の人間にさんざん説教された永斗は、しぶしぶながらやかんのジョニーを手放したという。

　みなさんも、オーヴァード能のう力りよくの使いすぎに注意しましょうね。






《一閃》　移動と同時に攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《銘無き刃》　自分の腕を刃のように変形させるキュマイラのエフェクト。









◆Ending 02◆そしてふたりも


ScenePlayer ─── 加賀十也






「お帰りなさいませ、ご主人様～」

「はい、ただいまうかがいますー！」

「……三番テーブルにティーセット持っていってー！」

　うららかな日差しが店内に差し込む。〝喫茶ゆにばーさる〟は今日も超満員。スタッフは皆笑顔で、だが忙しそうに走り回っている。

　その中で、十也と左京はぽつんと立ちつくしていた。

　スタッフの衣装に身を包み、片手にはお盆、片手にはメニューを持って。




ＧＭ：では最後のエンディングに移ろう。キミたちの賭けの結果だ。どっちが喫茶ゆにばーさるの手伝いをするかだが───。

十也：…………。

左京：…………。

ＧＭ：ふたりともスタッフになってもらうことでひとつ。

十也・左京：ええええええええええっ!?

ＧＭ：だって賭けは〝事件を解決した方が勝ち〟で、〝負けた方がスタッフになる〟でしょ？　今回は引き分けなわけだけど、スタッフの補充は必要なわけだから。

左京：ケンカ両成敗として、ふたりともスタッフに入れと？

ＧＭ：そこまでは言わないけど、それが一番平等だと思って。

十也：平等……、っちゃ平等だけどよ。

ＧＭ：というわけでなし崩し的に制服を着させられて、キミたちは店に立たされている。役目はウェイターだ。

十也：ウ、ウェイターって言われても……。

ＧＭ：と、まごまごしているとお客さんが来る。すると、隣を通り過ぎる久遠寺綾が「……挨拶、して」とささやく。

十也：え!?　えーと……、い、いらっしゃいませ……？

左京：ふん、こういうときは「お帰りなさいませ」と言うのだ。ついでに女性客なら「お嬢様」、男性客なら「ご主人様」が基本だな。

十也：お前、詳しいな。

左京：ふん！　これくらいはな。

ＧＭ：と、キミたちががたぴしと仕事をしていると、薬王寺結希が声をかけてくる。「どうですか？　うまくやれてますか？」と笑顔で。

十也：支部長……、やっぱり勘弁してくれよ～。俺のガラじゃないって～。

ＧＭ：「だめですよ、約束なんですから」と結希は首を横に振る。「できる範囲で、きちんと働いてもらいますからね」

十也：うう……。
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左京：しかし支部長。（十也を指し）少なくともコイツと一緒というところには納得はできないぞ！

ＧＭ：「う～ん、じゃあ左京さんはスペシャルウェイターをやってみます？」

左京：スペシャル！　おお、いいな。コイツがただのウェイターならば、それで異存はない。

十也：（肩をすくめて）けっ。

ＧＭ：「じゃあそういう風に登録しておきますね～」

左京：よろしく頼む。……で、何がスペシャルなんだ？

ＧＭ：「お客様へのサービスにいくつかオプションが追加されるんですよ～」

左京：げ！

ＧＭ：「大丈夫です！　左京さん、筋がいいですから！」そう言って、結希はまた笑顔で仕事へと戻っていく。

左京：く……、墓穴を掘った……！

十也：お前、頭いいわりには間抜けだよなあ。

左京：うるさい！　……こうなったら、俺はこの店の一番人気を目指すぞ！　お前はそこで見ているがいい！　ただの平凡なウェイターとしてな！

十也：好きにしろよ！　……つーか、こうなったのもお前のせいだろうが！

左京：なんだと！

十也：やるか！

ＧＭ：再び通りかかった綾が、「……あいかわらず、仲良し」と言う。

左京・十也：仲良くねえよ！




　ふたりの叫び声が、店内にこだまする。

　元気なウェイターがふたり追加された喫茶ゆにばーさるは年中無休、開店中。

　あなたも是非、一度ご来店を。
















　　　PREPLAY




「生まれ変わるよ～」

「ヤンデレですよ、ヤンデレ！」

「プラズマチェーンソー取らせろ～」

「80％まで戦えない……ま、いっか」




　騒々しくも楽しそうに話す四人のプレイヤーたち。

　この人たち、本当にフリーダムだな～。





＊　　　＊　　　＊






　時に二〇〇八年某月某日───『ダブルクロス The 2nd Edition（以下、ＤＸ２）』の新サプリメント『ラディカルドライブ（以下、ＲＤ）』の発売を受けて、俺、伊藤和幸はとあるリプレイの執筆を命じられました。

　それは、『ＲＤ』に掲載された新たなプレイ形式である、シナリオクラフトの紹介を目的としたリプレイです。




　さてさて、どんなリプレイにするべきか───その日、俺は『ＤＸ２』のデザイナーであり、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の先輩でもある矢野俊策と共に頭を悩ませていました。




矢野：伊藤くん、今度やるダブルクロスのシナリオクラフトリプレイだけど、ちょっと変わったことやれないかな。

伊藤：変わったことですか？　まあ、シナリオクラフトを使ったリプレイも他システムを含ふくめれば三作目ですし変化球は欲ほしくなりますけど……。

矢野：そうなんだよ。

伊藤：なにか変わったこと……。

伊藤＆矢野：う～ん。

矢野：とりあえず、みんなの意見も聞いてみようか。

伊藤：そうですね。




「さっきから、なにをふたりでうんうん唸うなってるんだ」

「今度やるシナリオクラフトで変わったことできないかと相談してまして」

「いい案ないですかね？」

「そうだな……過か去このリプレイに登場していたＰＣにゲスト出しゆつ演えんしてもらうとかどうよ」

「ふむ、誰だれ出すんですか？」

「ん～、檜ひ山やまケイトとか」




　檜山ケイト───リプレイの名手、菊きく池ちたけしが手がけたダブルクロス・リプレイ『闇やみに降ふる雪』『聖せい夜やに鳴る鐘かね』（ともに富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）で主役を務つとめたＰＣです。




「もうひとりぐらい欲ほしいですね」

「ふむ、やっぱ面おも白しろい奴やつがいいよな」

「それならぴったりの奴がいるぞ」

「誰です？」

「嵯さ峨が童どう子じ」

「なにぃいいいっ!?」（[image: ]一同驚愕）




　嵯峨童子───『ダブルクロス・リプレイ・ヴァリアント　消え去りし楽園』（富士見書房刊）の「京けい城じよう月つき影かげ抄しよう」に登場したＰＣ。

　平安が舞ぶ台たいのリプレイに、アーサー王伝説のサー・ガウェインの生き霊りようで参加した異い色しよくのキャラです。




　さあさあ、早くも先が読めなくなってまいりました。

　というところで、セッションに参加するプレイヤーについてご紹介しましょう。




▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下：矢野）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員で、言わずと知れた『ダブルクロス』シリーズのデザイナー。

　数多くのリプレイでＧＭ兼著者を務めるだけでなく、プレイヤーとしても活躍している偉大なる先輩でもあります。

　矢野俊策が手がけたダブルクロス・リプレイ・アライブシリーズ全四巻かん、大だい好こう評ひよう発売中！




▼すがのたすく（以下：すがの）

　ゲーマーズ・フィールド誌しで「すがのたすくのＳＲＳに挑ちよう戦せん」イベントレポート漫まん画が、さらにサポートページのイラストなどを手がける新しん鋭えいイラストレーター。

　ダブルクロスをこよなく愛する彼女の繰くり出す素す敵てきな言動、本編にてお楽しみください。




▼遠藤卓司えんどう・たくじ（以下：遠藤）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員のひとりで、主にシステムデザインを担たん当とうしてます。

　リプレイのプレイヤーとしても活かつ躍やくしており、『オリジン』シリーズの春日怜央かすが・れお役などを演えんじています。その渋しぶい声ゆえか、ロールプレイが妙みように悪役っぽくなるのが特とく徴ちよう。




▼田中信二たなか・しんじ（以下：かわたな）

〝かわいそうな〟田中信二。通つう称しようかわたなと呼よばれるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員。

　多くのリプレイで主役を演じ、恰かつ好こいいことを言わせれば社内で右に出る者はいません。また、『アライブ』シリーズの千城寺薫せんじようじ・かおる役でマッドな芸風も手に入れ、新たな境地を開拓することに成功しています。




　以上、四名にＧＭである俺を加えた五人でお送りする本リプレイ。

　それでは、いよいよ本編の開幕です！





＊　　　＊　　　＊






伊藤（以下：ＧＭ）：みなさん、おはようございます。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：それでは、ゲーマーズ・フィールド別べつ冊さつに掲載するリプレイの収しゆう録ろくを開始しましょう！

すがの：あの、ＧＭ。開始早々申もうし訳わけないのですが、少々お願いが。

ＧＭ：はい、なんですか？

すがの：筆記用具を貸かしてもらえませんか？　ペンケースと間ま違ちがえて歯は磨みがきセットを持ってきてしまいまして。

ＧＭ：………………はい？（笑）

矢野：ちょっと待って、すがのさん。なんで間違えたのさ？（笑）

すがの：だって、すごい似にてるじゃないですか！

遠藤：確たしかに似てるかもしれんが、間違えはしないだろう（笑）。

すがの：いや、それはその……。もういいです（笑）。それよりビックリしましたよ。檜山ケイトと嵯峨童子が参加するなんて思ってませんでしたから。

ＧＭ：（見事な話題そらしだ）

かわたな：実は俺もビックリしてる。またケイトを演じることになるなんてな。もうずいぶん時間たったよね。

矢野：菊池さんのリプレイが平成十五年発売なので、もう五年目ですよ。

かわたな：結けつ構こう、蔵くらの中で発はつ酵こうしてきた感じがする。今日は、蔵出しヌーヴォーのつもりでがんばろう（笑）。

遠藤：どんな気持ちだ（笑）。しかし、俺が嵯峨童子だと明かすときが来るとは思わなかったな。こちらも三年ぶりだが、がんばらせてもらうぞ。

一同：わ～、パチパチパチ（笑）。

ＧＭ：ゲストへの盛せい大だいな拍はく手しゆ、ありがとうございます（笑）。では、そろそろシナリオクラフトを開始しましょうか。まず最初に、今回使用するステージを決定します。
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すがの：デフォだとＫ市推すい奨しようですよね。

ＧＭ：そうなんですが、今回はメンツが特とく殊しゆなのでアキハバラで行きます。なのでシナリオ情じよう報ほう技ぎ能のうは〈情報：アキハバラ〉１レベルですね。

遠藤：まあ、いろいろなものを許きよ容ようしてくれそうではあるな（笑）。

ＧＭ：なんですよ（笑）。で、次はストーリーパターンテンプレートの決定ですね。これで今日のシナリオがどんなストーリーになるか決まります。

すがの：どれ使いますか？

ＧＭ：ここはアイテムチェイスをチョイスさせてもらいますよ。

遠藤：チョイスしたか。その心は？

ＧＭ：今回は千年の時を超こえて嵯峨童子降こう臨りんということで、みなさんを繫つなぐキーワードを設せつ定ていしようと思いまして。

すがの：ほほう、どのような？

ＧＭ：嵯峨童子と言ったらこれしかないでしょう。〝聖せい杯はい〟。

遠藤：なるほど。聖杯をなんとかする話にしようというわけか。それならアイテムチェイスはぴったりだな。

かわたな：ちなみに聖杯を見つけると、嵯峨童子は成じよう仏ぶつするの？

遠藤：するだろう（笑）。だから、今回の聖杯はきっと偽にせ物ものなんだよ。

かわたな：なるほど（笑）。

ＧＭ：では、次はシナリオの終しゆう了りよう条じよう件けんアドヴェントの決定。これはテンプレートルールを採さい用ようしますので、「シーン数：10」ですね。

すがの：ミドルで10シーン経けい過かすると強きよう制せい終了ってことですよね？

ＧＭ：その通り。では、次はグランドオープニングの決定。これはシナリオの全体のイメージと方ほう向こう性せいを決めるもので、アイテムチェイスでは次のような文章になっています。




　ライバル率ひきいる（Ａ１）に追われていたヒロインから託たくされた不思議な（Ａ２）。

　それに秘ひめられた謎なぞの力を追って、オーヴァードたちが動き出す。




ＧＭ：文章の穴あなを、対たい応おうするチャートをＲＯＣして埋うめれば完成です。

矢野：ここは歯ブラシを持ってきた、すがのさんに決めてもらおうか。

すがの：えーっ、そのネタまだ引っ張ぱるんですか！（一同爆笑）

遠藤：面おも白しろいネタは使わないと（笑）。

すがの：うわーっ、恥はずかしい（笑）。じゃあ、Ａ１チャート行きます！　（ダイスを振る）６なので……〝ストレンジャーズ〟ですね。

かわたな：ストレンジャーズ……。防ぼう衛えい隊たいの対オーヴァード部隊だっけか。

ＧＭ：（メモしつつ）ですです。ではＡ２チャートも振ふってもらえますか。

すがの：はい。……１で〝武ぶ器き〟です。

矢野：武器は幅はば広ひろくていいですよね。剣けんや盾たての他、いろいろとできる。

ＧＭ：では、グランドオープニングが決まったので、改めて読み上げますよ。




　ライバル率いるストレンジャーズに追われていたヒロインから託された不思議な武器、聖杯。それに秘められた謎の力を追って、オーヴァードたちが動き出す。




ＧＭ：とまあ、こんな感じで、グランドオープニングが決まったところで、次はハンドアウトの選せん択たくですよ。アイテムチェイスのハンドアウトはこんな感じになってます。




ＰＣ①用ハンドアウト

　ロイス：ヒロイン　　　カヴァー／ワークス：指定なし

　ヒロインからアイテムを託される。




ＰＣ②用ハンドアウト

　ロイス：ライバル　　　カヴァー／ワークス：ＵＧチルドレン

　ライバルがアイテムを追っていることを知る。




ＰＣ③用ハンドアウト

　ロイス：協力者　　　カヴァー／ワークス：ＵＧＮ支し部ぶ長ちよう

　協力者からアイテムの情報を得る。




ＰＣ④用ハンドアウト

　ロイス：ＰＣ①　　　カヴァー／ワークス：指定なし

　ＰＣ①がアイテムを得たことを知る。




矢野：ＰＣ①はケイトでしょ。

かわたな：俺おれか！（笑）　じゃあ、ＰＣ①をやらせていただきます。

ＧＭ：どうぞ（笑）。

すがの：私、ＰＣ②でいいですか。喫きつ茶さゆにばーさるで働くチルドレンがやりたいんですよ。

遠藤：じゃあ、ＰＣ②はすがのさんで。さて矢野くん。ＰＣ③とＰＣ④どっちにする？　ちなみに俺はＰＣ④のがいいな。

矢野：なら、俺がＰＣ③で。

ＧＭ：さくっと決まりましたね。では、いよいよＰＣの作成になります。今回は檜山ケイトがゲスト出演なので、キャラクター作成に次のようなレギュレーションを設もうけます。




・キャラクター作成の際さい、20経けい験けん点を消費してよい。

・Ｄロイスをひとつ取得してよい。




ＧＭ：これはケイトがリプレイで成長しているので、その差をなくして平等にするためです。

遠藤：ふむ、新しん規きの矢野とすがのさんはもちろんとして、嵯さ峨が童どう子じも成長やＤロイスの取得をしていいのか？

ＧＭ：嵯峨童子は成長もＤロイスもないのでＯＫです。

遠藤：了りよう解かいした。

ＧＭ：ちなみにケイトもデータを作り直したかったら、してもいいですよ。

かわたな：えっ、いいのか？

ＧＭ：五年経たってエフェクトの追加とかもされましたしね。ただし、ライフパスや取得しているロイスとかは変へん更こうしないでください。

かわたな：わかった。じゃあ、お言葉に甘あまえて生まれ変わろう（笑）。

ＧＭ：では、キャラクター作成および成長を開始してください。

一同：はーい。




　それから、一時間後───。




ＧＭ：みなさん、キャラクターができたようなので、ＰＣの自じ己こ紹介……、といきたいところですが、その前にプレサージの作成をしましょう。これはプレサージチャートの項こう目もく六種類を振ふって決めますよ。




　プレサージとはシナリオクラフトにおける重要ＮＰＣのことです。

　詳くわしくはこの後のコラムにて解説しています。
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遠藤：これはみんなで振るのか？

ＧＭ：もちろん。みんなでワイワイやるのが楽しいところですから（笑）。

矢野：うむ（笑）。

ＧＭ：まずはヒロインから。俺から始めて時計回りで振っていきましょう。

すがの：わかりました。

ＧＭ：では、まずカヴァーから。（ダイスを振る）７、〝刑けい事じ〟ですね。

矢野：次は俺か。ワークスは８、〝防ぼう衛えい隊員〟。ストレンジャーズと同じだね。

かわたな：でもストレンジャーズに追われてる設定なんだよね、このヒロイン。

遠藤：それならストレンジャーズの裏うら切ぎり者ってところでいいだろう。

ＧＭ：では、外見を遠藤さん。

遠藤：９、〝小動物を思わせる〟。途と端たんにハードボイルドから外れたな（笑）。

かわたな：次は俺か。性せい格かくは……〝さびしさに心を閉とざす〟

遠藤：なんか寂さびしさで死にそうだな。リスとかウサギっぽい？（笑）

すがの：夢ゆめや理想は……１、〝衝しよう動どうを満たす〟です。

ＧＭ：じゃあ、どんな衝動か、衝動表振ふりましょうか。（ダイスを振る）〝加か虐ぎやく〟（一同爆笑）。

かわたな：これはきっと一回嚙かまれてあげるとなついてくれるんだよ（笑）。

ＧＭ：では、最後にＰＣへの感かん情じようを決めますよ。１、〝敵てき対たい意い識しき〟。

矢野：本当に最初は「大だい丈じよう夫ぶだよ」とやらないとダメっぽいなあ（笑）。

ＧＭ：さあ最後の仕上げです。名前を決めましょう。主にヒロインと関わるかわたなさん、お願いします。

かわたな：これは名前決定チャートを振ればいいんだね。……日本名と海外名があるのか。外国人にする？

遠藤：いいんじゃないか。

かわたな：じゃあ、外国人の女の子にしよう。まず名字から。……87。

ＧＭ：〝フォン・ヴォルスング〟

かわたな：名前は20で、〝フランソワーズ〟だね。

遠藤：これはフランス人なのか、それともドイツ人なのか（笑）。

ＧＭ：ここは名字に合わせましょう。名前もドイツ読みにして、フランツィスカ・フォン・ヴォルスングで。

かわたな：わかった、それで行こう。




　というような感じで、プレサージの造ぞう形けいを決定していくことになります。

　このあと決まったライバルと協力者の内ない容ようはこんな感じになりました。




・ライバル

名前：祝政明ほうり・まさあき　　性せい別べつ：男

ワークス／カヴァー：防衛隊員／研究者

外見：むき出しの獣じゆう性せい　　性格：何もかもに虚きよ無む的

夢ゆめや理想：汚お名めい返上　　　ＰＣへの感情：不ふ快かい感かん




・協力者

名前：ラインハルト御み巫かなぎ　性別：男

ワークス／カヴァー：研究者／ＵＧＮ支部長

外見：豊ほう満まんでふっくら　　性格：約束は必ず守る

夢や理想：組そ織しきの掌しよう握あく　　ＰＣへの感情：不信感




かわたな：獣性むき出しの研究員のライバルって、どんなだ（笑）。

すがの：それを言ったら、協力者なんて「いずれはＵＧＮを我わが手に」とか考えてるみたいですが（笑）。

遠藤：全部ダイスを振って決めたから、混こん沌とんとしてるな（笑）。

ＧＭ：その方が面おも白しろいですよ（笑）。これでプレサージが決まりました。次はＰＣの自己紹介ですよ。ＰＣ番号順で、かわたなさんからお願いします。

かわたな：ＯＫ～。






シナリオクラフト　各種テンプレートやチャートを利用し、その場でシナリオを作成しながら遊ぶプレイ形式。詳しくはリプレイ本編を参照して欲しい。

ゲーマーズ・フィールド別冊　『ゲーマーズ・フィールド別冊　矢野俊策の事件簿』（ゲーム・フィールド刊）のこと。

アキハバラ　日本の東京・秋葉原にレネゲイドの要素を盛り込んだステージ。

アイテムチェイス　ストーリーパターンテンプレートの一種。危険なアイテムを巡って、敵との争奪戦を繰り広げる物語を演出するのに使う。

ＲＯＣ　Roll or Choiceの略。チャートの結果をダイスを振って決めるか、自分で選択するかどちらか好きな方法で決定できる。

Ｄロイス　ディスクリプトロイスの略称。他者に対して結ぶロイスと違い、自身に特殊な設定を付与するロイス。『ブレイクアップ』で登場し、『ラディカルドライブ』でデータの調整、再収録が行なわれた。

名前決定チャート　名字チャートと名前チャートからなる、ＮＰＣの名前を決めるためのチャート。日本用のものと海外用のもの、二種類がある。
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●ＰＣ①：檜山ケイト（かわたな）

かわたな：さて、とりあえず《静かなる世界》は取らないとな。

遠藤：敵てきにハヌマーンがいるかも分からないのに、それを取るのか？

かわたな：当然。リプレイで超ちよう役に立った思い出のエフェクトだぞ（笑）。

遠藤：そうか（笑）。

かわたな：あとは基き本ほん的てきな部分は変えずに、攻こう撃げき力りよくをより充じゆう実じつさせるよ。





＊　　　＊　　　＊






かわたな：名前は檜山ケイト。十八歳さいの男子高校生。コードネームは〝ソニックブレード〟。

すがの：あれ、十八歳でしたっけ？

ＧＭ：リプレイ後の設定なので、基本ルールブックより成長してるんですよ。

ケイト：そうそう。リプレイ内で色々あった結果、一いつ緒しよに動いていた薬王寺結希やこうじ・ゆうきとパートナー関係になり、ＵＧＮで一緒に頑がん張ばってるよ。

遠藤：ケイトと結希はまだパートナーなのか？　五年も経ってるから、さらに仲が進しん展てんしてるものだと───。

ケイト：実世界で五年経過したということを持ち込こむな（笑）。ちなみにアキハバラに来た理由は、結希に会うためでいい？

ＧＭ：いいですよ。彼女はアキハバラ地区の支部長ですしね。

ケイト：ありがとう。んで、シンドロームはキュマイラ／ハヌマーン。白兵戦が得意なのは変えず、《獣けものの王》とか取ってみた。

矢野：切り札ふだが増ふえるのはいいですね。

ケイト：Ｄロイスは起き源げん種。この影えい響きようで〝世界の支し配はい者しや〟になれるぐらいのポテンシャルを秘ひめているよ。

遠藤：きっと、ケイトを悪用しようとする奴やつらがいるに違ちがいない。

ケイト：たしかにいそうだ（笑）。でも、そういうのには敢かん然ぜんと立ち向かいます。

ＧＭ：男ですねぇ。

ケイト：五年ぶりのケイトだけど、今日は生まれ変わった気分でがんばるよ。




●ＰＣ②：頚城智世くびき・ちせ（すがのたすく）

すがの：ん～、これとあと支し援えん用に《波は紋もんの方ほう陣じん》を……。

ＧＭ：ずいぶんと大量のエフェクトを取りましたね。欄らん外がいまではみ出してる（笑）。

すがの：20経験点のほとんどをエフェクトに回してますからね。

ＧＭ：あんまり幅はば広ひろくすると、侵しん蝕しよく率りつがやばくなりますよ～。

すがの：大だい丈じよう夫ぶです。やばくなったら手て加か減げんしますから（笑）。





＊　　　＊　　　＊






すがの：名前は頚城智世。〝くびき〟はアゴみたいな字に───。

遠藤：アゴみたいな字って（笑）。

ＧＭ：頚けい椎ついの〝頚〟に、城で〝くびき〟と読むんですな。

智世：それです！　喫茶ゆにばーさるでメイドをしているチルドレンで、外見十八歳の女の子。一いち応おう絵も描かきました。こんな感じの（イラストを見せる）。

ＧＭ：ほうほう、これ……は……。

遠藤：なんだかずいぶんと目つきがヤバい感じな気がするんだが（笑）。

智世：ヤンデレです（どきっぱり）。




　そんな力強く言われても。




ＧＭ：普ふ通つうだと思ったら、また強きよう烈れつなのが出てきたなあ（笑）。

智世：基き本ほんは丁てい寧ねいなお姉さんですが、衝動は加か虐ぎやくなので、ケイトくん気をつけてください。

ケイト：なぜ、俺限げん定ていですか（笑）。

智世：ロイスで薬王寺結希を取ったので、彼女に首ったけなんです。そのつながりでケイトをいじってみようかと。

ケイト：なんだか背せ筋すじに冷たいものを感じるぞ（笑）。

智世：シンドロームはハヌマーン／ソラリス。精せい神しん攻こう撃げきと支し援えんの両方を得意にしています。コードネームは〝暗い日曜日〟と書いてラストソング。

ケイト：どこかで聞いたような……。

智世：一九三〇年代の曲ですね。聞いた人が次々と自殺を遂とげると有名になってしまった悲ひ劇げきの歌。

遠藤：あれか！　いわくつきだけど、曲は評ひよう価かされてるんだよな。カバー曲もかなり出てたはずだ。

ケイト：いかにも精神攻撃をしてきそうなコードネームだね。

智世：ばりばりしますよ。そのためにＤロイスは精せい鋭えいを取って、〈交こう渉しよう〉を９レベルまで上じよう昇しようさせました。

ＧＭ：達成値ちが確かく実じつに十の位繰くり上がるのか、強いな～。




●ＰＣ③：神城日向かみしろ・ひなた（矢野俊策）

矢野：経験点のほとんどを技能と能のう力りよく値に突つっ込んだよ。

ＧＭ：それはまたずいぶんとピーキーな成長のさせ方を。

矢野：ちょっと、面おも白しろい支援キャラを思いついたんで、それ用にね。あと、ワークスなんだけどＵＧＮ支部長じゃなくてもいい？　指定されてるけど。

ＧＭ：ちゃんと協力者からアイテムの情報を受け取ってくれますか？

矢野：うん、受け取るから（笑）。

ＧＭ：じゃあ、いいですよ（笑）。





＊　　　＊　　　＊






矢野：名前は神城日向。神城グループ代表神城早さ月つきの姉で、十八歳の女子高生。

ＧＭ：神城グループ代表の姉ときましたか。じゃあお金持ちのお嬢じよう様さま？

矢野（以下、日向）：うん。経けい験けん値ちもほとんど【社会】と〈調達〉に入れた。その結果、固定化ポイントが48に。

一同：48っ!?

日向：ＵＧＮ戦せん闘とう服ふくとか高級車とか使用人とかレネゲイトチェッカーとか色々持ってますよ。

ＧＭ：アイテム欄らんがぎっしりだ。

日向：ちなみに妹は会社を大きくするために頑がん張ばってますが、私は他人の才さい能のうを見み出いだして育てることを頑張ってます。そう、神城早月を育てたのはこの私！

一同：おおっ！（笑）

日向：で、早月がうまくいったので調子に乗って、現げん在ざいはアキハバラで様々な才能を見出してはスカウト、育てる日々を送ってますよ。

ＧＭ：最近、巷ちまたで噂うわさのスカウトマンという感じでしょうか。

日向：そうそう、そんな感じ。ちなみに才能の種別にはこだわらない。口くち癖ぐせは「あなたには○○界のチャンピオンになれるわ！」（笑）

ケイト：じゃあ、ペタンクの才能とかでもいいのか？（一同爆笑）

日向：もちろん！（笑）

ＧＭ：幅広すぎる（笑）。

日向：シンドロームはソラリス／オルクス。支援型ですが、侵蝕率が80％を超こえるまでは……何もできないなあ。

遠藤：何もできないのか！（笑）

智世：エフェクトが80％以上制せい限げんのあるものばっかりなんですね（笑）。

日向：うん、今気づいた（笑）。その代わり、物を買って他人を強化するよ。リアクティブアーマーとかパワーアシストアーマーを買うよ。主に嵯峨童子のために！

嵯峨童子：改かい造ぞうされる!?（爆笑）

日向：あとＤロイスは記き憶おく探たん索さく者。他人のタイタスをロイスに戻もどせるので、やばそうなら言ってください。




●ＰＣ④：嵯峨童子（遠藤卓司）

遠藤：ＧＭ、俺おれにプラズマチェーンソーを取らせてくれ！（笑）

ＧＭ：それＴＦＴのデータじゃないですか。却きやつ下かです（笑）。

遠藤：アーサー王伝説とチェーンソーには深いつながりがあるんだよ！　昔、そういう映えい画ががあってだな……。

ＧＭ：だからダメですってば（笑）。

ケイト：まあそこはＧＭの美学だな。コーヒーはブラックで的なイメージがあるよね、伊藤君は。

嵯峨童子：おいおい、伊藤はコーヒーをブラックで飲めないぞ。

一同：ええぇえええええっ!?

ケイト：ありえないだろ！　男くさい美学の持ち主のくせに（笑）。

ＧＭ：だって苦いんですもの（一同爆笑）。





＊　　　＊　　　＊






遠藤：名前は嵯峨童子。ひとりでに動く鎧よろいと兜かぶとという物の怪けだが、その正体はアーサー王伝説のサー・ガウェインのなれの果てだ。

ＧＭ：何度聞いてもぶっ飛んだ設定だよなあ（笑）。

遠藤（以下、嵯峨童子）：前回、平安京での聖杯探たん索さくより早千年。いまだに見つからぬ聖杯を求め、今回はアキハバラへ来た。

日向：聖杯とアキハバラ……一体どんな関かん係けい性せいがあるんだろうか。

ＧＭ：神のお告げかなにかがあったということでひとつ（笑）。

嵯峨童子：さて、生き霊りようなので時の流れは問題ないが、この風ふう体ていで俺は普ふ段だん、どう過すごしているのだろうな？

ＧＭ：日曜のアキハバラとかなら普通に歩いてるんじゃないですか？

日向：日曜のアキハバラでもプレートアーマー着たヤツはいないよ（笑）。

智世：たまにいそうな……？

一同：いないよ！（爆笑）

嵯峨童子：お前らはアキハバラをなんだと思ってるんだ（笑）。まあ、そこら辺はオープニングまでに考えよう。と、そんな感じで。以上、終了！

一同：…………。

嵯峨童子：…………？

ＧＭ：あの～、経験点での成長とかＤロイスとかも教えていただけると助かるのですが（笑）。

嵯峨童子：ああ、そうか（笑）。固定化ポイントを伸のばして、チェインメイルを念願のプレートアーマーに変へん更こう。あと白兵強化用に《フルインストール》や《確かく定てい予よ測そく》などを取った。

ＧＭ：Ｄロイスは何を？

嵯峨童子：秘ひ密みつ兵器でレジェンドを取得。ロングソードが、名実ともに愛あい剣けんガラティンと言えるようになったぞ。

ケイト：きっと同じ剣なんだけど、千年も使ってるから自動的に伝説の剣になっちゃったという（一同爆笑）。

嵯峨童子：うむ（笑）。生まれ変わった嵯峨童子の活かつ躍やくにこうご期待だ。




●ＰＣ間ロイス

ＧＭ：ＰＣの自己紹介が終わったところで、ＰＣ間ロイスを結びましょう。結ぶ順番はＰＣ番号順ということで。まずはケイトから智世へ。

ケイト：（ダイスを振る）ポジティブが〝執しゆう着ちやく〟、ネガティブが〝不安〟。智世の笑顔に自分の弱い部分を見み透すかされているような気持ちになってしまうとかかな。

智世：了解です。では、私から日向へ。……日向はＵＧＮじゃないですよね？

日向：じゃないねえ。あえて言うなら神城グループかな。

智世：じゃあ……ポジティブ〝有ゆう為い〟、ネガティブ〝食しよく傷しよう〟で。才能を開花させる力は使えると思ってると。

ＧＭ：では、日向から嵯峨童子へ。

日向：ポジティブは〝有為〟で決定。何故なぜならこいつがロイスを結ぶ人物は、自分が才能を認みとめた相手だから！

嵯峨童子：なるほど（笑）。

日向：ネガティブは〝隔かく意い〟。中身がないからわかり合えないかも（笑）。

嵯峨童子：最後は俺からケイトへ。ポジティブは〝遺い志し〟。ネガティブは〝恐きよう怖ふ〟。ケイトに円えん卓たくの騎き士しであった仲間の面おも影かげを見る感じかな。

ケイト：いいんじゃないかな。

嵯峨童子：ところでシナリオハンドアウトもケイトへのロイスなのだが、どうすればいい？

ＧＭ：ＰＣ間ロイス＝シナリオハンドアウトとしてまとめちゃいましょう。嵯峨童子はもともと三つ持っているところにＤロイスを追加取得したので、初期がひとつ多くなってますし。

嵯峨童子：おお、そういえばそうだ。丁ちよう度どよかったな。素す晴ばらしい。

ＧＭ：というわけで、ＰＣ間ロイスも決まりました。それではゲームを開始しましょう。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしま～す。






《静かなる世界》　相手の音と対になる波をぶつけ、波を相殺するハヌマーンのエフェクト。

《獣の王》　攻撃に対する防御をできなくするキュマイラのエフェクト。

起源種　侵蝕率によるダイスボーナスが得られなくなるが、エフェクトレベルへのボーナスが上昇するＤロイス。

世界の支配者　『ダブルクロス・リプレイ　聖夜に鳴る鐘─Dynast─』（富士見書房刊）で語られたエピソードに基づく発言である。いったいどのようなことが起こったのかは、是非リプレイを手にとって確認して欲しい。

精鋭　５レベル分の任意の技能を取得、上昇させるＵＧチルドレン専用のＤロイス。

ペタンク　フランス発祥のスポーツ。ビュットと呼ばれる的球に向けて投げた玉がどれだけ近いかを競い合う球技。単純なように見えて、様々な投球テクニックが存在し、なかなか奥が深い。

リアクティブアーマー　『ブレイクアップ』で追加された、実ダメージを直接軽減できる防具。

パワーアシストアーマー　高い装甲値と肉体強化の効果を持つ防具。ただし、シーン毎に、〈機械操作〉の判定に成功しないと使用できない。

記憶探索者　『ＲＤ』で追加されたＤロイス。ソラリス専用で、自身のロイスをタイタスにすることで、他者のタイタスをロイスに戻すことができる。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆出会いは突とつ然ぜんに


ScenePlayer ─── 檜山ケイト






ＧＭ：オープニングは基き本ほん的てきにハンドアウトの設せつ定ていを元に、シーンの展てん開かいを考えていくことになりますよ。

日向：最初は誰だれから行く？

ＧＭ：そうですね……。ＰＣ番号順にやっていきましょうか。なので最初はケイトからお願いします。

ケイト：はいはい。

ＧＭ：あと、グランドオープニングも一いつ緒しよに演えん出しゆつしていきたいのですが、どうでしょうか？　ちなみに内ない容ようは……。




　祝政明ほうり・まさあき率ひきいるストレンジャーズに追われていたフランツィスカから託たくされた不思議な武ぶ器き───聖せい杯はい。それに秘ひめられた謎なぞの力を追って、オーヴァードたちが動き出す。




智世：その流れなら、ケイトが逃とう走そう中のフランと出会うとかで行けますね。

ＧＭ：他にもこういう演出がしたいというのがあったらどんどん言ってください。シナリオクラフトは、みなさんの意見でシーンを作る遊び方ですから。

ケイト：結けつ構こうフリーダムなのね。……なら早さつ速そく、話を聞いてもらおうかな！

ＧＭ：おお、どうぞ（笑）。

ケイト：僕ぼくは最初、結ゆう希きさんとケンカした直後から始めたいんだ。

一同：いきなりケンカ!?

ケイト：それでひとり思い悩なやんでるところでフランと出会うんだよ。

嵯峨童子：なるほど、王道ですな。

日向：いいんじゃない？

智世：わたくしも、やりたい演出ができそうなので構かまいません。

ＧＭ：了りよう解かいしました。なら、ケイトの案で演出をしていきましょうか。





＊　　　＊　　　＊






　ケイトはひとりアキハバラをさ迷まよう。

　心の中で渦うず巻まくのは自じ己こ嫌けん悪お。

　結希を大切にしたいのに、どうして傷きずつけてしまうんだろう……。




ケイト：僕はアキハバラに出てきて、久ひさしぶりに結希さんと会ったんだけど、些さ細さいなことからケンカしてしまい、街をトボトボと歩いてるよ。

ＧＭ：人の気配も薄うすらぎだす夕方のアキハバラをさ迷うケイト。ふとした拍ひよう子しに、目じりに涙なみだを浮うかべて怒おこる結希の姿すがたが脳のう裏りに浮かぶ。

ケイト：消しよう沈ちんしながら言うよ。また、やっちゃったな。どうしてうまくいかないんだろう……。

日向：ちなみにケンカの原げん因いんは？

ケイト：僕が結希さんに前線に立ったり、危き険けんなことしないでと言った。

智世：ええっ!?　それは……。

ケイト：そしたら「何でそんなことを言うんですか!?　あたしと一緒じゃ嫌いやなんですか!?」と反はん撃げきを受けたと。

日向：それは怒られるよ～。

ケイト：ただ、ケンカをしたことには結構重要な背はい景けいを考えてあるんだ。

ＧＭ：それは初耳なのですが（笑）。

ケイト：まあ、とりあえず聞いてくれ。

ＧＭ：はぁ、どうぞ。

ケイト：エンドラインがあるじゃない。

ＧＭ：ＵＧＮ内のクーデターが成功、ＦＨが天下を取ったステージですね。

ケイト：うん。実はあの世界に行く道は色々あると思うんだ。僕はリプレイを通して起き源げん種を取得して維い持じしてるから、心の闇やみを突つかれると世界を支し配はいしたいと思っちゃうんだ（笑）。

ＧＭ：……つまり、ケイトが結希と仲直りしないと世界はエンドラインへ向かうってことですか？

ケイト：そう！　それで、僕はフランとの出会いや聖せい杯はいにまつわる事じ件けんを通して、結希さんと仲直りするきっかけを得るのはどうかな？

ＧＭ：短時間でよくそこまで……。しかも面おも白しろい！　ＯＫです。それで行きましょう！（笑）

日向：いつの間にか私たち、この世界の命運を託たくされているような気がするんだけど、気のせいかな？（笑）

嵯峨童子：責せき任にん重大ですな。我わが輩はい、武む者しや震ぶるいがしてきましたぞ！

智世：わたくしは、もとから結希さんとケイトさんは仲直りさせるつもりでしたから、構いませんよ。

ケイト：みんな、ありがとう（笑）。

ＧＭ：では、壮そう大だいな設定ができたところで話を進めましょうか（笑）。

一同：はーい。

ＧＭ：結希とのケンカで消沈するケイトが、ひとりで夜のアキハバラを歩いていると、近くから慌あわただしい無数の足音が聞こえてくる。

ケイト：僕はケンカのことに気を取られていて、かなり近づいてから、おや……と思うよ。

ＧＭ：ケイトが騒さわがしさに気づくと同時、曲がり角から小さな人ひと影かげが飛び出してくる。ちなみにフランですね。

ケイト：じゃあ、突とつ然ぜん視し界かいを覆おおった金きん髪ぱつに一いつ瞬しゆん目を奪うばわれよう。

ＧＭ：（フランは金髪なのか）しかし、衝しよう突とつする直前にフランの右手がケイトの襟えり首くびをつかんで、背せ負おい投げをぶちかます！　回転するケイトの視界！

ケイト：なにぃいいいっ!?　いきなり投げられた!?（一同爆笑）

ＧＭ：フランは逃走中で、ワークスは防ぼう衛えい隊たい員いん。いきなり目の前に人が立ち塞ふさがったら、反はん射しや的てきに投げますね。

ケイト：なんてこった（笑）。だが、僕は空中で身体からだをひねって着地する！

一同：おおー。

ＧＭ：投げをいなされたフランは、舌した打うちしながらも軽く距きよ離りを取り、油ゆ断だんなく構かまえを取る。

[image: ]

ケイト：なんで彼女は、こんなに攻こう撃げき的てきなんだっ！（笑）

ＧＭ：プレサージでＰＣへの感かん情じようが〝敵てき対たい意い識しき〟でしたから（笑）。つまり彼女は今、ケイトを追っ手と勘かん違ちがいしてるんですよ。

ケイト：な、なるほど！

ＧＭ：ちなみに距離を取ったことで、フランの姿が確かく認にんできます。金髪碧へき眼がん、刃やいばのように鋭するどい雰ふん囲い気きを持った西せい欧おう系けいの女じよ性せいなんですが、大人びた雰囲気のわりに、その容よう姿しは幼おさない、というか小さい。身長一四〇センチぐらいしかないです。

ケイト：本当に小さいな（笑）。

智世：ほら、彼女は小動物を思わせる外見の持ち主ですから（笑）。

ＧＭ：ですです。あと左手に一際目を引く大きなアタッシェケースを持っていますね。

嵯峨童子：むう……。そのアタッシェケースの中身はもしや……。

ＧＭ：聖せい杯はいの予定ですよ。

ケイト：とりあえず話しかけてみよう。……いきなり投げ飛ばすなんてひどいな。なにを警けい戒かいしてるのか知らないけど、僕は敵じゃない。

ＧＭ：ケイトの言葉にフランは怪け訝げんな表情になる。「……あなたはストレンジャーズではないの？」

ケイト：その一言でなんとなく事情を察する。……追われてるのかい？

ＧＭ：その質しつ問もんにフランは戸と惑まどう。敵ではないようだが、味方なのかと判はん断だんに迷まよっている感じですね。

嵯峨童子：ならば、そこで追つい跡せき者しやたちが追いついてくるのはどうですかな。「声が聞こえたぞ……。こっちだ！」

ＧＭ：自分を追うストレンジャーズの声に、フランの表情が一瞬で緊きん迫ぱくして、次にオロオロと周囲を見み渡わたす。

ケイト：困こまってる女の子は放っておけない。助けないと。こっちだ！




　とっさの判断だった。なぜ助けたのかケイト自身にもわからない。

　ただ、胸むねの奥おくから湧わき出る衝動に突き動かされるように……。




　ケイトは少女とともに走り出した。







◆Opening 02◆迫せまる災さい厄やく


ScenePlayer ─── 頚城智世






ＧＭ：では次は智ち世せのオープニングになりますね。

智世：じゃあ、喫きつ茶さゆにばーさるで結希さんからケイトとケンカしたことを愚ぐ痴ちられるところから始めたいです。

ケイト：おお、うまくつないだ。

智世：結希さんを取るケイト許ゆるすまじと思ってるけど、同時に彼女には幸せになってもらいたいので、憎にく々にくしげに思いながらも橋はし渡わたしすると（笑）。

日向：なかなか複ふく雑ざつなのね（笑）。





＊　　　＊　　　＊






　目の前で不ふ機き嫌げんそうに事務仕事をしている結希の姿に、智世は心を痛いためていた。

　力になってあげたい。彼女は智世にとって大切な人なのだ。




ＧＭ：では、智世のオープニング。喫茶ゆにばーさるの事務室で、結希の相手をしているところからですね。

智世：結希さんはどんな様子ですか？

ＧＭ：怒いかりで頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、勢いきおいよく智世に話し掛かけてますね。「智世さん、聞いてくださいよ！」

智世：なら、にこりと微笑ほほえみながら紅茶を差し出しますわ。あらあら、どうしたんですか？

ＧＭ：智世の紅茶で一服した結希は、ケイトとケンカしたことを打ち明ける。「ケイトさん、ひどいんです……」

智世：（ドスのきいた声で）……あの野や郎ろう（一同爆笑）。

ケイト：えっと智世さん、とりあえず落ち着いてくれ（笑）。

智世：今のは心の声なんで（笑）。笑みを翳かげらせ結希さんを気き遣づかいます。彼が何か……？

ＧＭ：「前線に立つなとか、危あぶないことはしないでくれとか……。あたしが死神支し部ぶ長ちようって呼よばれてるからって、ひどいと思いませんか!?」

ケイト：ああ、そうか！　僕は知らないうちに彼女のコンプレックスをついていたんだな。

嵯峨童子：気づいてなかったとは……。この絶ぜつ妙みような鈍にぶさが主人公属ぞく性せいか（笑）。

智世：だいたいの事情は察しました。……それは完かん璧ぺきにケイトさんが悪いとは思いますわ。殿との方がたはどうして女心に疎うといのでしょうね。

ＧＭ：「ケイトさんと知り合ってから結構時間が経たつのに、どうしてこうすれ違ちがっちゃうんでしょうか……」寂さびしそうにつぶやく結希。

智世：元気を出してください、結希さん。……もしよろしければ、わたくしからケイトさんにガツンと言って差し上げましょうか？

ＧＭ：智世の言葉に、結希はふるふると首を横に振ふる。「これはあたしとケイトさんの問題ですから……」

智世：そうですか……。くそ～、ケイトさん愛されてますね！（一同笑）

ＧＭ：「いろいろ話したら気分が楽になりました。智世さん、ありがとうございます」にこりと結希は微笑む。

智世：いえ、結希さんのお役に立てて何よりですわ、と微笑み返しますよ。

ＧＭ：すると結希は、笑顔でメイドの仕事へ戻もどります。そして、彼女が部屋から出ると同時、智世の背はい後ごにＵＧＮエージェントが現あらわれる。

智世：あら？

ＧＭ：結希がへこんでいる時は、まず智世に報ほう告こくするのが、喫茶ゆにばーさる所しよ属ぞくのエージェントたちの暗あん黙もくの了りよう承しようなのです。たった今決めました（笑）。

智世：あ、はい（笑）。

日向：影かげ番ばんみたいなものかな？

ＧＭ：ですね。エージェントが言う。「先ほど、アキハバラ界かい隈わいにストレンジャーズが何らかの作戦行動を取り始めました」

智世：ストレンジャーズが？

ＧＭ：「指し揮き官かんは───」ん～、ここでライバルのコードネームも決めよう。コードネームチャートを振って、……02で〝秘儀の探索者アーケンシーカー〟。

嵯峨童子：ふむ、研究者という感じがしてなかなかよいですな。

ＧＭ：では、改めて報告を。「指揮は〝アーケンシーカー〟祝政明が執とっているようです」

智世：アーケンシーカー……。ストレンジャーズの研究員ですね。有ゆう能のうな人材だと噂うわさは聞いているということで。

ＧＭ：了解です。報告はさらに続く。「彼らの目的はまだはっきりとは分かっていませんが、〝聖せい杯はい〟と呼ばれる物品を探さがしているようです」ちなみに戦せん闘とう部隊なども動員しており、かなり物ぶつ騒そうな感じですね。

智世：なるほど……。戦闘部隊まで動員しているなら、わたくしが出た方がよさそうですね。

嵯峨童子：「ち、智世さんみずから出るのですか……!?」（[image: ]エージェント）

ＧＭ：「これでストレンジャーズのやつらも終わりだな……」「ああ、敵とはいえ同どう情じようするぜ」ごくりっと畏おそれを露あらわにするエージェントたち（笑）。

智世：あらあら買い被かぶりすぎですわ、ふふふっ。

ＧＭ：では、智世が妖あやしげに微笑んだところでシーン終しゆう了りようです。







◆Opening 03◆探たん索さくの始まり


ScenePlayer ─── 神城日向






ＧＭ：はい、次は日向ひなたの番ですね。

日向：ああ、私か。じゃあ、アキハバラでスカウトしてるところに、協力者の御みか巫なぎがやってくるのでどう？

ケイト：ＵＧＮ支部長で、豊ほう満まんでふっくらしてる人なんだっけか。

日向：うん。あの人が太ってしまったの、実は私のせいなのよね。

一同：あんたのせいかよっ!?（笑）

日向：かつて彼の才能を開花させようとしたら、結果的に太ってしまったということで（笑）。

ＧＭ：いったい何をしたんだ（笑）。





＊　　　＊　　　＊






　才能ある人材を発はつ掘くつし、育て上げることが日向の生き甲斐がいである。

　今日もまた新たな才能を見出し、スカウトに精せいを出す。




ＧＭ：では、日向のオープニングです。

日向：あたしはアキハバラでファイナルハーツの店員……そう、春日恭二かすが・きようじを捕つかまえて一いつ生しよう懸けん命めいスカウトしてる！

一同：春日恭二かよっ!?（笑）

日向：（まくしたてるように）春日恭二！　あなたにはヘタレ界のチャンピオンになる才能があるわ！

ＧＭ：ヘタレ界ってどんなんだ（笑）。「お客様、困こまります。ただいま業ぎよう務む中でして……」顔に営えい業ぎようスマイルを貼はりつけながらも、こめかみに青あお筋すじを浮うかべる春日恭二。

日向：あなたはこんなところで接せつ客きやく業ぎようをするべき人間じゃない。あなたにはもっとやることがあるはずよ！

ＧＭ：「それに関してはまったくもってその通りだ……」（一同爆笑）

ケイト：これきっと、春日恭二は心の奥のプライドが刺し激げきされて少し嬉うれしいと思うなあ（笑）。

嵯峨童子：あまり褒ほめの言葉はもらってなさそうですからな。本ほん質しつはさておき、嬉しい気持ちはありそうな。

智世：幸さち薄うすいですからねぇ。




　みんなから同情される春日恭二。

　なんという人じん徳とく！




ＧＭ：そんなこんなで日向が春日恭二に詰つめ寄よっていると、背後から声をかけられますよ。「こらこら、日向くん。店員さんが困っているじゃないか。見み逃のがしてあげたまえ」御巫です。

日向：なら後ろを振ふり返って、目をぱちくりさせる。……あら、御巫？

ＧＭ：「久ひさしぶりだね、日向くん」

日向：ええ、本当に……。その、ごめんなさい（一同爆笑）。

ＧＭ：いきなり謝あやまってるし（笑）。「気にしないでいいよ。体重が三十キロほど増ふえたけど、いたって健康さ」

ケイト：ちょっと待て！　それ全然、健康的じゃないだろ！（笑）

ＧＭ：はっはっはっ（笑）。「まあ、ボクのことはいいんだ。それより、キミに頼たのみたい仕事があるんだよ」

日向：仕事？　悪いけど今は新たな才能をスカウトする使命が───。

ＧＭ：日向が振り返ると、春日がいない。目を離はなした隙すきに退たい散さんしたようです。

日向：逃にげられた！　……まあいいわ。どうせ彼からの依い頼らいは断ことわれないしね。

嵯峨童子：太らせてしまったことに、負い目は感じておるのですな。

日向：それはね～。

ＧＭ：日向が仕事を受けてくれる気になって、御巫はほっと息をつく。「じゃあ早速、仕事について話したいんだけど……」

日向：さすがに往おう来らいでする話じゃないわね。使用人に連れん絡らくして車を回してもらうわ。ちょっと待ちなさい。

ＧＭ：では、数分後───連絡を受けた使用人がリムジンに乗って現あらわれる。

日向：ありがとう、爺じいや。御巫、乗りなさい。話なら中で聞くわ。

ＧＭ：「それじゃあ失礼するよ……」御巫がリムジンに乗り込こみ───。

ケイト：その瞬しゆん間かん、車のサスが十センチぐらい沈んだりしない？（笑）

ＧＭ：しません（笑）。ふたりを乗せてリムジンはなめらかに発進する。

日向：それで……仕事って、何をすればいいわけ？

ＧＭ：御巫が真しん剣けんな表情で話し出す。「うん、そうだね……。日向くんは〝聖せい杯はい〟を知ってるかな？」

日向：イエス・キリストの血を受けた杯さかずきのことなら。あと、アーサー王伝説とかにも出てくるわよね。

ＧＭ：「今回のは伝説ではなく、兵器のコードネームの方なんだ」御巫は真剣な表情で言う。

日向：兵器？

ＧＭ：（こくりと頷き）「そう。ストレンジャーズが開発した兵器だ」

ケイト：そうなのか？

智世：それが妥だ当とうだと思いますわ。

日向：ご大たい層そうな名前ね。それがあれば世界を支配できたりするのかしら？

ＧＭ：「さてどうだろうね。ただ彼らはそれにご執しゆう心しんみたいなんだよ」具体的には盗ぬすみ出された〝聖杯〟を取り戻もどすために、アキハバラで戦闘部隊を展てん開かいするぐらいには。

日向：それで？　私にその〝聖杯〟を探さがしてこいっていうの？

ＧＭ：「その通り。相変わらずキミは話が早くて助かるよ」

日向：ふむ……御巫はＵＧＮなのよね。……ねえ、ＵＧＮのあなたはその〝聖杯〟とやらをどうしたいの？

ＧＭ：「〝聖杯〟の詳しよう細さいはまだ分かってない。だけど、危険なものならば処しよ理りする必要があると思っているよ」

日向：そう……そうね（そわそわ）。

ＧＭ：「……どうした、日向くん？　急に落ち着きをなくして」

日向：そ、そんなことないわよ？　別に〝聖杯〟で兵器界チャンピオンになれるとか───はっ！（一同爆笑）

ＧＭ：そんなこと考えたのか（笑）。「興きよう味みを持つのは嬉しいけど、キミの悪いクセはほどほどにしてくれよ」

日向：わかってるってば（笑）。

ケイト：なんか、御巫さん人選間ま違ちがってないか？（笑）

日向：あら、でも力はあるんだから。主に金っていう力がね（笑）。

ＧＭ：それもまた事実。日向の実力に関しては御巫は信用してますよ。

日向：ありがと（笑）。じゃあ、話を終えたところで、リムジンを止めて降おりて、御巫はそのまま送ってあげる。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、御巫は最後に「何か分かったら連絡してくれ。今の連絡先はここだから」と告げて、電話番号を日向に教える。

日向：ＯＫ。まあ、大船に乗ったつもりで続ぞく報ほうを待っててちょうだい。

ＧＭ：「期待してるよ」その言葉を最後に、御巫を乗せたリムジンが去る。

日向：さてと……。それじゃあ、早さつ速そく〝聖杯〟について調べますか。

ＧＭ：では、日向がアキハバラの街を歩き出したところで、シーン終了です。






春日恭二　『ダブルクロス』シリーズの第一版で登場したＦＨエージェント。何度失敗してもくじけず悪事を働く姿に妙な人気が生まれ、『ＤＸ２』ではパーソナリティ入りまで果たした人物。









◆Opening 04◆聖せい杯はいを求めて


ScenePlayer ─── 嵯峨童子






ＧＭ：次は最後のオープニングで、嵯さ峨が童どう子じの番でございます。

嵯峨童子：うむ。演出はすでに考えてありますぞ。我わが輩はいが実に自然にアキハバラにたどり着ける演出を！

ＧＭ：ほほう。ちなみにどんな演出を？

嵯峨童子：ふっふっふっふっ。

ＧＭ：いや、笑ってるだけじゃ分かりませんよ！（一同爆笑）

嵯峨童子：まあまあ。この嵯峨童子に任まかせておけば、万ばん事じ問題なしですぞ。我輩にすべてお任せあれ！





＊　　　＊　　　＊






　聖杯を求めて幾いく星せい霜そう。

　あらゆる時、あらゆる場所を踏ふみ越こえなお、いまだに聖杯は見つからぬ。

　それでも、嵯峨童子は歩み続ける。




嵯峨童子：舞ぶ台たいはアキハバラにあるインターネット喫きつ茶さのひとつ。そこでは、若わか者ものたちがＤＶＤ鑑かん賞しようやネットなどに興きようじておるのです。

日向：はいはい。

嵯峨童子：その中にはヘッドセットを着けてＭＭＯＲＰＧ『ダブルクロス』を遊んでいる者もいるわけですな。

ＧＭ：ま、まさか……（笑）。

嵯峨童子：ディスプレイに映うつし出されているゲーム画面───よく見れば、そこには鎧よろい甲かつ冑ちゆう姿の騎き士し……そう、我輩がいるのですよ。

ＧＭ：嵯峨童子がなんでロストエデンにいるんですかっ!?（一同爆笑）

嵯峨童子：我輩は聖杯を求める騎士。無む論ろん、神のお導みちびきによってたどり着いたに決まっておろう！（どきっぱり）

ＧＭ：うっ!?　え、ええっ!?　いや、そ、それでいいのか？　一いち応おう、嵯峨童子はロストエデンのデータ持ってるけど。いやしかし……！

嵯峨童子：ゲーム内の我輩は周囲の者に尋たずねているのです。誰だれぞ、聖杯について知るものはおらぬか？

ＧＭ：えー、あー……もういいです。面おも白しろいですし（笑）。じゃあ、周囲のゲームキャラクターたちは「聖杯？　なんだそりゃ？」と怪け訝げんな顔になる。

日向：「そんなアイテム聞いたことねえけどなぁ」（[image: ]ゲームキャラ）

嵯峨童子：ここにも聖杯はなかったか。そうつぶやくと同時、天が暗雲に包まれ、一ひと条すじの稲いな妻ずまが我輩に落ちる！

ＧＭ：突然の落らく雷らいに驚おどろくゲームキャラたち。「うおっ！　な、なんだあっ!?」

嵯峨童子：雷光が収おさまると我輩はロストエデンから消えている。そして……。




　喫茶店の室内灯が明めい滅めつを始める。

　空中で爆はぜる雷火。

　まばゆい閃せん光こうと雷鳴が轟とどろき───。




嵯峨童子：我輩はアキハバラに顕けん現げんしてつぶやくのです。ここは……？

ケイト：もう、何でもありだな（笑）。

ＧＭ：本当に（笑）。では、突然現あらわれた鉄巨きよ人じん───嵯峨童子に、周囲の客は戸と惑まどいを隠かくせずにざわめきだす。

嵯峨童子：平安からロストエデン、そしてアキハバラへと時を超こえてやってきた我わが輩はいは、現代人は初見。その姿恰かつ好こうに唸うなりますぞ。ぬう……、面めん妖ような。

ＧＭ：一番面妖なのがなに言ってるんですか！（一同爆笑）

智世：ここはやはり、半はん端ぱに勇気のある店員さんが声をかけないと（笑）。「お客様……店内で鎧はちょっと」

嵯峨童子：むっ、すまぬ。だが騎士として民たみに危き害がいは加えぬので安心せよ。




　どう安心しろというのか。




ＧＭ：嵯峨童子の返答に店員は素すっ頓とん狂きような顔になる。「き、騎士ですか？」

嵯峨童子：うむ。我輩は聖せい杯はい探索の騎士。名をガウェインという。日ひノ本もとにおいては嵯峨童子と名乗っておる。

日向：なんか名乗りだしてる（笑）。

ＧＭ：すると思考回路が限げん界かいを突とつ破ぱして、店員は完全に硬こう直ちよくします（笑）。

嵯峨童子：どうやら我輩の姿は、ここの者たちには刺し激げきが強すぎるようだ。すまぬが外への道をお教え願えるか。

ＧＭ：「あ、あちらです」呆ぼう然ぜんとしながらも、店員はなんとかドアを指差す。

嵯峨童子：感かん謝しやする。一礼してドアに近づくと、なんと勝手に動くではないか！　思わず腰こしの剣に手をやって叫さけぶ。これはカラクリの扉とびらか!?（一同爆笑）

ＧＭ：もしかして、これがやりたかっただけか！（笑）

嵯峨童子：はっはっはっ。いや、こういう演出こそ重要なのですよ（笑）。

ＧＭ：まあ、たしかに（笑）。では、嵯峨童子が外に出ると断だん片ぺん的てきな言葉が頭に流れる。ブラックドッグ能のう力りよくが偶ぐう然ぜん、無線を受信したという演出です。「聖杯を持って……檜ひ山やまケイト……」

嵯峨童子：これぞまさに天の啓けい示じ！　神よ、感かん謝しやします。剣を突つき立てて祈いのりを捧ささげましょう。

智世：嵯峨童子はアキハバラに来ても変わらないですね（笑）。

嵯峨童子：うむ。我輩は聖杯探索の使命と騎士道を支ささえに、ただ進むのみ！　啓示に従したがい、いざ聖杯の許もとへ！






ロストエデン　『アルターライン』（ゲーム・フィールド刊）で追加されたステージで、ファンタジー世界を舞台としたＭＭＯＲＰＧ『ダブルクロス』を舞台にしている。ＰＣはゲーム世界に接続し、抜け出せなくなった者たちで、現実世界に戻るために活動することになる。









　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆接せつ触しよく（残りシーン数：９）


ScenePlayer ─── 檜山ケイト






ＧＭ：ここからミドルになりますのでアドヴェントのチェックを開始します。10シーン経けい過かでアドヴェントなので注意してくださいね。

[image: ]

一同：了りよう解かい。

ＧＭ：さて、ミドル最初の２シーンは固定イベントを起こして、ＰＣが合流するための機会を作っていきます。

智世：ちなみにイベントの内ない容ようは？

ＧＭ：テンプレートに従って、ケイトとフランの前で聖せい杯はいが力の一いつ端たんを解かい放ほうします。なので、シーンプレイヤーはケイトですね。

ケイト：わかった。でも、聖杯ってどんな力があるんだ？

ＧＭ：具体的に起こる事象は固定イベントチャートを振ふって決めるんで、そこは悩なやまなくても大だい丈じよう夫ぶ。ちなみにチャートの内容は……。「ケイトとフランの目の前で〝聖杯〟は（Ａ３）という奇き跡せきを起こす。それを見たヒロインはＰＣに（Ａ４）と願う」こんな感じで、Ａ３とＡ４ふたつのチャートを振って内容を決めます。

日向：ならシーンプレイヤーのケイトに決めてもらうといいんじゃない？

ＧＭ：ですね。ケイト、お願いします。

ケイト：じゃあ、まずはＡ３から行くよ。……４で〝襲しゆう撃げき者しやを撃げき退たいする〟だね。

嵯峨童子：ああ、いかにも武ぶ器きという感じですな。

ケイト：次はＡ４……ヒロインの願いか。……９で〝ＰＣ①のそばにいたい〟だ。

日向：敵てき対たい意い識しきはあるけど、そばにはいたい……。彼女ならツンデレ界のチャンピオンになれるわ！（一同爆笑）

嵯峨童子：ふむ……。ひとつ提てい案あんがあるのですが、ケイト殿どのが聖杯の力を解放できるというのはどうですかな？

ケイト：じゃあ、逃とう走そう中にフランのアタッシェケースに触ふれると、僕ぼくの心の中で獣けもの的な何かが目覚めそうに（笑）。

ＧＭ：いいんじゃないでしょうか（笑）。じゃあ、その方向でいきますよ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：シーンプレイヤーはケイト。状じよう況きようはオープニングでフランと一いつ緒しよに逃にげた直後になります。

ケイト：僕はフランの手を引いて走ってる。場所はそうだな……神田川沿ぞいのうらぶれた区画整理地区。住人が立ち退のいた廃はい屋おくが並ならんでいるところで。

ＧＭ：ＯＫです。手を引くケイトに、フランは必死でついて行っている。しかし、小こ柄がらでしかも大きなアタッシェケースを持っているため、その足取りはかなり危あやうい感じだ。

日向：さらに背はい後ごからは「向こうだ！　包囲しろ！」とか、追っ手たちの声が聞こえてくるのね。

ＧＭ：その通り。そして、敵の声が聞こえた瞬しゆん間かん、フランがバランスを崩くずす。地面を転がるフラン。ふたりの距きよ離りが自然と広がる。

ケイト：慌あわてて足を止めて、助け起こしに───。

ＧＭ：行こうとするより、ストレンジャーズが包囲する方が早い！




　次々と姿すがたを現あらわす兵士たち。

　無数のアサルトライフルの銃じゆう口こうが、ケイトとフランに向けられていく。




　───動けば銃じゆう弾だんの雨が降ふり注そそぐ。

　ケイトの動きが思わず止まった。

　場が緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きに包まれる。




ＧＭ：ストレンジャーズは、三～五メートルほどの距離を置いて展てん開かい中。フランは一メートルほど先で転んでおり、転んだ拍ひよう子しに手を離はなしてしまったのか、彼女のアタッシェケースがケイトの目の前に転がっている。

ケイト：なら、目の前のトランクケースを盾たてにしようと握にぎって───。

嵯峨童子：それですな！　その瞬間、フランの警けい告こくが飛ぶのです。「駄だ目め！　それに触れては……！」

ケイト：えっ……と思うが勢いきおいは止まらず、僕は鞄かばんに触れてしまう。

ＧＭ：するとその直後、アタッシェケースがまばゆい閃せん光こうを放つ！




　突とつ如じよ放たれた輝かがやきに、世界が白く染そめ上げられていく。

　光は周囲に存そん在ざいするすべてを飲み込こみ、そして───。




ＧＭ：……光が収おさまると、周囲にいたストレンジャーズが全員倒たおれている。死んではいませんが、完全に意識を失っています。

ケイト：なら、さらに周囲五メートルほどが、一面まっさらに整地されてるんだ。聖せい杯はい発動の余よ波はでね。僕は呆ぼう然ぜんと言う。これは一体……何が起こったんだ？

日向：ずいぶんと派は手でねえ。

ケイト：派手な方がいいかなってね（笑）。それはそうとフランは無事かな？

ＧＭ：無事です。ストレンジャーズが意識を失っている中、ひとりフラフラと立ち上がり、ケイトを睨にらむ。「まさか〝聖杯〟の力が解放されるなんて……。あなた一体何者なの？」

ケイト：聖杯……このアタッシェケースのことか？　ちなみにもうすでに手放してるよ。

ＧＭ：了りよう解かい。では、フランが近ちか寄よってきてアタッシェケースを拾い上げて、「聖杯の力を解放するなんて普ふ通つうできない。あなた何者？」と再さい度ど問います。

ケイト：僕が起き源げん種なのが理由なんだろうけど、どう答えたものかな……。聖杯については何も知らないし、ここは困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべるよ。

ＧＭ：では、ケイトが戸と惑まどいに気づいた、フランが思い出したように言う。「そういえば、自じ己こ紹しよう介かいもできてなかったわね。フランツィスカ・フォン・ヴォルスング。フランでいいわ」

ケイト：……檜山ケイト。ＵＧＮのイリーガルとして活動してる。

ＧＭ：「あなたＵＧＮだったの？　どうりで場ば慣なれしてるわけね」得心いったとフランは頷うなずき、ケイトに近づく。

ケイト：な、なんだ？

ＧＭ：彼女はちょっと背せ伸のびをして、ケイトの胸むなぐらをつかんで引き寄よせる。「悪いけど一緒に行動させてもらう」

ケイト：え……？　戸惑うように、呆然とつぶやこう。

ＧＭ：「ひとつでも駒こまを増ふやしたいの。ここまで来て放ほうり出さないでね」

嵯峨童子：なかなか攻こう撃げき性せいの高い方ですが、彼女は気位が高いのか、強がっているのか、どっちでしょうな？

ＧＭ：（しばし黙考し）強がってる方ですね。攻撃性は自分を守るための手しゆ段だんのひとつということで。

嵯峨童子：なるほど。ＧＭはそういう女じよ性せいが好みなのですな。




　いきなり何を言うのか。




ＧＭ：なんだとー！　なんでそんな話になるんだー！（一同爆笑）

智世：ＧＭはそういう両面性に萌もえるタイプなんですね。なるほど……。

ＧＭ：いや、俺おれの好みについて議ぎ論ろんしなくてもいいですから！（笑）

嵯峨童子：はっはっはっ、そこまで照れずともよいではないですか（笑）。

ＧＭ：ああ、もう！（笑）　はいはい、話を戻もどしますよ。フランが瞳ひとみを細めて、ケイトを鋭するどく見つめる。「あなたにはいろいろと秘ひ密みつもありそうだし、興きよう味みが湧わいてきたわ」

ケイト：〝秘密〟という言葉に思わず声を荒あららげよう。そんなものは碌ろくでもないし、もう僕には関係ないことさ。

ＧＭ：「それが本当に関係ないかどうかはあたしが決めるわ」フランの鋭い言葉に、場の空気が緊きん迫ぱくする。

日向：ふむ、そろそろ登場しようかな。

ＧＭ：どうぞ。侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようも。

日向：よいしょ、……９点も上がった。じゃあ、さっきの閃光に気づいて現あらわれるよ。なになに、一体何が起きたの!?

ＧＭ：すると、日向は見る。半径五メートルほどの円形に抉えぐられた破は壊かいの跡あと───その周囲で倒たおれる兵士と、中心に立つケイトとフランを。

ケイト：日向の登場に、フランをかばうように立って聞く。……あなたは？

ＧＭ：フランは、ケイトの背後で油ゆ断だんなく銃じゆうを構かまえてます。

日向：まあ、そうなるわよね。……ところであたしは、アタッシェケース＝聖杯だって知ってていいの？

ＧＭ：構いませんよ。御巫から提てい供きようされた情じよう報ほうに、アタッシェケースを写した写真があったことにしましょう。

日向：それは助かるな。なら、アタッシェケースを見て思わず口走ろう。ああっ、それは！

ＧＭ：うっかりさんなのか？（笑）

日向：ちょっとね（笑）。一度後ろを向いて、胸むねをなで下ろしてから言う。……その、気にしないで。ただの通りすがりの女子高生だから。

ケイト：噓だっ！（一同爆笑）

日向：即そく答とうとはやるわね。あなた、探たん偵てい界のチャンピオンになれるわ（笑）。

嵯峨童子：なかなか盛もり上がってきましたな。そろそろ我わが輩はいも登場しよう。

智世：わたくしは次のシーンで全部見てました演えん出しゆつをしようと思うので待機してます（笑）。

嵯峨童子：では、我輩のみ登場ですな。ふたりが言い合っていると、新たな《ワーディング》が張はられますぞ。




　唐とう突とつに展開されたワーディング。

　重々しい金きん属ぞく音おんを鳴らして新たな乱らん入にゆう者がその姿を現す。

　それは身みの丈たけ二メートルを超こえる鉄巨きよ人じんとも言うべき存在だった。




嵯峨童子：我わが身である鎧よろいに雷らい光こうを纏まとい、みなを見み渡わたしましょう。

日向：それは……呆然とするしかないわね（笑）。

ケイト：僕は、嵯峨童子の放つ威い圧あつ感に心の中の獣がざわつき始める。……こいつ、強い！

ＧＭ：フランは突如現れた嵯峨童子の異い形ぎように混こん乱らん気味ですね。

嵯峨童子：では、名乗りを上げますぞ。我が名は嵯峨童子！　聖せい杯はいの導みちびきを得てこの地に参った騎き士しである！

ケイト：直球ど真ん中できたな（笑）。さて、どうしようか。

ＧＭ：そうですね～。……日向、なにかいいアイディアあったり───。

日向：（唐突に）すばらしいわ！　目を輝かがやかせて嵯峨童子に駆かけ寄よる！

ＧＭ：おおうっ!?

日向：すごい、鎧が動いてる！　中身が無いのに自動的に動いてるなんて、なんの力で動いているのかしら!?

ＧＭ：（状況をうやむやにして仲間に引きずりこむ気かな？　任せてみよ）

嵯峨童子：むう、やめられよ。我輩、ご婦ふ人じんに振ふるう剣けんは持たぬ。

日向：その言動もすばらしいわ。あなたなら、間ま違ちがいなく騎士界のチャンピオンになれる！

嵯峨童子：チャンピオン……。ご婦人、あなたは決けつ闘とうでも申もうし込こまれているのですかな？




　それは代理闘とう士しである。




日向：ずいぶんと時代がかったボケね（笑）。

ケイト：えっと……、フランと一緒にぽかんとふたりのやりとりを見てようかな。ここは日向に任まかせた（笑）。

日向：任された（笑）。嵯峨童子に話しかける。あなたも聖杯を探さがしてるようだけど、なにが目的なの？

嵯峨童子：聖杯を王にもたらすことが我が使命、と告げてフランのアタッシェケースに手を伸のばそうとしますぞ。

ケイト：いきなりそうされたら、さすがに阻そ止ししようとするけど……。

嵯峨童子：ああ、安心なされよ。我輩はアタッシェケースに手を伸ばすも、触れる直前に閃光が走り、手を弾はじかれてしまうのです。

智世：えっ、どうして？

嵯峨童子：ああ、悲しいかな！　我輩には聖杯に触れる資し格かくがないのです！

一同：なにぃいいいいっ!?（爆笑）

ケイト：そうか。アーサー王伝説でもガウェインは聖杯にさわれないんだよね（笑）。

ＧＭ：ああ、なるほど（笑）。では、フランがため息混まじりにつぶやく。「どうやらあなたには〝聖杯〟の適てき性せいがないみたいね」

嵯峨童子：その言葉に、悲ひ嘆たんに暮くれる。おお、神よ！　我輩では聖杯に触れることすら叶かなわぬというのですか！

日向：これは……、すごいショックを受けているのがわかるわ（笑）。

嵯峨童子：むう……（[image: ]ヘコんでる）。

日向：ここでケイトの方を見つめて、聞くとしますか。でも、さっきあなた、あれを持ってたわよね？

嵯峨童子：（急に立ち直り）あなたが先ほどの光をもたらしたのか？

ＧＭ：その問いにはフランが答える。「そうよ。理由はわからないけど、ケイトには〝聖杯〟の適性があるわ」

嵯峨童子：そうか、あなたが聖杯に選ばれし、徳とく高き人なのですな！

ケイト：それには暗い表情で答えよう。……徳なんか無いさ。ついさっきも大切な子とケンカしたばかりだ。

嵯峨童子：人と人とが交われば、すれ違ちがうこともありましょう。それだけであなたの価か値ちが決まるわけではない。

智世：いいこと言いますね。

嵯峨童子：聖杯に選ばれたあなたを守らせていただきたい。そして、どうか我輩とともに王の許もとへ（頭を垂れる）。

ケイト：ちょっと困こまったな。初対面の人にひざまずかれても（笑）。

日向：じゃあ助け船を出しましょうか。……ねえ、話も込み入ってきたし、場所を変えない？　立ち話もなんでしょう。

ＧＭ：日向の意見にフランも同調する。「たしかに、動いた方がよさそうね。ここに留とどまってたら、またストレンジャーズが来るだろうし」

嵯峨童子：ふむ、いらぬ戦いは我輩も望むところではありませぬな。

ＧＭ：「ねえ、ケイト。あなた、ここら辺に詳くわしそうだけど、どこか話すのにいい場所を知らない？」

ケイト：…………ごめん、喫きつ茶さゆにばーさるぐらいしか思いつかないな。

ＧＭ：いいと思いますよ。智世との合流も楽ですしね。

智世：では、店の前で仁に王おう立だちで出で迎むかえさせていただきましょうか（笑）。

ケイト：それはそれでありだ（笑）。じゃあ、喫茶ゆにばーさるを移い動どう場所に提案するよ。みんな、どうかな？

日向：いいと思うわよ。

嵯峨童子：無む論ろん、我輩はケイト殿について行きますぞ。

ケイト：じゃあ道案内しようか。

ＧＭ：ケイトを先頭に、喫茶ゆにばーさるへと向かう一同。では、ここで一度シーンを切りましょう。







◆Middle 02◆黒い気配（残りシーン数：８）


ScenePlayer ─── 頚城智世






ＧＭ：次は固定イベント二回目ということで、全員合流をしますよ。シーンプレイヤーは智世になります。

智世：かしこまりました。

ケイト：まあ、前のシーンでできた不思議な集しゆう団だんが喫茶ゆにばーさるにやってくると（笑）。

智世：わたくしが、それを出迎えるというところでしょうね（笑）。

ＧＭ：いいですね。その演出で行きます。





＊　　　＊　　　＊






　夜のアキハバラ───智世はひとり、喫茶ゆにばーさるの店先に立っていた。

　そう、もうすぐやって来るであろう、憎にくきお客様を出迎えるために。




ＧＭ：シーンプレイヤーは智世。ちなみに全員登場でお願いします。

嵯峨童子：心得た。……ふむ、侵しん蝕しよく率りつ57％になってしまった。

ケイト：ずいぶんと高いね。

嵯峨童子：《ライトカスタム》と秘密兵器で基き本ほん侵蝕率が＋10されてますからな。その分、高めなのですよ。

ＧＭ：ああ、そっか。

智世：……５上がって侵蝕率44％に。いいですね、不ふ吉きつな数字で。

日向：智世が変な方向に喜びを見み出いだし始めてる（笑）。

智世：そういうキャラなんです（笑）。では、わたくしはケイトさんたちが喫茶ゆにばーさるに向かってる報ほう告こくを受けて、店の前で待っていますわ。

ケイト：すると、そこに不思議な集団とばったり出くわすんだ（笑）。

ＧＭ：メッチャ目立ちそうですよね。

日向：そうね。特に嵯峨童子は騎士鎧で身長二メートルを超える巨きよ体たいだし（笑）。

ＧＭ：では、ケイトを筆頭に異い様ような雰ふん囲い気きを醸かもし出す集団が店に向かって歩いてきますよ。

智世：なら、ケイトさんを見つけて驚おどろきますね。……あらあらあら！

ケイト：（ぎこちなく）……や、やあ、智世さん。結希さんは中にいるかな？

智世：（にこやかに）あらケイトさん、もう帰ってきやがったんですか？

ケイト：えーっ!?（一同爆笑）

日向：黒い、この子黒いわ！（笑）

嵯峨童子：な、なんという威圧感……。騎士たる我わが輩はいが押おされている!?（笑）

智世：わたくしは背後に修しゆ羅らのオーラをまといながら微笑ほほえんでます。

[image: ]

一同：修羅のオーラっ!?（爆笑）

ケイト：とりあえずメチャクチャ怒おこってるのはわかったよ（笑）。

日向：横でケイトがひるんでるから、私が声をかけるわ。こんばんは、智世さん。相変わらず黒いわね。あなたならイヤメイド界のチャンピオンになれるわ。デビューしてみない？

ケイト：火に油を注ぐようなことを言うなぁああああっ！（一同大爆笑）

智世：ありがとうございます。でも、あなたもウザ女界の王者になれると思いますよ？（笑）

ＧＭ：なにやらバチバチと両者の間で火花が散ってるな（笑）。状況がよく分からず、フランがケイトに聞く。「えっと、あの女はなに？」

ケイト：僕は智世さんの黒いオーラに気け圧おされ答えられない。うう……！

智世：ならそこでフランに気づきます。あら、ケイトさん。結希さんとケンカしたと思ったら、もう他の女の子とご一緒ですか？　しかもおふたりも連れてらっしゃって。

ケイト：し、視し線せんが痛いたい（笑）。誤ご解かいだ！　そんなことよりも、今はもっと大きな問題が起きてるんだ。

ＧＭ：「そんなことって……。いくらあたしでもそれは傷きずつくわよ」かすかに頰をむくれさせながら、フランがぼやきますよ（笑）。

ケイト：ぐはっ!?　いや、ほら……。そうじゃないんだ！（一同爆笑）

日向：（ケイトへ）あなた、やるわね。ギャルゲー主人公界のチャンピオンになれるわ！

ケイト：勘かん弁べんしてくれ！（笑）　とにかく大きな問題がふたつあるんだよ。ひとつはそのアタッシェケースだ。

ＧＭ：ケイトが指差した先には、フランの持つアタッシェケースがある。

智世：それはなんですの？

ケイト：なんでも、ストレンジャーズが狙ねらっている特とく殊しゆな兵器らしい。

智世：ストレンジャーズの……。もしかして、それが〝聖せい杯はい〟ですの？

日向：ご明察ね。

ケイト：そして、もうひとつの問題。それは〝聖杯〟を求めてやってきた、この巨きよ大だいな……。

嵯峨童子：では、我輩がずいっと前に出ますぞ。ここがケイト殿の言っていた〝きっさてん〟という場所ですな。

智世：嵯峨童子の威い容ように驚きますわ。あの……ど、どちら様ですの？

嵯峨童子：我輩か？　我輩は諸しよ国こく遍へん歴れきの騎士にして、以下省しよう略りやく！（一同爆笑）

日向：省略って（笑）。

嵯峨童子：智世と申したか。すまぬが、この館やかたの主人に面会を願えぬか。

智世：（少し考えて）残念ながら、店長はお話ができる状じよう態たいではございませんの。もし、お話できる場所をお求めならば、わたくしがご案内しますわ。

嵯峨童子：ふむ。それならば仕方がありませぬな。智世にお任せしよう。よろしく頼たのみますぞ。

智世：あら。見かけによらず、ずいぶんと礼れい儀ぎ正ただしいお方ですのね。

日向：そりゃ、彼は本物の騎士だもの。

智世：たしかに（笑）。では、店の地下にあるＵＧＮ支し部ぶへ案内しますわ。

ＧＭ：一行は智世の案内のもと、裏うらの勝手口から入り、地下に続く階かい段だんを降おりて、ＵＧＮ施し設せつへと向かう。

ケイト：なら、僕ぼくは移動の途と中ちゆうで智世さんにささやくように聞くよ。結希さんは、落ち込こんでるのかな？

智世：あらあら。そんなことをお聞きになるまでもないことでは？

ケイト：ぐふっ！　み、見事なカウンターだ（笑）。

日向：いいイジメっぷりだわ。やはりあなたには才さい能のうがある！（笑）

ＧＭ：では、話し込んでいるとフランが後ろからせっついてきますよ。「なにを話し込んでるの？　早くゆっくりできる場所に行きましょう」

嵯峨童子：そうですな。こんな狭せまい階段にいては、怪かい物ぶつに襲おそわれたときにままなりませぬぞ。

日向：嵯峨童子……、なんでダンジョン探たん索さく思考になるの？（笑）

嵯峨童子：我わが輩はい、さきほどまでロストエデンにおりましたゆえ（一同爆笑）。

智世：そんな会話を後ろに聞きながら、会議室として使っているスペースへ、みなさんを案内しますわ。

ＧＭ：ＯＫ。会議室は十人程てい度どが入れる広さがあり、移い動どう式しきのホワイトボードなどが置かれています。

智世：さあ、どうぞ。みなさん席について、身体からだを休めてくださいませ。せっかくですから温かい紅茶でも出しましょうか。

嵯峨童子：む、我輩はその心遣いだけ頂戴しましょう。このような身体ゆえ、紅茶を飲んでは床を汚してしまいますからな。
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日向：ああ、そっか。中身がないから、飲むと下にこぼれちゃうのね（笑）。

嵯峨童子：いかにも（笑）。

日向：なかなか不便なものね。さて、私は紅茶を飲んで一息入れて、切り出すわよ。……それじゃあ早速だけど情報交こう換かんしましょうか。

嵯峨童子：とはいえ、現げん在ざいわかってることはそれほど多くはありませぬな。

ケイト：〝聖杯〟が兵器で、ストレンジャーズがそれを追ってること……ぐらいかな？

日向：ちなみにフランに聞いたらなにか分かったりしない？

ＧＭ：ダメですね。彼女は〝聖杯〟の話題になると、そっぽを向いて沈ちん黙もくします。答えるつもりはない。

日向：まあ、予想通りね。すぐに聖杯が見つかったから、楽な仕事になると思ったのに～。

嵯峨童子：落らく胆たんしている暇ひまはありませぬぞ。聖杯とケイト殿を守るためにも奮ふん起きせねば！

ケイト：僕としても早く事じ件けんを解かい決けつして、結希さんと仲直りしたいよ。

智世：それでは、まずは情報収しゆう集しゆうをすることにいたしましょうか。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ、このあたりで一度シーンを切りましょう。





＊　　　＊　　　＊






日向：ＧＭ、購こう入にゆう判はん定ていをさせて。

ＧＭ：いよいよ購入強化開始ですか。

日向：うん、始める（笑）。

ＧＭ：了解です。では、どうぞ。

日向：まずはリアクティブアーマーを調達するね。出目で３以上出れば……ん、成功した。

ケイト：いいね。

日向：これは改かい造ぞう計画の一いつ環かんとして嵯峨童子に渡わたしておくね。フルプレートの上からペタペタと貼はりつける（笑）。

嵯峨童子：これで２Ｄ10点、ダメージを軽けい減げんできますな。ありがたい！

ＧＭ：では、購入判定が終わったところで、次のシーンに参りましょう。







◆Middle 03◆恋こいのから騒さわぎ（残りシーン数：７）


ScenePlayer ─── 神城日向






ＧＭ：固定イベントが終わったので、次はリサーチイベントに移ります。イベントチャートを使って事件を進行させたり、情報収集を通して事件を調ちよう査さすることになります。

嵯峨童子：なるほど。して、シーンプレイヤーは誰だれになるのか？

ＧＭ：基き本ほん的てきにはその時、もっとも侵しん蝕しよく率りつの低いＰＣですね。

智世：わたくしの44％が一番低いですね。でも、先ほどシーンプレイヤーをしましたし……、どうしましょう？

ＧＭ：それなら次点の人で。

日向：じゃあ、45％の私かな。

ＧＭ：了解です。では、日向にイベントチャートを振ふってもらいましょう。

日向：はいはい。（ダイスを振る）１。ＮＰＣチャートへ。誰かＮＰＣが出てくるみたいね。

智世：結希さんが出ないかな（笑）。

日向：さて誰が出るかな。（ダイスを振る）64……薬王寺結希（一同爆笑）。

智世：きた、きましたよ！（笑）

ＧＭ：日向は智世と知り合いだし、結希とも面めん識しきがあることにしましょうか。

日向：そうね。じゃあ、ケイトと結希がケンカしてると聞いて、どうしてるのか興味がわいて会いに行く。

ケイト：なんという展開（笑）。

嵯峨童子：ダイスの神の思おぼし召めしですからな。仕方ありますまい。

ケイト：勘弁してくれ（笑）。





＊　　　＊　　　＊






　日向は意い気き揚よう々ようと喫きつ茶さゆにばーさるの店内へと踏ふみ込こんだ。

　そして、平へい穏おんだった店内に嵐あらしのような大おお騒さわぎが巻まき起おこる。




ＧＭ：それでは最初のリサーチです。シーンプレイヤーは日向、場所は喫茶ゆにばーさるになります。

日向：私はもみ手をしながら、意気揚々と店に入っていくわよ～！

嵯峨童子：ノリノリですな（笑）。

ＧＭ：ちなみに他に登場する方は？　特に制せい限げんはありませんが。

智世：わたくしはまだ結希さんに会わせるのは早いと、ケイトさんをブロックしてるので待機します（笑）。

ケイト：じゃあ、僕も待機だ。このディフェンス……隙すきが無い！（一同爆笑）

嵯峨童子：我わが輩はいは常つねにケイト殿、そして聖せい杯はいとともにありますからな。そういうことならば待機ですぞ。

ＧＭ：了りよう解かい。では、日向が店内に入るとメイドや執しつ事じ姿の少年少女たちが、来店者へ挨あい拶さつをする。「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま」

日向：出迎えてくれる人をすべて無む視しして、結希の許へ一直線よ！

ＧＭ：すごい勢いで近づいてくる日向に、結希は面食らう。「ひ、日向さん？」

日向：首根っこをつかんで店の奥おくに連れていく。さあ、話を聞かせてちょうだい。一体何があったの！（笑）

ＧＭ：状況が飲み込めずに結希は目をぱちくりさせます。「あの一体何のことですか？」

日向：結希ちゃん、ケイト君とケンカしたんでしょー？

ＧＭ：ケイトの名前に、結希の顔があからさまにプンプンとむくれる。「……すみません、今は彼の話は止やめてください！」

日向：あら、いいの？　彼、新しい女の子と歩いてたのになー（笑）。

智世：日向さんが……日向さんがすごい生き生きとしてますよ！（笑）

ＧＭ：暗いオーラをまとい始める結希。落ち着かない様子でそわそわしてますね（笑）。

日向：それじゃあ、そこで声のトーンを変えて、ケイトの巻き込まれている事じ情じようについても話してしまいましょうか。

ＧＭ：なるほど。するとケイトが危き険けんかもしれないと知った結希は、先ほどの怒いかりからは一転、心配そうになる。「ケイトさんは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

日向：あら心配なの？　でも、あなたたちケンカしてるんでしょー？

ＧＭ：よ、容よう赦しやねえっ!?（一同爆笑）　「そ、そうです。そうですよ！　もうもうもう！」と怒おこりながら、手をぱたぱたと振る結希。えっと、そろそろ話を進めませんか、日向さんや？（笑）

日向：ふう、一通り満足したから、ＯＫよ（一同笑）。結希に、聖杯が引き起こした事象に関して伝えて、心当たりがないか聞いてみる。

ＧＭ：では、結希が知っているかどうか、情報収集の判定で決めましょう。テンプレートに従って難なん易い度ど９、使用できる〈情報：〉はＵＧＮ、ビジネス、学問、裏社会、アキハバラです。

日向：【社会】６だから情報収集は得意なのよね。……よし、クリティカルして達成値ちは17。

ＧＭ：お見事。情報収集に成功するとプライズポイントが［達成値[image: ]10＋１］点入りますよ。今回は２点ゲット。

嵯峨童子：やりますな、日向。

ＧＭ：ちなみにプライズポイントが一定値を超えるとクライマックスになりますので、アドヴェントが起こるよりも早くポイントを貯められるように、頑がん張ばってください。

ケイト：（『ＲＤ』を開いて）アイテムチェイスは10点貯ためればいいのか。

ＧＭ：ですです。さて、情報収集に成功したのでプライズチャートを振って、手に入った情報の内容を決定しましょう。日向、お願いします。

日向：それっ……４。アイテムはアンチウィルスらしい。

嵯峨童子：ほほう。ならば我輩が触れることができないのも道理ですな。

智世：嵯峨童子はある意味、存在そのものがレネゲイドですものねぇ。

ＧＭ：日向の話を元に、結希のノイマン頭ず脳のうがひとつの推すい測そくを弾はじき出す。「その〝聖杯〟という兵器は、アンチウィルスの一種かもしれませんね」

日向：それは対オーヴァード用の兵器……、と考えればいいのかしら？

ＧＭ：「恐おそらくは。ただ、現げん段だん階かいでは推測の域いきはでませんね」凛り々りしい支し部ぶ長ちようの顔で、結希はスラスラと答える。

日向：（イタズラっぽく）へー、そんなもの持ってケイト君も大変ねぇ。

ＧＭ：ビキリッと固まる結希。かと思うとあわあわしだす。「はにゃ～！　あたしはいったいどうすれば～!?」（笑）

日向：ふふふ、可愛かわいいわよ。その調子で世界を狙ねらうがいいわ！（笑）

ＧＭ：「もう、意地悪するの止やめてくださいよ、日向さん！」結希はポカポカと日向を叩たたく。

日向：意地悪じゃない。

ＧＭ：え？

日向：……全部本気よ！

ＧＭ：なおさらタチが悪いわぁああああああっ！（一同爆笑）

日向：ああ、そうそうフランについても話しておきましょう。それはもう、フランがいかに男心をくすぐる存そん在ざいか語る勢いで！（一同大爆笑）

ケイト：さらっと火に油を注ぐようなことをするなよっ！（笑）

ＧＭ：日向がまくし立てるように喋り続けると、やがて結希の目がグルグル回り、ついには思考が限げん界かい突とつ破ぱ！　「はんにゃ────!!」

智世：「いけない、店長が暴ぼう走そうした！　早く取り押おさえて！」（[image: ]店員）

嵯峨童子：「て、店長、落ち着いてくださぁあああああい！」（[image: ]店員）

日向：ふう、いい仕事したわ（[image: ]やり遂げた笑み）。

ケイト：もう……大だい惨さん事じだよ（笑）。

日向：それがいいんじゃない！（笑）　さあ、結希ちゃんは存分にイジったし、情報も手に入ったし、みんなのところに帰るわよ～。

ＧＭ：暴走する結希とそれを取り押さえようとする店員が攻こう防ぼうが繰くり広げる中、日向は悠ゆう々ゆうと店をあとにするのであった。シーン終しゆう了りようです（笑）。






プライズチャート　情報収集に成功した際、どんな情報が手に入ったかを決めるために振るチャート。









◆Middle 04◆聖せい杯はいとは（残りシーン数：６）


ScenePlayer ─── 頚城智世






ＧＭ：では次はミドル４シーン目。シーンプレイヤーは智世です。

智世：先に侵しん蝕しよく率りつを上げちゃいますね。……あら、10も上がってしまいました。

ＧＭ：まだまだ大丈夫ですよ。ささ、イベントチャートも振ふってくださいな。

智世：……７。〝協力者の思おも惑わく〟です。

ＧＭ：それなら次に〝協力者の策さく動どう〟チャートを振ってください。どんな動きを起こすか決めないといけないので。

智世：あ、はい。（ダイスを振る）４、〝謎なぞめいた予言をする〟ですね。

日向：私も出た方がいい？　他の人は御巫と直ちよく接せつ面めん識しきないけど。

嵯峨童子：いや、彼はＵＧＮ支部長であろう。ならば、智世と面識があってもおかしくはありますまい。

日向：なるほど。それもそうね。

智世：ＧＭ、先に情じよう報ほう収しゆう集しゆうしてもよろしいかしら？　その方が演えん出しゆつしやすい。

ＧＭ：構かまいませんよ。こちらとしてもシーンの材料は多い方がいいですし。難易度は９、使用可か能のうな〈情報：〉は前のシーンと同じです。

智世：では、《ベーシックリサーチ》とコネを使って……達成値ち23ですね。

ＧＭ：お～、やりますね。

智世：二回目は……あら、またクリティカル。達成値31ですわ（笑）。

一同：おおーっ！

ＧＭ：それはすごい。一度に取得できるプライズポイントの上じよう限げんは３点。今回は最大の３点ゲットですね。

嵯峨童子：シナリオクラフトだと情報収集系けいのエフェクトは重ちよう宝ほうしますな。

智世：ふふふ。それじゃあプライズチャートを振りますよ。……１、〝レネゲイドの結けつ晶しよう〟ですわね。

日向：アンチウィルスにしてレネゲイドの結晶……。相反するふたつが、あのアタッシェケースに入ってる？

嵯峨童子：少なくとも前のシーンのストレンジャーズたちは、アンチレネゲイドの力で昏こん倒とうしたのでしょうな。

ＧＭ：んでは、情報も出たところで、シーンの演出に行きましょう。





＊　　　＊　　　＊






　智世のいれた温かな紅こう茶ちやが客人であるケイトたちに振る舞まわれる。

　一見すれば穏おだやかなお茶会。

　しかし、会議室を支し配はいしているのは、奇き妙みように冷たい空気だった。




ＧＭ：シーンプレイヤーは智世。日向が上で結希をからかっている頃ころ、地下では───というシーンですな。

ケイト：それじゃあ最初から登場しててもいいかな？

ＧＭ：どうぞどうぞ。

ケイト：じゃあ登場で。……うわっ、侵蝕率が８点も上がった。

嵯峨童子：ケイト殿どのが出るならば、我わが輩はいも登場しましょう。……むうっ、こちらも出目が高い。７点上じよう昇しようですな。

ＧＭ：なかなか飛ばしてますね。

嵯峨童子：むむむ、現げん在ざい64％。早くも侵蝕率ボーナスがつきますぞ。侵蝕基き本ほん値＋10が地味に効きいてますな。

ＧＭ：二シーン多く登場してるようなものですからね。……さて、会議室には智世とケイト、フラン、嵯峨童子の四人が詰つめているわけですが。

智世：それでしたら、微び妙みように室温の低い会議室で、にこにことケイトさんを見つめましょうか。

ケイト：じゃあ、僕ぼくは紅茶を飲みながらその視線にびくびくしてるよ。……こんな温かい紅茶を飲んでるのに、なんで身体が震えるんだ……（笑）。

ＧＭ：智世のオーラが渦うず巻まいている影えい響きようか（笑）。ちなみにフランは黙もく々もくと紅茶を飲んでいる。

智世：さて、ケイトさんへのお仕置きはこれくらいでいいでしょう。任にん務むの話をしますよ。……聖せい杯はいの正体がわかるまで、下手に動かない方がいいでしょうね。ゆっくりしていってください。

嵯峨童子：聖杯の正体ならばわかっておりますぞ。キリストの血を受けた聖せい遺い物ぶつ───地上に神の奇き跡せきを顕けん現げんするものに相そう違いあらん。

ＧＭ：嵯峨童子が聖杯に託たくす希望を語ると、途と端たんにフランが渋じゆう面めんになる。「神の奇跡ね……。これはそんな神しん聖せいなものなんかじゃないわ……」

嵯峨童子：な、なんですとぉおおっ!?

日向：今の一言で、嵯峨童子のアイデンティティがクライシスに（笑）。

ケイト：もしかしたらフランの持っているものは、聖杯の名前を借りてるだけで、別ものなのかもしれないね。

嵯峨童子：むう……。しかし、その聖杯が放つ光を我輩は見ておる。あの光こそ、地上に平和をもたらすという、神の力の一いつ端たんではないのか？

ＧＭ：嵯峨童子の言葉に、フランは沈ちん黙もくする。沈ちん痛つうな面おも持もちで視し線せんを逸そらす。

ケイト：ここは積極的にいくか。（嵯峨童子へ）神なんかに平和をもたらすことなんかできないさ。

嵯峨童子：なんと罪つみ深ぶかいことを。聖杯に選ばれし者とは思えぬお言葉ですな。

ケイト：神が本当にいるなら、レネゲイドが人々の生活を侵蝕することはなかったさ。……なんか、ひねくれた少年に戻もどってるね、僕ぼく（笑）。

日向：ああ、結希ちゃんと会う前は、やんちゃだったんだっけか。

ケイト：たぶん彼女とケンカしてるから、昔の自分が頭をもたげてるんだ。このままでは世界の支し配はい者しやになりたくなってしまう、やばいね（笑）。

ＧＭ：などとケイトは自分自身に葛かつ藤とうしてるわけですが、一方のアイデンティティクライシスな嵯峨童子さんは？

嵯峨童子：おお……、なんと罪深い！　神よ許ゆるしたまえ。……祈いのります（笑）。

ケイト：あんたはいちいち神に祈らんといかんのか！（一同爆笑）

ＧＭ：それだけ信心深いんですよ（笑）。さて、そろそろ御巫を出しましょうか。

智世：はい、どうぞ。

ＧＭ：嵯峨童子が神に祈りを捧ささげようとするのと同時、唐とう突とつに会議室のドアがバンッと派は手でに開かれる。

智世：あら。それなら、突とつ然ぜんの来らい訪ほう者しやにきょとんとしますわ。

ＧＭ：「ひさしぶりだね、智世くん」派手な登場とは打って変わって、穏おだやかな声で御巫が言う。

智世：ちょっと驚おどろきながらも、歓かん待たいしますよ。御巫さん、おひさしぶりです。こんな時間にどうしました？

ＧＭ：御巫がやってきた理由は単たん純じゆん。自分が探さぐっている聖杯を、アキハバラ支し部ぶでも追っていると聞いたからです。「キミたちも聖杯を追ってると聞いてね。どんな状じよう況きようか確たしかめにきたのさ」

嵯峨童子：ならば、フランが御巫を警けい戒かい心しんむき出しで睨にらむのですな。

ＧＭ：御巫もちらりとフランを見るが、すぐに智世に視線を移うつす。

智世：アキハバラ支部以外でも動いている支部があったんですのね。

ＧＭ：すると御巫は首を横に振る。「いや、管かん轄かつがあるからね。構こう成せい員いんではなく、個こ人じん的てきな知人───日向くんに動いてもらってるんだ」

智世：なるほど。彼女が事じ件けんに関かかわろうとする理由はそれでしたか。……それはそうと支部長みずからこちらにおいでとは、なにか緊きん急きゆうの事じ態たいでも？

ＧＭ：「そういう訳わけじゃない。ただ、現げん状じようの確かく認にんはしておきたくてね」と言いながら、御巫はちらりと聖杯の入ったアタッシェケースを見る。

嵯峨童子：ならば、フランはアタッシェケースを抱かかえてケイトの陰かげに隠かくれる。

ＧＭ：演出感かん謝しや。御巫は苦く笑しようしながら言う。「おや……。もしかして嫌きらわれてしまったかな？」なんか、急に御巫が悪者ちっくになったな（笑）。

日向：いいんじゃない。のちのち実は彼が……って展てん開かいもできるし（笑）。

ＧＭ：それもそうですね（笑）。

智世：とりあえずフランから意い識しきを逸らしましょう。御巫さん、そちらの支部には聖杯に関する新しい情報は入っているんですの？

ＧＭ：御巫はなんとも困った顔で、頰ほおを搔かきながら言う。「いくつかの推すい測そくは立っているけど、確かく定てい的てきなことはまだだね」

智世：推測で構いません。教えてくださいませんか？　今は少しでも情報が欲ほしいので。

ＧＭ：「わかった。……僕は聖杯が賢けん者じやの石の一種だと考えている」神しん妙みような表ひよう情じようで御巫は言う。

嵯峨童子：ほほう。

ＧＭ：「賢者の石の全ぜん貌ぼうはいまだに解かい明めいされていない。レネゲイドを制せい御ぎよして、周囲のオーヴァードを無力化できる石があっても不思議じゃない」

智世：では、聖杯という兵器は、レネゲイドの結けつ晶しよう体たいを利用したものだと？

ＧＭ：「と、ボクは予想している」と、御巫からの情報はこんなところです。

智世：なるほど、貴き重ちような情報をありがとうございます。よろしかったら、結希さんにお会いなさいますか？

ＧＭ：「いやいいよ。ちょっと様子を見に来ただけだからね。お忍しのびの……というやつさ」やんわりと断ことわる御巫。

智世：そうですか……。それでは、すぐにお帰りに？

ＧＭ：御巫はこくりと頷うなずく。「うん。さっきも言ったけど、管轄外で動きすぎても越えつ権けん行こう為いになるしね」

智世：わかりました。ストレンジャーズのこともあります。気をつけてお帰りくださいませ。

ＧＭ：「うん。また情報が入ったら連れん絡らくするよ」そう言って立ち去る直前、御巫はふと振ふり返りみなさんを見み渡わたす。

ケイト：ん、まだなにかあるのか？

ＧＭ：いや、軽く予言っぽいこと言おうと思いまして（笑）。

日向：そういえば、予言するイベントだったっけ（笑）。

ＧＭ：ですです（笑）。御巫は一同を見渡して「ストレンジャーズは本気だ。みんな気をつけてね。特に……」そして、ちらりとケイトを見る。

ケイト：なんだ？

ＧＭ：「いや、なんでもない……。とにかく気をつけてね」いつもの頼たよりなさそうな笑みを浮うかべる御巫。

ケイト：いったいなんだ？（笑）

日向：怪あやしい（笑）。

ＧＭ：みなさんの疑ぎ問もんを感じ取りながらも、御巫は今度こそ振り返らずに立ち去る。……というところでこのシーン終しゆう了りようです。






《ベーシックリサーチ》　広範囲の音を拾って情報収集を行なうハヌマーンのエフェクト。

賢者の石　高濃度のレネゲイドが、鉱物にとけ込む形で自己保存を行なっているもの。肉体に埋めこむことで、オーヴァードとしての能力を強化できるが、その力を振るうとジャーム化しやすくなってしまう。









◆Middle 05◆力の暴ぼう走そう（残りシーン数：５）


ScenePlayer ─── 檜山ケイト






ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーはケイトですね。

ケイト：了りよう解かい。イベントチャートを振るよ。（ダイスを振る）７、〝協力者の思おも惑わく〟か……。さっき出たから振り直してもいいかな？

ＧＭ：どうぞ。同じイベントが連続するのもなんですし、むしろ振り直し推すい奨しようの勢いきおいですよ。

ケイト：じゃあ振り直し……９。あっ、サプライズチャートへだ（笑）。

ＧＭ：あらら（笑）。サプライズは予想外の事じ態たいが発生して、プライズポイントが取得できなくなります。

日向：まあ、シーン数に余よ裕ゆうはあるから大だい丈じよう夫ぶでしょう。むしろ、いいアクセントなんじゃない？

嵯峨童子：そうですな。ここはひとつ〝暴走〟ぐらい起こしましょうぞ。

ケイト：そこはチャートの結果次し第だいだな（笑）。それっ……５。

ＧＭ：〝暴走〟（一同爆笑）。

日向：すばらしい。ここは〝暴走〟か〝ヒロイン襲しゆう撃げき〟のどちらかでと思ってたのよ！（笑）

嵯峨童子：見事なダイス運ですな。さすがケイト殿どの（笑）。

ケイト：ちなみに、これは僕が暴走するのかな？

ＧＭ：そうですね～。聖せい杯はいと縁えんが深くなってるのはケイトですし、どちらも暴走するとかですかね？

日向：そうねぇ……。それじゃあ、こんなのはどうかしら。

ケイト：うん？

日向：ケイトが聖杯を発動させたから、フランが原げん因いんを調べようとするの。それでちょっと実験してみたら、暴走しちゃったとかね。

智世：ああ、それはありですね。

ＧＭ：ＯＫです。じゃあ、聖杯の実験と暴走の方向で演出していきましょう。
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　目の前に置かれたアタッシェケースに、ケイトはひどく心がざわついた。

　聖杯───なぜ彼がその力を解かい放ほうできるのかを確たしかめる実験が始まる。




ＧＭ：御巫が去ったあと、フランからの提てい案あんで聖杯の実験が行なわれることになる。場所は……どこにしましょうか。

嵯峨童子：神田明神の裏うらにある、つぶれたホテルあたりでどうですかな。

日向：それ実じつ在ざいする建物じゃない。公園側のやつよね？（笑）

嵯峨童子：いかにも。小説などの舞ぶ台たいになりそうな廃はいホテルですぞ。

智世：ローカルネタですわね（笑）。

ＧＭ：じゃあ、舞台は神田明神裏の廃ホテルということで（笑）。ちなみに登場する方は？

日向：私は様子見かな。

智世：ＵＧＮとしては聖杯の情報は欲しいですし、登場しますよ。

嵯峨童子：我わが輩はいも登場だ。

ＧＭ：では、ホテルのロビーだった場所に集まった一同───ケイトとフランを、智世と嵯峨童子が少し離はなれて見守っている形になります。

ケイト：フランに聞こう。なあ、本当に実験なんかして大だい丈じよう夫ぶなのか？

ＧＭ：するとフランは「何を言ってるのよ、それを調べるために来たんじゃない」と結けつ構こう強気に答える。

ケイト：つまり、僕が聖杯を制せい御ぎよできるかを試ためすってことかな？

ＧＭ：そんな感じです。それで万が一の場合も考えて、被ひ害がいが出ないように、人のいない場所まで移い動どうしたと。

智世：やはりケイトさんに聖杯が反はん応のうするのは、起き源げん種の力が関係しているんですの？

ケイト：かもしれない。なんにせよ、聖杯がなんであるか知らないと事件の解決はできないだろうし……。ちょっと怖こわいけど、聖杯に触ふれることにするよ。

ＧＭ：ならば、フランはケイトの前にアタッシェケースを置いて言う。「じゃあ、頼たのんだわよ」

ケイト：ああ…………（妙な沈黙）。

一同：…………。

ＧＭ：……ケイト、どうしました？

ケイト：やめてーっとか言って、誰だれかタックルしてくれないかな？

日向：（素で）田た中なかさん、いきなりヘタレないでくださいよっ！（笑）

智世：ケイトさんの恰かつ好こいいところが見られると思っていたのに……（笑）。

ＧＭ：止めるどころか、むしろやってくれレッツゴーな雰ふん囲い気きですが（笑）。

ケイト：そうだよね。うん、わかってはいたんだ（笑）。じゃあ、気を取り直して───前に力を発はつ揮きしたときのイメージを再さい現げんしながら握にぎろう。

ＧＭ：では握った瞬しゆん間かん、ケイトの身体からだを電流が貫つらぬいたような感覚が襲おそう！

ケイト：この感覚、この間握ったときと同じ……!?　いや、違ちがう……。それ以上の力だっ！




　ストレンジャーズを退しりぞけた時の再現。

　聖杯が光を放ち───そして、異い変へんが起きた。

　衝しよう撃げきは一瞬。膨ぼう大だいな力の奔ほん流りゆうが、聖杯からケイトへ流れ込こむ！




ケイト：僕は聖杯の力に吞のまれて制御を失う。溢あふれ出す光の中で、身体が勝手に獣じゆう化かしていき、暴走が始まる！

嵯峨童子：おお、神よ！　我輩、聖杯の光を受けて昇しよう天てんしますぞ。

一同：おぉおおおいっ！（爆笑）

日向：昇天しない！　戻もどってきなさい、嵯峨童子っ！（笑）

ケイト：いきなり状況を面おも白しろくしてどうするんだよっ！（爆笑）

嵯峨童子：（素になって）いや、一回やりたかったんだよ（笑）。

ＧＭ：とりあえず生き返ってもらえると助かるのですが（笑）。

嵯峨童子：では、聖杯の光の中で我輩はアヴァロン島の風景を幻げん視ししますが、それを振ふり払はらいましょうぞ。……はっ、我輩はいったい!?

ＧＭ：よし！　じゃあ話を元に戻しますよ。暴走を開始する聖杯とケイト。その様子にフランが叫さけぶ。「まさか、ここまで同調するなんてっ！」

ケイト：もっと派は手でにしよう。獣化が始まると同時に、周囲の空気が僕を中心に渦うず巻まきだす。そして、風速四十メートルぐらいの暴ぼう風ふうが出しゆつ現げん！（笑）

ＧＭ：荒あれ狂くるう暴風が部屋を蹂じゆう躙りんし、すべてを粉ふん砕さいしていく！

智世：このままでは、わたくしたちまで吹ふき飛ばされてしまいますわ！

嵯峨童子：ならば、我輩が守ろう。剣けんを床ゆかに突つき立て、我わが身体をもって智世とフランをかばいますぞ！

ＧＭ：ところが、嵯峨童子の横をすり抜ぬけて、荒れ狂う風に向かってフランが飛び出す！

嵯峨童子：なんという無む茶ちやを！

ＧＭ：嵯峨童子の絶ぜつ叫きようは風に吞まれ、フランの姿すがたも渦巻く風の中に消える。
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ＧＭ：カメラの視し点てんを切り替かえて、ケイトが発生させた暴風の中心へ。

ケイト：僕はアタッシェケースから手を離すこともできないまま、聖杯の力に必死で耐たえているよ。

ＧＭ：するとケイトの周囲で荒れ狂う風の流れが一部乱みだれて、フランが飛び出してくる。

ケイト：（呆然と）……フラン？

ＧＭ：ケイトが驚おどろいている間にも、フランは動き続ける。すばやくケイトの身体を支ささえ、アタッシェケースを持つあなたの手に、そっと自分の手を添そえる。

ケイト：何かしようとしてるのか？　フラン、いったい何を……。

ＧＭ：ケイトの疑問にフランは簡かん潔けつに答える。「聖せい杯はいの力を抑おさえる。ケースから手を離して。同調を切るのよ」

嵯峨童子：おお、フランには聖杯を制御する力があるのですな！

ＧＭ：あります。というか、今そういうことにしました（笑）。

嵯峨童子：さすがは聖杯の乙女おとめ！

日向：もしかしたら彼女、Ｄロイスの安定体とかもってるのかもね。聖杯のリミッターみたいな存そん在ざいでさ。

智世：急に彼女が作られた存在みたいになりますね。聖杯を制御するための専せん用ようの安定体というような感じで。

嵯峨童子：それならばフランもまた聖杯に触ふれられるのは道理ですな。

ＧＭ：またひとつ設せつ定ていが繫つながりましたね。いい感じです（笑）。話を続けます。フランの手が淡あわく輝かがやき、同時に聖杯の光が収おさまっていく。

ケイト：そこで聖杯から手を離す！




　風が唐突に止やんだ。

　先ほどまでまばゆい輝きを放っていた聖杯もまた沈黙する。

　残されたのは、暴走によって消しよう耗もうしたケイトとそれを支えるフランだ。




ケイト：暴走のショックから、僕は気き絶ぜつしているよ。

ＧＭ：そんなケイトを横からフランが支えています。

嵯峨童子：どうやら最悪の事態は避さけられたようですな。ふたりの許もとへ歩み寄よりますぞ。

智世：ほっと一息ですわね。わたくしもケイトさんを介かい抱ほうしに行きますわ。

ＧＭ：安あん堵どの息を吐つく周囲とは裏うら腹はらに、フランの表情は晴れない。ケイトを見ながら、沈痛な面おも持もちでつぶやく。「やっぱり彼は……」

嵯峨童子：む……、なにやら意味深なセリフですな。

ＧＭ：とっさに出ただけで、今のところ深くは考えてませんけどね（笑）。あとで何か設定をつけますよ。

日向：ここで登場しよう。状況は把は握あくしておきたいしね。暴走の光を見て、慌あわててやって来た感じかしらね。

ＧＭ：ＯＫです。

日向：パタパタとホテルの中に飛び込こむわよ。すぅ……（息を大きく吸い）。私が〝はんにゃー〟を楽しんでいる間になにが!?　はっ、そんなことが！　うかつ、あまりにもうかつすぎる！　私としたことが、うかつ界のチャンピオンになれるぐらいうかつだわ！　というわけで、私は事態を把握したということで（一同爆笑）。

ＧＭ：すごい勢いで状況把握しましたね。いや、話が早くて助かりますが（笑）。

智世：では、全員そろったところで、フランに質しつ問もんしましょう。フランさん……、そろそろ聖杯とあなたについて教えていただけませんか？

ＧＭ：そう来ましたか。だが、それはまだ語るべきときではない。なぜなら、真相が決まるのはトリガーイベントだからだ！（一同爆笑）

ケイト：確たしかにそうかもしれないけど、わざわざ面おも白しろく言うなよ（笑）。

ＧＭ：はっ、すみません。つい（笑）。気を取り直しまして……、フランは智世の問いに顔を逸らす。「ごめんなさい……」

智世：ここは、もう少し押おしておいてもよさそうですね。……もはや沈黙が許ゆるされる状じよう況きようではありませんわ。答えていただけますか？




　智世の厳きびしい言葉。

　対するフランは沈黙を崩くずさない。

　ただ視線を逸らし、まるで子こ猫ねこのように、弱々しく立っている。




ＧＭ：長い沈黙の末にフランは言う。「ごめんなさい……」謝しや罪ざいの言葉が再ふたたび紡つむがれ、静せい寂じやくをゆらしたところでシーン終しゆう了りようです。
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日向：購こう入にゆう判はん定ていさせてっ！

ＧＭ：はい、どうぞ（笑）。

日向：今度の狙ねらいは、パワーアシストアーマー。それっ……クリティカル！　達成値23で成功よ。

智世：さすがですね、日向さん。

日向：ふふふ。そして、手に入れたこいつを嵯峨童子に渡わたして、改かい造ぞう計画パート２よ！

嵯峨童子：ありがたい。これで【体力】判定にダイスボーナス５個こ、装そう甲こう値＋40ですぞ。

ＧＭ：うっへ～。もう装甲値無む視しのエフェクトがないと有ゆう効こう打だは与あたえられそうもないな。

日向：その代わり、〈機械操そう作さ〉判定に成功しないといけないけどね。まあ、そこは私に任まかせておいて。

ＧＭ：やりますね、日向。それじゃ、購入が終わったので次のシーンに行きますよ。






安定体　レネゲイドの制御に長けているオーヴァードであることを表わすＤロイス。









◆Middle 06◆獣じゆう王おうの襲しゆう来らい（残りシーン数：４）


ScenePlayer ─── 嵯峨童子






ＧＭ：次は嵯峨童子のシーンですね。まだ一度もやってないですし。

嵯峨童子：むう、さらに侵しん蝕しよく率りつは８上昇して81％。なかなか厳きびしいですな。

日向：ずいぶんと高い目だし続けてるのよね、嵯峨童子は。

嵯峨童子：これも試練か……。イベントチャートはダイスを振らずに、〝ライバルの動向〟をチョイスしますぞ。

ＧＭ：いいですね。そろそろライバルを登場させたかったところですし。

嵯峨童子：さて、敵てきはどう動くかはダイスで決めましょう。（ダイスを振る）……２、〝同じアイテムを見せつける〟ですな。

ＧＭ：偽にせ物ものではったりをかますのか、それとも実は聖杯はふたつあったのか。

嵯峨童子：ふむ……。ならば情報収集の結果も含ふくめて判はん断だんしませぬか？

ＧＭ：なるほど。じゃあ、〝ライバルの動向〟はトラップ扱あつかいなので、敵の罠わなを回かい避ひできたかも判定しましょうか。

日向：ライバルの動向によって、不ふ利り益えきが起こる可か能のう性せいがあるわけね。

ＧＭ：その通り。ちなみにトラップを食らうと、情報収集の難易度が１Ｄ10点上昇するので気をつけてください。

嵯峨童子：うーむ、それは回避したいですな。

ＧＭ：がんばってください。アイテムを見せるのだから……相手の言動の真しん偽ぎを見み極きわめるということで難易度８の〈知覚〉判定をお願いします。

嵯峨童子：〈知覚〉は得意ですぞ。侵蝕率ボーナスも加えて６個……うむ、９で成功！

ＧＭ：お見事。では、続けて情報収集をお願いします。条じよう件けんは変わらず。

嵯峨童子：〈情報：アキハバラ〉で振りますぞ。……クリティカル！　達成値は25ですな。

一同：おおーっ！

ＧＭ：エフェクトもなしにすごいな。そうするとプライズポイント３点取得ですね。合計８点、あと２点ですよ。

日向：かなり順調ね。このままいけば、次のシーンには10点貯たまりそう。

嵯峨童子：ちなみにプライズの方は、10で〝古代の秘ひ宝ほう〟が出ましたぞ。

ケイト：聖せい杯はいだしなぁ（笑）。

ＧＭ：古代の秘宝が出たなら、政明がもってくるのは本物にしますか。聖杯は実はふたつでひとつだったのだ！

嵯峨童子：ふたつの聖杯が共鳴しており、その反応を追って現あらわれるのですな。

智世：先ほどの暴走も共鳴のせいと。

ＧＭ：見事に繫つながりましたね（笑）。では、その方向でいきましょうか。
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　聖杯の暴走から十数分。

　先ほどまで荒れ狂っていた力が噓うそのように、周囲は静寂に包まれていた。

　だがしかし、それは嵐あらしの前の静けさに過すぎない。




嵯峨童子：ここは、先ほどのシーンの直後でしょうな。場所はなかば崩くずれた廃はいホテルのままでお願いしよう。

ＧＭ：ＯＫです。登場するのは？

日向：私も登場する。よく考えたら私、侵蝕率を上げないと何もできないんだった（笑）。

ケイト：画面外で気絶してる。必要になったら目を覚まして登場するよ。

智世：同じく画面外で看かん病びよう中ですわ（笑）。

ＧＭ：了りよう解かいしました（笑）。ちなみにフランも登場しています。

嵯峨童子：では、我わが輩はいは治ち療りようが終わるまでの間、周囲を警けい戒かいしていますぞ。

日向：あの騒さわぎだったしね。ストレンジャーズが来る可能性はありえる。

ＧＭ：そんなふたりの予想は、見事に的中することになる。突とつ如じよホテルを覆おおい尽つくす《ワーディング》。しかも、そこに込こめられた殺気が尋じん常じようではなく、自分が敵であることを微み塵じんも隠かくそうとしていない。

嵯峨童子：異変を感じ取り、緊きん張ちように身体からだを震ふるわせますぞ。

ＧＭ：すると、ほぼ同時に、ふたりの耳になにか歪ゆがむような、重く低い音が聞こえてくる……ミシリッ！

日向：ミシリッ？

ＧＭ：次の瞬間、轟ごう音おんとともにすぐ近くの壁かべが木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散る！

嵯峨童子：なんとっ！




　破は壊かいによって舞まい上がる粉塵の中を人影が歩いている。

　獅し子しのたてがみを彷ほう彿ふつさせる髪かみ型がた、嵯峨童子に匹ひつ敵てきする体たい軀く、そして左手にはアタッシェケースを握っている。




ＧＭ：周囲に殺気をばらまく大男の姿に、フランが震える声で言う。「……政明！」

嵯峨童子：こやつが敵の親玉か。ただならぬ殺気に、我が心に喝かつを入れますぞ。こやつ……、ただ者ではない！

ＧＭ：（恐ろしく低い声で）「フラン程てい度どにずいぶんと手こずると思ったら、協力者がいたか」猛たけ々だけしい笑みを浮うかべ、みんなを睨ねめつける政明。

日向：なんという……、なんという獣じゆう性せいなの……！　あなたなら、獣性界のチャンピオンになれるわ！（一同爆笑）




　もはや訳がわかりません。




ケイト：ちょっと待て！　あんた、なんでも○○界って付ければいいと思ってるだろ！（笑）

日向：気にしないで、挨あい拶さつみたいなものだから（笑）。話を進めて。

ＧＭ：了解です（笑）。政明はフランを睨むと、アタッシェケースを掲かかげて告げる。「俺おれから逃にげられると思ったのか？　聖杯が共鳴し合う以上、そんなことは不ふ可か能のうだというのに」

嵯峨童子：そのアタッシェケースはフランのものと同じなのですかな？

ＧＭ：形けい状じよう、大きさ、共鳴によって放つ輝き───すべてが同じです。

嵯峨童子：ならば、我輩は驚きよう愕がくしますぞ。おぉ……、聖杯がふたつ!?　これはいったい、どういうことなのだ！

ＧＭ：うろたえる嵯峨童子に、政明が片かた眉まゆを吊つり上げながら言う。「フランから何も聞いていないのか？」

日向：彼女は聖せい杯はいに関する情報は一いつ切さい口にしなかったからね。

ＧＭ：「そうか……。少々興きようが乗った。〝聖杯〟がなんなのか、教えてやろう」

日向：そこはずばり告げちゃうのね。

ＧＭ：こいつは小細工するタイプじゃないですからね。獣性高いし（笑）。

日向：なるほど（笑）。

ＧＭ：「〝聖杯〟とは古代の秘ひ宝ほう……レネゲイドの結けつ晶しよう体たいの一種だ。結晶はふたつでひとつ、そろって初めてその真しん価かを発はつ揮きするのだ」

日向：古代の秘宝……。それを利用した兵器が聖杯だというの？

ＧＭ：その疑ぎ問もんに、政明はふっと嗤わらう。「たしかに兵器としても使えるな。だが、それは真価ではない。〝聖杯〟の本ほん質しつ───それは最強の力だ」

ケイト：……そういえば、こいつも適てき合ごう者しやなのか？

日向：アタッシェケース＝聖杯に触れられるし、そうなんでしょうね。

ＧＭ：「その〝聖杯〟はフランが勝手に持ち出したもの……。元々の所しよ有ゆう権けんは俺おれにある。返してもらおうか」

嵯峨童子：この男の言葉には正せい義ぎがない。我わが輩はいは騎き士し。悪を前に退ひきはせぬ！　みなを守るためにずいっと前に出て、剣の柄つかに手をかけますぞ！

ＧＭ：まるで退しりぞく気配を見せない嵯峨童子に、政明は怪け訝げんな顔になる。「邪じや魔まをするつもりか？　よほど殺されたいらしいな……！」

嵯峨童子：吼ほえるな、悪漢！　我が騎士道は決して悪に屈くつさぬ！

ＧＭ：嵯峨童子の気き迫はくと政明の殺気がぶつかり合い、ギシリッと空間が軋きしむ。

嵯峨童子：剣を構かまえ、一喝しますぞ。悪あしき者に聖杯は渡わたさぬ！

ＧＭ：叫ぶ嵯峨童子を、政明は虚きよ無む的な瞳ひとみで見る。「イレギュラーが……。偶ぐう然ぜんとはいえ、こうも計画が崩くずれることになるとはな」

日向：ふっと笑いながら、政明に言う。トラブルなんて、一度起きたら次々と起こるものよ。

ＧＭ：「ならば障しよう害がいのすべてを排はい除じよするだけだ」政明が凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。

日向：できるかしら？　さあ、嵯峨童子先生、お願いします！（一同爆笑）

嵯峨童子：任まかされよ！　剣を鞘さやより抜ぬき放ち、政明に告げますぞ。……ここにいる者たちに手は出させぬ！

ＧＭ：「ふん……、邪魔をするならばもろとも砕くだくまでだ」

嵯峨童子：真の光の前に、闇やみなど小さきもの。聖せい霊れいの加か護ごを受けし、我が剣ガラティンの煌きらめきを受けよ！

ＧＭ：「聖霊……神か。くだらん、神など存在しない。もし存在するとしたら───この俺こそが神だ」

嵯峨童子：なんと恐おそれ多いことを！　……いかん、止められませぬ。

ケイト：たしかに退けない感じだな……。戦せん闘とうしてもいいんじゃない？

ＧＭ：そうですね……。たしかにこのまま退くのは恰かつ好こうが悪い。一戦するのはありですね。

嵯峨童子：そういうことでしたら、生まれ変わった我輩の力、存ぞん分ぶんに発揮させてもらいますぞ。

ＧＭ：わかりました。では、戦せん闘とうを行ないましょう。

日向：私は嵯峨童子のパワーアシストアーマーを起動しておくね。〈機械操そう作さ〉で……達成値８で成功！

ＧＭ：ここは大物感を出すために……政明は余裕の笑みを浮かべて言う。「俺が直接手を出すまでもない。遊んでやれ……」




　壁かべに開いた大おお穴あなからストレンジャーズたちが突とつ入にゆうしてくる。

　完全武ぶ装そうしたオーヴァードたちに包囲される嵯峨童子たち。




ＧＭ：現あらわれた敵は、ストレンジャーズ・ヴァンガード×２とストレンジャーズ・イェーガーになります。

日向：『ＲＤ』掲けい載さいのエネミーね。結けつ構こう厄やつ介かいだし、がんばらないと。

ＧＭ：「俺の邪魔をしたことを地じ獄ごくで後こう悔かいしろ」政明の言葉を合図に、ストレンジャーズたちが襲おそいかかってくる。さあ、戦闘です！

嵯峨童子：来るがよい、悪漢ども！　この嵯峨童子が成敗してくれる！




●第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それではまずセットアップ。イェーガーが《ヴァイタルアップ》を宣せん言げんする！

智世：登場しますわ。ついでに気き絶ぜつしてるケイトさんも起こしましょう。ケイトさん、敵ですわ！　いつまでも寝ねてないで起きなさい！

ケイト：ばぶばぶばぶっ！（[image: ]叩かれてる）というわけで起きます（笑）。ぐはっ！　侵しん蝕しよく率りつが10も上がった。

ＧＭ：一気に上がったな～。他にはないですね？　では、最初の行動はイニシアティブ値20のイェーガーから。

智世：速いですわねっ！

ＧＭ：イェーガーは中ボス級の強さですからね。マイナーで《ハンドレッドガンズ》。懐ふところから金きん属ぞく製せいカードを取り出して拳けん銃じゆうに変形させる。

ケイト：射しや撃げき型か。早く前ぜん衛えいのヴァンガードを倒たおさないと厄介だな。

ＧＭ：《スプリットアタック》＋《クリスタライズ》その他で攻こう撃げき！

嵯峨童子：むう、装甲値無視か！

ＧＭ：ふふふ。対象は三体、ダイスで決めます。……嵯峨童子以外を攻撃！　（ダイスを振る）達成値は48！

日向：やるじゃないっ！

ＧＭ：ちなみに《抜ぬき打ち》が入ってるので防ぼう御ぎよ行動にダイスペナルティが６個つきますよ。

日向：それは……回かい避ひ不可能ね。

智世：失敗。ダイスペナルティのせいでクリティカルできませんわ。

ケイト：……だめだ、回避失敗。

日向：なら、ここは行動を放ほう棄きしてケイトをカバーリングする！

ケイト：行動放棄していいのか？

日向：私の侵蝕率はまだ80％以下。かばう以外なにもできないのよ（笑）。

ケイト：なるほど（笑）。

ＧＭ：ダメージは12＋５Ｄ。……38点、装甲値無視！　イェーガーの拳銃から放たれた三発の弾だん丸がんが標的を貫つらぬく！

日向：まだまだ！　《リザレクト》！

智世：同じく《リザレクト》。そして、今度はこちらの番ですわ。《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《風の渡わたし手》その他で、イェーガーとヴァンガードＡに攻撃！

ＧＭ：そっちも複ふく数すう攻撃か。

智世：少々おいたが過すぎたようですわね。命中は32。〈意い志し〉で抵てい抗こうをお願いしますわ。

ＧＭ：ヴァンガードは素で、イェーガーは《確かく定てい予よ測そく》を使って抵抗する。……ダメだ。両方とも命中です。

智世：それでは、31点の装甲値無視のダメージをプレゼントですわ。

ＧＭ：31点か……。ならばヴァンガードＢがＡに、Ａがイェーガーに《波は紋もんの方ほう陣じん》を使う！

智世：ダメージ軽けい減げんエフェクトを持っているんですの!?

ＧＭ：ええ（笑）。ヴァンガードＡ17点、イェーガー13点軽減で両方生き残りました！

智世：わたくしが仕し留とめ損そこねるなんて。

ＧＭ：『ＲＤ』掲載の追加エネミーは強いのですよ。さあ、次はヴァンガード×２の行動だ。

嵯峨童子：来るがよい。

ＧＭ：では、Ａ、Ｂともにマイナーで《氷剣》を使用してから、《カマイタチ》＋《業ごう炎えん》で射撃攻撃！　対象はダイスで決めます。……Ａが智世、Ｂが嵯峨童子を攻撃。命中はＡが23、Ｂが32。

嵯峨童子：むう、射撃攻撃では受けられぬ。回避は失敗ですぞ。

智世：こちらもダメですね。

嵯峨童子：ならば《マグネットフォース》で智世をカバーリングしよう。

智世：いえ、侵蝕率にはまだ余よ裕ゆうがあります。自分を優ゆう先せんしてくださいませ。

嵯峨童子：む、心こころ遣づかい感謝する。ならば、カバーリングはなしですな。

ＧＭ：了りよう解かいです。ダメージは嵯峨童子に36点、智世に24点！

智世：再ふたたび《リザレクト》で立ち上がりますわ。……ふぅ、この借りは次で返させていただきます！

嵯峨童子：こちらは装甲値40点ですべてはじき返しましたぞ！




　高速で振ふるわれる氷剣が生み出した衝しよう撃げき波はが嵯峨童子を直撃した。

　だが、風の刃やいばは彼を構こう築ちくする鋼はがねの鎧よろいに傷きずひとつつけることなく霧む散さんする！




ＧＭ：「ロートルな外見はカモフラージュか！　こいつ、最新の装そう備びを！」無傷の嵯峨童子に驚きよう愕がくするヴァンガード。つか、パワーアシストアーマー強すぎだろっ!?（一同爆笑）

日向：すばらしい……。すばらしいわ、サイバーガウェイン！（一同大爆笑）

ケイト：次は僕ぼくの番だね。ヴァンガードたちを避さけて、イェーガーのいるエンゲージに移動できる？

ＧＭ：十メートル以上動けるならＯＫです。

ケイト：わかった。侵しん蝕しよく率りつが厳しいし、マイナーでは《一いつ角かく鬼き》のみ使う。そして、《一いつ閃せん》＋《浸しん透とう撃げき》その他で、全力移動しながら攻撃だ。

ＧＭ：では、ケイトはイェーガーのエンゲージに移動できました。

ケイト：意識が戻ったばかりでふらつく身体からだを強ごう引いんに動かして、イェーガーに突とつ撃げきする。命中は……うわっ、出目が悪い！　達成値17だよ。

ＧＭ：ならば《確定予測》で避よける。21で回避成功！　高速で迫せまるケイトの動きを見切り、イェーガーは攻撃をいなす。「速いが……素人しろうとの動きだな」

ケイト：しまった！　《完全獣じゆう化か》しておくべきだったか。

ＧＭ：日向がカバーリングしたので、次は嵯峨童子の行動になります。

嵯峨童子：さて、どうしたものか。前に出て斬きるべきか、それともとどまり仲間の盾たてとなるべきか……。

日向：相手の方が速いし、ここでひとりでも数を減へらしておきたいところね。

嵯峨童子：ならば前に出よう。剣を手に接敵してヴァンガードＡに《オウガバトル》のみで攻撃。命中は……我わが輩はいも出目が悪い。19ですな。

ＧＭ：それならヴァンガードでも……って、ダメか。達成値８で回避失敗。

嵯峨童子：ダメージは16点。装甲値は有ゆう効こうですぞ。

ＧＭ：装甲値10点だが……きっかり撃げき沈ちん！　むう、受けるべきだったか！

嵯峨童子：袈け裟さ懸がけの一撃で、戦せん闘とう服ふくをものともせず敵を切り伏ふせますぞ。見たか、我が剣ガラティンの一撃を！

ＧＭ：最新の技ぎ術じゆつと高い技量を持つ嵯峨童子に、残る敵たちが警戒を強める。次のラウンドに移うつりますよ。




●第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では第二ラウンドです。最初はイェーガーから。先ほどと同じ組み合わせでケイト以外の三人に攻撃！

嵯峨童子：眼がん前ぜんの敵ではなく、周囲を優先するとは。なかなか恐おそろしい。

ＧＭ：そこは政明の指し示じが飛んだのですよ。「俺と同じ適合者……興きよう味みがある。そいつは生かしておけ」

一同：おおーっ。

日向：それはたしかにあり得る。なかなかうまい演出じゃない（笑）。

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。さて命中は……うがっ!?　で、出目が悪い。達成値23です（がっくり）。

智世：でも、《抜き打ち》のダイスペナルティのせいでクリティカルできませんわ。回避は無理です。

日向＆嵯峨童子：右に同じ！

嵯峨童子：白兵ならば受けられるのですがな。銃のない時代に生まれた我輩では対たい処しよできませんぞ。ぬう、面めん妖ような。あの火を吹ふく筒つつはいったい!?

日向：嵯峨童子の生きてた時代だと、弓は弓でレアだったろうしねえ（笑）。

嵯峨童子：うむ、そうなのです（笑）。

ＧＭ：残念（笑）。では、ダメージを出しますよ。……むあっ!?　また出目が壊かい滅めつ的てきだな。装甲値無視で21点！

嵯峨童子：ならばリアクティブアーマーを使用しますぞ！

日向：そう、それよ！

嵯峨童子：おお、なかなかの出目！　14点軽減してＨＰ７点で耐たえた！

ＧＭ：やるな。イェーガーが驚きよう愕がくする。「リアクティブアーマーだと!?」

日向：すばらしい！　そして、私は再び行動を放ほう棄きして、智世をカバーリング。そして、《リザレクト》！　これで侵蝕率82％。ようやく本ほん領りよう発はつ揮きね。

ＧＭ：ついに本気モードか。

智世：でも、そろそろ侵蝕率が厳きびしくなってきてますわ。困こまりました。

ケイト：思った以上に苦戦気味だし、たしかに厳しいな。

智世：このわたくしの行動で仕し留とめたいところですわね。先ほどと同じコンボで残る敵ふたりを攻撃ですわ。

ＧＭ：よし来い！

智世：命中は34！

ＧＭ：それはさすがにダメだ。避けられない。両方とも直撃です！

智世：ダメージは27点、装甲無視！

ＧＭ：ヴァンガードＢがイェーガーに《波紋の方陣》を使用……ぶほッ!?

日向：あらら、ずいぶんとひどい出目だわ（笑）。１＋２で３点軽減ね。




　この攻撃でヴァンガードＢが撃沈。

　イェーガーはなんとか生き残るも、残りＨＰ３点にまで減げん少しようしていた。

　しかもあとにはケイトと嵯峨童子の攻撃まで控ひかえている。

　ＧＭはすでに敗北を覚かく悟ごしていた。




　ところが───。




ケイト：ここで倒たおす！　さっきのコンボの《一閃》を《音速攻撃》に切り替えて攻撃。侵しん蝕しよく率りつ86％になってエフェクトレベル＋１！

ＧＭ：最後まで抵てい抗こうはさせてもらう！

ケイト：命中は、うわっ!?

嵯峨童子：むう、ひとつもクリティカルが出ておりませぬな。

ケイト：出目が６、達成値は10だ。まさか、こんな……（がくり）。

ＧＭ：おおっ!?　《確定予測》を使って回避！　達成値17で成功！




　まさかのイェーガーの回避成功。

　さらに続く嵯峨童子もダイス目が振るわず攻撃失敗！

　一同、愕がく然ぜんとしてしまう。




ケイト：なんかもう、俺たちダイス目ボロボロすぎだろ（笑）。

日向：こっちは絶ぜつ不ふ調ちようだけど、あっちは絶好調。これはまいったわ（笑）。




　思わぬダイスの気まぐれによって、生き残ったイェーガー。

　戦闘はまさかの３ラウンド目へと突入していく。




　だが、奇き跡せきはそこまでだった。

　次なるイェーガーの攻撃に対して、日向は《束そく縛ばくの領りよう域いき》＋《絶対の空間》による妨ぼう害がいを成功させ、行動を封ふうじ込こめる。

　そして続く智世の攻撃によって、ついにすべての敵が倒れたのであった。




智世：ああ、今ので侵蝕率が[image: ]％を超こえてしまいました。

ケイト：そんなに上がったのか！

日向：まさか、ここまで手こずるとは。

嵯峨童子：ストレンジャーズ、恐おそるべし……ですな。

ケイト：軽い気持ちで戦闘してみたけど、結構厳しいな。クライマックスでは全員、侵蝕率[image: ]％超えてるかも。

嵯峨童子：なに、これもまた試練。乗り越こえてみせましょうぞ。

ＧＭ：では、すべての敵てきが倒れたので、戦闘終しゆう了りようです。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ストレンジャーズを撃げき退たいされ、政明が感かん嘆たんの声を上げる。「ほうっ、俺の部下を退しりぞけるとはな」

智世：ＵＧＮをなめてもらっては困こまりますわね。きっ、と政明を鋭するどく見み据すえましょう。

ＧＭ：智世の鋭い視線を、政明はそよ風のように受け流す。そして、獣の咆ほう哮こうのような笑い声を上げる！「ハーッハッハッハッ!!」

日向：では、その猛たけ々だけしい姿に叫ぶ。なんたる獣じゆう性せい！（一同爆笑）

智世：獣性獣性！（[image: ]妙に嬉しそう）

ＧＭ：はい、そこ連れん呼こしない！（笑）　政明は不敵な笑みを浮うかべたまま、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態たい度どで叫ぶ。「なるほど面おも白しろい！　〝聖せい杯はい〟を完成させる前に、よい余よ興きようができた！」

嵯峨童子：部下を倒されてこの余裕。なんという胆たん力りよく！

ＧＭ：（しばし黙考し）「いいだろう。その聖杯、今は貴き様さまらに預あずけてやる」部下を倒した褒ほう美びとして、ここは一度退いてやろうという感じです。

ケイト：その顔には、獲え物ものをなぶる肉食獣の笑みが浮うかんでいると（笑）。

ＧＭ：ニヤリ。「その女も預けておくぞ。明日のこの時間に、ここで決着をつけるとしよう。それまで残された時間を楽しむがいい」

智世：ずいぶんと余裕ですのね。わざわざ時間を与あたえるなんて。

ＧＭ：「弱った獲物を狩かったところで、俺の飢うえは満たされんからな」消しよう耗もうした敵を倒しても獣性野や郎ろうの戦闘意い欲よくは満足しないのですよ。

智世：じゅ、獣性野郎？（笑）

ケイト：いくらなんでも、それは獣性むき出しすぎだろう（笑）。

ＧＭ：つい言ってしまいました（笑）。話を戻しますよ。政明は「せいぜい俺を楽しませてくれ」と言って、悠ゆう然ぜんと立ち去る。

嵯峨童子：我輩はその後ろ姿すがたを呆然と見送りますぞ。頭の中では、こたびの聖杯に対する疑ぎ念ねんが渦うず巻まいておる。




　なぜ、聖杯はあの悪意の塊かたまりのような男を選んだのか？

　嵯峨童子の心の内に疑念が渦巻く。




「聖杯とはいったい……」




　漏もれ出たささやきが、誰だれに聞かれることもなく夜の闇やみに消えた。






《ヴァイタルアップ》　現在の侵蝕率を元に、ＨＰを上昇させるエフェクト。

《ハンドレッドガンズ》　物質を変形させて、射撃用の武器を作り出すモルフェウスのエフェクト。

《スプリットアタック》　刃や弾丸を分裂させて、複数の対象に攻撃を行なうモルフェウスのエフェクト。

《クリスタライズ》　対象を結晶化させて、装甲を無効化するモルフェウスのエフェクト。

《抜き打ち》　高速で武器を抜き打つことで、防御行動を阻害するノイマンのエフェクト。

《絶対の恐怖》　幻覚によって恐怖を与えて攻撃するソラリスのエフェクト。

《風の渡し手》　風を操り、複数のキャラクターを対象に行動を行なうハヌマーンのエフェクト。

《確定予測》　未来を予測することでダイスボーナスを得るノイマンのエフェクト。

《波紋の方陣》　振動で攻撃を逸らし、ダメージを現象させるハヌマーンのエフェクト。

《氷剣》　氷で白兵用武器を作り出すサラマンダーのエフェクト。

《カマイタチ》　真空波で遠距離の対象に白兵攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。

《業炎》　熱エネルギーを運動エネルギーに変換するサラマンダーのエフェクト。

《マグネットフォース》　磁力の反発を利用して、仲間を守るブラックドッグのエフェクト。

《一角鬼》　身体から白兵武器となる角などの突起を生やすキュマイラのエフェクト。

《一閃》　高速で相手に近づき、攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。

《浸透撃》　振動によって装甲を無効化するハヌマーンのエフェクト。

《完全獣化》　身体を獣のように変化させて、身体能力を強化するキュマイラのエフェクト。

《オウガバトル》　優れた戦闘技能を表わすノイマンのエフェクト。

《束縛の領域》　相手の攻撃を妨害する領域を展開するオルクスのエフェクト。

《絶対の空間》　領域内の力をより精密にコントロールすることで、クリティカル値を下げるオルクスのエフェクト。









◆Middle 07◆残された時間（残りシーン数：３）


ScenePlayer ─── 檜山ケイト






ＧＭ：では次のシーンです。

ケイト：ＧＭ、ここはひとつ〝ヒロインとの日々〟をやらない？　やっぱり、そういうのは必要だと思うんだ（笑）。

ＧＭ：それはたしかに（笑）。

智世：ならシーンプレイヤーは、やはりケイトですわね。

ＧＭ：ですね。ケイトのシナリオハンドアウトですから。

ケイト：了解。それじゃあ〝ヒロインとの日々〟チャートを振るよ。

嵯峨童子：さて、何が出ますかな。

ケイト：ほい……１。〝あなたのことを知りたがる〟。

日向：そういうのを待ってた（笑）。

ＧＭ：ついでに情報収集もやっちゃいましょうか。条件は前回と同じで。

ケイト：はいよ。……ダメだ、これはひどい（笑）。達成値６で失敗だよ。

日向：あらら。それじゃあ私が登場するね。そして、情報だけケイトに告げてすぱっと退たい場じようする（笑）。

ＧＭ：では、日向も判定をどうぞ。

日向：（ダイスを振る）ん、10で成功。

ＧＭ：では、プライズポイント２点取得です。これでシナリオフラグ達成されました。おめでとうございます！

日向：よきかな、よきかな（笑）。ちなみにプライズチャートは〝ジャーム生成装そう置ち〟が出た。

ＧＭ：了解です。じゃあ、シナリオフラグが立ったので、ここをトリガーイベントにして事じ件けんの真相＝アイテムの秘ひ密みつとＢＯＳＳを決めましょうか。

智世：あら、いいんですの？

ＧＭ：先ほどの戦闘でたっぷり苦戦してもらいましたから。変へん則そく的てきですが、侵しん蝕しよく率りつ的にもその方がいいかと。

日向：たしかに助かるわね。

ＧＭ：では、アイテムの秘密とＢＯＳＳを決めましょうか。

智世：集まった情報は、結けつ晶しようにアンチウィルス、ジャーム、古代の秘ひ宝ほう……、ほとんどの項こう目もくが出てますわね。

ＧＭ：なんでもありな感じだ（笑）。さて、どの真相を選ぶか……。

嵯峨童子：我わが輩はいは〝古代の秘宝〟を推おす。やはり聖せい杯はい＝聖遺物ですからな。

ＧＭ：古代種の秘密───不老不死の力が手に入るみたいな？

ケイト：いかにもって感じだな（笑）。

ＧＭ：ん～、そうですね。じゃあ、アイテムの秘密は〝古代の秘宝〟にしましょう。ふたつを合わせて、完全形にすると、古代種の力が手に入る！

智世：了りよう解かいしました。

ＧＭ：そうなるとＢＯＳＳは、やはり〝古き者〟ですかね。

日向：あれ強いけど、ちょっと獣性が足りない感じがするなぁ（笑）。

ＧＭ：そこは演出でカバーで（笑）。さあ、シーンを始めましょう。





＊　　　＊　　　＊






　喫きつ茶さゆにばーさるへ向かうリムジン。

　静せい寂じやくの中、ケイトは日向からの言葉を持っていた。

　神しん妙みような面おも持もちで、日向が口を開く。




日向：それじゃあ、最初に情報をケイトに渡してしまいましょう。私のリムジンの中で、喫茶ゆにばーさるに向かう途と中ちゆうとかどう？

ケイト：わかった、それでいこう。

日向：リムジンを二台用意して、ケイトと私、智世と嵯峨童子とフランに分かれて移動中ってことでいいかな？

嵯峨童子：ならば、我輩はフランの護ご衛えいをしているということで。

智世：同じく。

ＧＭ：了解しました。豪ごう華かな内ない装そうがほどこされたリムジンの中、ケイトと日向が対たい峙じしている。

日向：なら早さつ速そく、聖杯の情報をケイトに伝えるわ。聖杯の正体───古代種の残した秘宝だということをね。情報は御巫から届とどいたということで。

ケイト：わかった。

日向：ん～……、ここでフランが聖杯を持って逃にげた理由もつけようか。

ＧＭ：ああ、そういえば。フランのモチベーションに関してはまだ決定してませんでしたね。

ケイト：フランの生おい立ち、あと逃げ出した理由か。

日向：そうね。……フランが逃げたのは、やっぱり聖杯を完成させたくないからよね？

ＧＭ：それが自然だと思います。

日向：（しばし黙考し）それなら、実は彼女の中にも聖杯の欠片かけらみたいなのが埋うめこまれてるっていうのは？

ケイト：なるほど。だからフランは聖杯を制御することができるわけだ。

嵯峨童子：すると聖杯がひとつになる時、彼女の中の聖杯の欠片も必要となるのでしょうな。

智世：でも、聖杯の欠片を失ってしまうとフランさんは死んでしまう？

ＧＭ：それだと聖杯を持ち出す理由にもなりますね。彼女は死にたくなかった……、だから逃げ出したと。

日向：綺き麗れいに繫つながったじゃない。いいわね、それで行きましょうか。

一同：了解。

日向：じゃあ、さっきの情報に加える形で、聖杯が完成すればフランが死ぬことを伝えるわ。……だから、彼女は聖杯を忌いんでいた。

ＧＭ：聖杯の欠片から生み出された実験体。道具のように扱あつかわれ、いずれは死に行く運命となれば、彼女の人を寄よせつけない生き方も納なつ得とくが行く。

ケイト：つまり、いずれ死に行く運命だから、周囲と壁かべを作ってたのか……。

日向：あとは単たん純じゆんにひどい目にあってきたんでしょうね。だから、人を信用しないように、一いつ生しよう懸けん命めい防御張はってるつもりなのよ。

ケイト：（苦々しく）本当に、この世界はどこまで残ざん酷こくなんだ……！

ＧＭ：ケイトが吐はき捨すてるのと同時に、リムジンが止まる。喫茶ゆにばーさるに着いたようです。

日向：では、ドアを開けて車から降おりましょう。すると丁度、フランも車から降りてくるところなのよ。

ケイト：なら、僕ぼくはフランの手を握って、町に駆かけ出していこう！

ＧＭ：おぉ、いきなりですか!?

日向：いい展開じゃない（笑）。止めたりはしないわ。手を振ふって送り出す。なるべく早く帰ってきなさいよ！




　フランの手を引き、ケイトは走る。

　だが───その手が唐突に放はなされた。

　振り返ると、戸と惑まどいながらも、憤いきどおるフランの顔が飛び込こんでくる。




嵯峨童子：その展開ならば、ある程てい度ど移動してからフランがはっとして、手を振りほどくのですよ。「……やめなさい！　こんな時にいったいどこに行こうというの？」

ケイト：こんな時だからこそ、やっておきたいことがあるんだ。

嵯峨童子：「やっておきたいこと？　何をするっていうのよ」（[image: ]フラン継続中）

ケイト：上手うまく言えないんだけど、ごく普ふ通つうのことがしたいんだ……。真まっ直すぐにフランの目を見て言う。

嵯峨童子：「日向から何を聞いたか知らないけれど、安っぽい同どう情じようならいらないわよ」拒きよ絶ぜつするように冷たく突つき放すフラン。

ケイト：同情などいらないってヤツか……。なるほどそう来るか。

日向：遠えん藤どうさんがすごい勢いでフランを演えんじてる（笑）。

ＧＭ：フランのキャラをつかんだ、いい演出ですよ。楽でいいな（笑）。

嵯峨童子：（素で）ツンデレについては日々、研究している（一同爆笑）。

ケイト：やるな（笑）。じゃあ、真ま面じ目めな顔でフランに言おう。……そんなに自分を責せめないでいいんだ。キミが悪いわけじゃない。

嵯峨童子：するとフランはケイトがすべてを知ったことを察するのですよ。「……すべてを知ったのね。なら、わかるでしょう。あたしにもう時間はない。聖せい杯はいの一部となって死ぬのよ」

ＧＭ：運命に囚とらわれ、絶ぜつ望ぼうしたフランの口から弱々しい声がもれる。

ケイト：少し視線を外して、中空というか空を見上げながら言おう。……誰だって思い通りに生きられる訳じゃないさ。僕だって、望んでこんな力を手に入れた訳じゃない。




　ぽつりぽつりと過か去こを語るケイト。




ＧＭ：この力のせいで、僕の前から親友はいなくなった。他にもつらい目にもあった。でも……。




　自分よりもつらい運命を背せ負おい、それでも前向きに生きる少女───結希と出会った。




ケイト：僕は彼女に勇気づけられた。だから、運命に苦しめられている人を放ってはおけない。君を助けたいんだ。

一同：おお～！

日向：なんという怒ど濤とうの説得！

嵯峨童子：さすがだな！（笑）

ケイト：ありがとう（笑）。さらにフランに向かって言うよ。……希望は未来にあるよ。お願いだから、生きることをあきらめないで欲ほしい。……ここで「なんでそんなこと言うのよ、バカ！」みたいなことを言ってくれ！（一同爆笑）

ＧＭ：エンジンかかってきたー（笑）。初めてかけられる優やさしい言葉に、フランはどうしてよいかわからず困こん惑わくする。

嵯峨童子：フランは言うのですよ。「ダメ……、止やめてよ。そんな言葉欲しくなんか……ない！」そして、すっと右手を隠かくすような素そ振ぶりを見せるわけです。

ケイト：ああ、なるほど。じゃあ、その動きに違い和わ感かんを覚えて、僕はフランの右手をつかむ！

嵯峨童子：するとフランの右手が石のように硬かたくなっているのですよ。「……時間切れっていうのはこういうことなの。わかったかしら？」

ＧＭ：くはっ、その演出はいいな！　聖杯が励れい起きしたことで、人間としての機き能のうが低下してるわけか。

嵯峨童子：フランがきっとケイトを睨にらんで言う。「……離しなさい」

ケイト：いや、離さない。君の心の中にある絶望がなくなるまで離さない！

一同：おぉおおおおっ!!

ＧＭ：すごい剛ごう速そつ球きゆうだ！　ケイトの真しん摯しな言葉が、フランの心を打つ！

日向：あと一息よ、ケイト！

ＧＭ：だが、そう簡かん単たんにフランも折れない。「アンタに、あたしのなにが分かるっていうのよ……」弱々しくも拒絶の言葉を口にする。

ケイト：わかるさ……。

ＧＭ：「えっ……？」

ケイト：フランの手を強く握にぎりながら言う。僕も同じだった……。そして、大切な人が手を差さし伸のべてくれた。だからキミを助けたいと思うんだよ。

一同：おお～。

ＧＭ：よく、そこまでセリフがスラスラと出てきますね。

嵯峨童子：うむ、さすがだ。では、フランはこう聞くのですよ。「大切な人ね……。あなたの彼女？」

ケイト：う……。いや、まあその……そんな感じかな。

嵯峨童子：「そんな人がいるんなら、あたしに構かまってないで、その人のことを気にかけてあげなさいよ」




　その一言で、ケイトの表情がいきなり凍こおりついた。




ケイト：……うっ！　いやー、困こまったな。その……、なんというか……彼女とは現在、絶ぜつ賛さんモメ中なんだよ（一同爆笑）。




　先ほどまでのシリアスな表情から一転、とたんにオロオロするケイト。

　そんな少年の変化に、フランは思わず呆気あつけにとられてしまった。




ＧＭ：突然のケイトの変化に、呆然となるフラン。その表情には信じられないものを見ているような驚きが含ふくまれている。




　今のケイトは、先ほどまでの運命に苦しむオーヴァードではなかった。

　大切な人とケンカして、真しん剣けんにそれを悩なやむその姿。

　それはまるで───普ふ通つうの高校生のようだ。




ＧＭ：毒気を抜ぬかれたように、フランは言う。「なによ、あんた……。まるで普通の人間みたいじゃないの」

ケイト：僕は人間だよ。もちろん、君も……。




　ふと静寂が訪おとずれる。だが、そこに先ほどのような気まずさはなかった。

　沈黙を破やぶってフランが話し掛かける。




嵯峨童子：ならばフランは言うのです。「今さらこんなこと聞くのもなんだけどさ……。あんた、なんであたしを助けようと思ったの？」

ケイト：……結希さんの時もそうだったけど、本当に追い詰つめられて助けが必要な人って、なんとなくわかっちゃうんだ。そういう時にね。

ＧＭ：では、ケイトが真顔で言うので、フランは思わず噴ふき出す。「あんたって本当におかしな人ね」

ケイト：うん、そうかもしれないね。たまに言われるよ（笑）。

智世：自分で認みとめますかっ！（笑）

ＧＭ：その言葉にフランは、「なんか、悩なやんでる自分の方がバカみたい」くすくす笑いながら言う。そして、キビキビとした足取りで歩き出す。

ケイト：どこに行くんだい？

ＧＭ：「喫きつ茶さゆにばーさるよ。政明への対たい策さくを考えないといけないし。それに早く問題を片かた付づけないと、あなたが恋こい人びと───結希って子と仲直りできないものね」（笑）

ケイト：ぐはっ、逆ぎやくに気を遣つかわれた（笑）。慌あわててフランの後を追うよ。




　帰き途とにつくケイトとフラン。

　その後ろ姿に悲ひ壮そう感かんはない。

　戦う決意を胸むねに、来きたるべき戦いのためにそなえる。






古代種　特殊なレネゲイドによって、不老の肉体を手に入れたオーヴァードのこと。同名のＤロイスを取得することで、その力を手に入れることができる。









　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆引き合う聖杯


ScenePlayer ─── 檜山ケイト






ＧＭ：では、いよいよクライマックス。シーンプレイヤーはケイト。

ケイト：僕たちがやることはもう決まってるな。約束の場所で政明と会う。そして奴やつを倒たおしてフランを助ける。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、全員登場で。

日向：ＧＭ、購こう入にゆう判はん定ていしていいかな？　一日余よ裕ゆうがあったし、リアクティブアーマーと応おう急きゆう手当セットを買って、みんなに配りたいんだけど。

ＧＭ：わかりました。アイテムごとにＰＣ人数回まで判定をどうぞ。

日向：では……、それそれそれ！




　すごい勢いきおいで判定を繰くり返す日向。

　購入物しめてリアクティブアーマー×４、応急手当セット×４なり。




ＧＭ：それほど難易度が高くないとはいえ、八回連続で成功か。さすがですね（笑）。それでは準じゆん備びも完かん了りようしたところでシーンに参りましょう。





＊　　　＊　　　＊






　静せい寂じやくに包まれた夜のアキハバラ。

　その静けさを打ち破やぶり、獣けものは現あらわれる。




ＧＭ：場所は聖せい杯はいが暴ぼう走そうしたあのホテル跡あと。深夜の静寂の中、それをぶち壊こわしにする強きよう烈れつな殺気が近づいてくる。

智世：来ましたわね。

ＧＭ：フランも殺気に気づき、ぴくりと身体からだを震ふるわせる。

ケイト：すっとフランを守るように、彼女の前に立とう。

ＧＭ：では、みなさんの前にむき出しの獣じゆう性せいを感じさせる大男───政明がその姿すがたを現す。「逃にげずによく来たな。まずは褒ほめてやろう」

嵯峨童子：騎き士しの戦いに敗北はあっても、尻しつ尾ぽを巻まいて逃げるなどという選せん択たく肢しはありえんのだ！

ＧＭ：「騎士道か……。ずいぶんとかび臭くさいものに執しゆう着ちやくしている」

嵯峨童子：なんという侮ぶ辱じよく……！　これは負けられませぬぞ！

日向：ところで、聖杯の様子はどうなってるのかしら？

ＧＭ：政明の左手に握にぎられています。アタッシェケースの輝かがやきは増まし、前よりも強く励れい起きしているのが分かる。

ケイト：じゃあ、ここでフランが急に苦しみ出す。聖杯同士が近づいたことで崩ほう壊かい現げん象しようが加速するんだ。というわけで、政明との戦せん闘とうで、三ラウンド以内に勝たないと、彼女は死んでしまうんだよ！

一同：なにぃいいいいっ!?

日向：ラウンド制せい限げんをＰＣ側からつけるのは新しいわね（笑）。

ＧＭ：わかりました。ＰＣみずからが望むのならば拒きよ否ひする理由もない！　共鳴によって崩壊が加速し、苦く悶もんの声を上げるフラン！

智世：どうやら、残された時間は少ないようですわね。

ＧＭ：智世の言葉を肯こう定ていするように、政明が朗ろう々ろうと語り出す。「聖杯の励起はまもなく最大となる。あとは貴き様さまらからそれを取り返して、古代種の力を我わがものとするだけだ」

ケイト：政明を鋭するどく睨にらんで言おう。くだらない……！

ＧＭ：静かな怒ど号ごうに政明の顔から表ひよう情じようが消える。「くだらんだと？　馬ば鹿かなことを。これさえあれば、古代の叡えい智ちを手にすることができるというのに！」

ケイト：あんたには、古代の叡智とやらがもたらす力が大切なんだろう……。誰だれかを傷きずつけてもいいほどに。




　静かな怒いかりが政明を射い貫ぬく。




ケイト：だけど、その力を得るために悲しい思いをしている女の子がいる。




　かつて大切な人に守られた自分。

　今度は自分が苦しむ人を───。

　フランを救いたい。




ケイト：僕ぼくの望みは大それたことじゃない。彼女が普ふ通つうの人生を生きられる明日を手に入れることだ。そのためならば、古代の叡智なんて捨すててしまっても構かまわない！

一同：おおっ！

智世：見事な決意です。それでこそ、ケイトさんですわ。

ＧＭ：ケイトの決意の言葉に、政明は嘲ちよう笑しようを浮うかべる。「行きずりの女のために、命も力も捨てるというのか？　くだらん。所しよ詮せんそいつは〝聖杯〟を完成させる道具にすぎんのだぞ！」

日向：たしかに、あなたから見ればくだらないことかもしれないわね。

智世：だからこそ、あの方は孤こ独どく……ひとりなのですわ。誰も愛さず、ただ力だけを求めている。

ＧＭ：「孤独こそ強つわ者ものの証あかしよ！　すべてを犠ぎ牲せいに力を求めて何が悪い！」

ケイト：孤独なまま力だけを手に入れて、その先に何があるって言うんだ。そんな力だけに囚とらわれたあんたに、負けるわけにはいかない！

ＧＭ：「貴様らに俺おれは倒たおせん。まだ完全とは言い難がたいが、すでに我が身体には古代種の力がやどりつつある。励起した聖杯によってな」

嵯峨童子：否いな！　それは違ちがう。お主の持つものは聖杯ではない！

ＧＭ：嵯峨童子の叫さけびに、政明がピクリと反はん応のうする。「ほう、異い形ぎようの騎士。これが聖杯でないだと？」

嵯峨童子：いかにも。此こ度たびの探たん索さくにて、ついに聖杯を見つけたと思っていたが、それは過あやまちであった。

ＧＭ：「どういう意味だ？」怪け訝げんな顔で嵯峨童子に問う、政明。

嵯峨童子：聖杯とは神の奇き跡せきの具ぐ現げん。他者を犠ぎ牲せいに力を与あたえるものが、真の聖杯であるはずがない！

ＧＭ：「そうかもしれんな。だが、力を与えてくれるのは事実だ」ギラリと政明の眼がん光こうが鋭さを増す。「いい加か減げん、貴様らとの問答にも飽あきてきた。そろそろ貴様らを殺して、聖杯を我がものとさせてもらおうか！」

ケイト：僕たちは負けない。倒れるのはアンタの方だ、祝政明！

ＧＭ：「減へらず口を……。よかろう、貴様らの望み通り死をくれてやる！」《ワーディング》が張はられ、空間がズズンッと鳴動する！　衝しよう動どう判定だ！

日向：８点あがって[image: ]％。

智世：19点あがって[image: ]％

ケイト：[image: ]％になった。

嵯峨童子：なんと！　ぴったり[image: ]％になってしまいましたぞ！

智世：全員、最初から[image: ]％超ごえとは厳きびしいですわね……！

日向：《リザレクト》は使用できないし、ロイスの消しよう耗もうは避さけられない。しかも敵てきは最強クラスのボス〝古き者〟！

ケイト：それでも、負けるわけにはいかない！　絶ぜつ対たいに勝つ！

ＧＭ：さあ、戦闘開始だ。敵は〝アーケンシーカー〟祝政明ただひとり！

[image: ]




●第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：第一ラウンド目のセットアップ。政明は《ヴァイタルアップ》を使用します。

嵯峨童子：我わが輩はいは《フルインストール》を使いますぞ。

ＧＭ：政明はイニシアティブ26なので、まずはこちらの手番。マイナーで《ダークマター》。手の中に魔ま眼がんを生み出し、そこに力を集中していく。

嵯峨童子：来ますぞ！

ＧＭ：《獅し子し奮ふん迅じん》＋《漆しつ黒こくの拳こぶし》＋《斥せき力りよくの鎚つち》＋《一いつ閃せん》その他で攻撃。掌しよう中ちゆうの魔眼を握にぎり込こみ、超ちよう重じゆう力りよくを宿した拳をみなさんに叩たたきつける！

ケイト：バリバリの白兵系けいか。

日向：なかなかの獣じゆう性せいね（笑）。

ＧＭ：「まずは軽く挨あい拶さつ代わりだ！」対象は範はん囲いで、ダメージと六メートルの強きよう制せい移い動どうが入りますよ。……命中は41！

一同：回かい避ひ失敗！

嵯峨童子：《マグネットフォース》でケイト殿どのをカバーリングですぞ！

ケイト：助かる！

ＧＭ：ダメージは40点の装そう甲こう無む視し。さらに、カバーリングしてもらったケイト以外は六メートルは後方に吹き飛ばされる！（[image: ]智世、日向、嵯峨童子のポーンを後方へ）

嵯峨童子：ここは政明へのロイスをタイタスにして復ふつ活かつですぞ！

日向：私も政明へのロイスを取って、すぐにタイタス化。復活するわ。さすがの私も悪役の才さい能のうを育てる気にはならないわね！

ＧＭ：日向の叫びを政明が嗤わらう。「育てられる必要などない。なぜなら、俺はすでに王者なのだからな！」

智世：その大口を閉とじさせてあげますわ。私の手番───。

日向：ちょっと待って！　焦あせらないの。まずは、私がみんなに支し援えんを飛ばすから。

智世：なるほど。かしこまりました。では、待機ですわ。




　日向の言葉に一同、待機して手番を日向へと回す。




日向：さて、行きましょうか。《狂きよう戦せん士し》＋《要かなめの陣じん形けい》＋《絶対の空間》で私以外のみんなに支援を。……成功ね。これでクリティカル-1、ダイスボーナス４個こが付くわよ。

ＧＭ：日向のプロデュース空間が展てん開かいされて仲間が強化されていく（笑）。

日向：それいいわね。私のプロデュース領りよう域いきで、あなたもチャンピオンに！（一同爆笑）

智世：さあ、支援もいただきましたし、行きますわよ。待機解かい除じよ！

ＧＭ：よし来い！

智世：時間をかけるほど不利になる。ここは一気に行きますわよ！

ケイト：智世が吼ほえた！（笑）

智世：マイナーで移動。エンゲージを離はなしてから、《絶対の恐きよう怖ふ》＋《マシラのごとく》＋《オーバードーズ》その他で攻撃！

ＧＭ：いきなり切り札二枚まい打ちかっ！

智世：これで侵しん蝕しよく率りつ[image: ]％。最初から余裕がないのです。限げん界かいを迎むかえる前に、全力全開ですわ！　命中は……61！

ＧＭ：回避は失敗！

智世：ダメージは53＋７Ｄですわ。

ＧＭ：固こ定てい値ちで53っ!?

智世：わたくしの歌で永えい遠えんの眠ねむりにご招しよう待たいですわ。97点の装甲無視！




　聞くものを死に誘さそう悲ひ壮そうな歌が、智世の口から紡つむがれる。

　対する政明は動じることなく、大きく息を吸すい込み、獣のように吼えた。




ＧＭ：智世の歌声を、政明の咆ほう吼こうがかき消す！　《黒星招しよう来らい》でダメージ０！

智世：ちっ！　残念ですが、切り札を切らせたのでよしとしましょう。

ケイト：次は僕の手番だね。手て加か減げんはしない。全力全開で行く！　マイナーで《ハンティングスタイル》＋《一いつ角かく鬼き》＋《完全獣じゆう化か》。ミシミシと身体を獣化させる！

ＧＭ：その姿に政明の双そう眸ぼうがギラリと光る。「貴き様さまの本気を見せてみろ！」

ケイト：《浸しん透とう撃げき》＋《神しん獣じゆう撃げき》その他で攻撃。命中は……78だ！

ＧＭ：うむっ、みんな出目いいな！　こちらは《ニンバス》使って回避！

ケイト：古代種エフェクトか！

ＧＭ：完全ではないとはいえ、聖杯の励れい起きでいくつかの能のう力りよくは取得している。だけど……無理か。19で回避失敗！

ケイト：ダメージは51＋８Ｄ！

ＧＭ：くっ、ケイトも固定値高いな！

日向：そこに《力の法ほう則そく》ね。これでダメージに＋３Ｄ10っと。

ＧＭ：ぐはっ、容よう赦しやねえっ！（笑）

ケイト：こっちの97点に《力の法則》分の19点を足して[image: ]点の装甲無視！

ＧＭ：（しばし考え）それは受けよう。

一同：え？

ＧＭ：智世の攻撃は止めたので、それぐらいならばまだＨＰは半分以上残る。

嵯峨童子：なんと！　[image: ]点で半分も削けずれないとは……！

ＧＭ：ケイトの放った超ちよう高こう速そくの一撃が政明の身体からだを貫く！　だが、それでも政明は不ふ敵てきな笑みを浮うかべてみせる。「俺と同じ資し格かく者しやの力がどれほどのものか試ためしたが……ぬるいわ！」

ケイト：この一撃で倒たおせないなら、お前が倒れるまで殴なぐり続けるだけだ！

ＧＭ：ケイトと政明の視し線せんがぶつかりあい、火花を散らす。

智世：その様子につぶやく。やっと本来のケイトさんに戻もどりましたわね。

ケイト：ちょっと待て！　俺はどれだけ獣性高いと思われてるんだ（笑）。

智世：あっ、そうですね！　もう一度セリフを言わせてください。

ＧＭ：はい、どうぞ（笑）。

智世：じゃあ……、やっと本来のケイトさんに戻りましたわね。

一同：まったく同じこと言ってるじゃねえか！（一同爆笑）

智世：（素になって）ち、違ちがいます！　前の戦闘とは違うって言いたかったんですよ[image: ][image: ][image: ][image: ]！（一同大爆笑）

ＧＭ：面おも白しろいな～（笑）。

嵯峨童子：さて、次は我わが輩はいの手番だな。政明に接敵し、《オウガバトル》＋《確かく定てい予よ測そく》その他で攻撃ですぞ！

ＧＭ：なんか、すごい量のダイスを握り始めてるんですけど───っ!?

嵯峨童子：ダイスボーナスエフェクトとパワーアシスト、支援の力よ。クリティカル値は６、ダイスは42個！

ＧＭ：よ、42個っ!?

嵯峨童子：我がガラティンの一撃を受け、疾とく去れい！　命中は57！

ＧＭ：こうなると《ニンバス》も焼け石に水だな。回避は……失敗！

嵯峨童子：ダメージは40点。残念ながら装甲値は有ゆう効こうですぞ。

ＧＭ：では、装甲値は２。

智世：２点？　いったいどんな防ぼう具ぐを着てるんですの？

ＧＭ：え～っと……、この獣性あふれる鋼はがねの肉体が防具なんです（笑）。

一同：ああ～。




　獣性という一言で納なつ得とくする一同。

　すごいぞ、獣性！




ＧＭ：装甲値だけだとかなり食らうな。……よし、《ショックアブソーブ》！　さらに25点軽けい減げんで13点受けます。ガラティンの一撃を、魔眼で迎げい撃げき！　これで累るい積せきダメージは[image: ]点。ようやく折り返し地点というところだ。

日向：切り札を使わせてはいるけど、まだまだ厳きびしそうね。

智世：では、次のラウンドに───。

ＧＭ：おっと待った。こっちのセカンドアクションが残ってますよ。

ケイト：なにっ!?　セカンドアクションも持ってるのか！

ＧＭ：《停てい滞たい空間》＋《死神の瞳ひとみ》その他で攻撃。命中しても死なないけど次の攻撃のダメージが増ふえますよ。

日向：戦闘補ほ助じよ系ね。

ＧＭ：対象はケイト。命中は32！

ケイト：厳しいな……。回避失敗だ。

ＧＭ：政明の魔眼が、ケイトに打ち込こまれる。これで次のダメージに＋４Ｄ10！

嵯峨童子：なに、ダメージを受けなければよいのだ。安心されよ、ケイト殿。我輩が守ってみせますぞ。

ケイト：頼たよりにしてるよ。

ＧＭ：今のエフェクトの反動で政明が……３点のダメージを受けます。さあ、次のラウンドです。




●第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：第二ラウンドのセットアップ。

嵯峨童子：《フルインストール》！　全身から雷光を迸らせますぞ！

ＧＭ：猛る嵯峨童子に、闘争心から政明は笑みを深める。では、政明の手番。コンボの《獅子奮迅》を《神速の鼓こ動どう》に変えてシーン全体に攻撃！

智世：シーン攻撃っ!?

ＧＭ：「策さくを弄ろうしたところで、圧あつ倒とう的てきな力の前には無意味だ！」命中は41！

日向：よし、ここが勝負所！　《束そく縛ばくの領域》＋《絶対の空間》を宣せん言げん！

ＧＭ：ぐっ、やっぱり来るか！

日向：もちろん。ここで止めれば、一気に有利になれるからね。御巫のロイスをタイタス化してクリティカル値６に下げるわ。もう罪つみの意い識しきを持つのは止やめにする（笑）。

ＧＭ：では、空に御巫の顔が大きく映うつし出され、笑顔が輝かがやいた（一同爆笑）。

日向：それっ！（ダイスを振る）　あら、これはずいぶんと……。

嵯峨童子：６が大量に出てますな。

日向：ありがとう、御巫！　タイタス使っておいてよかったーっ！　10、20……。よし、41超こえた！　達成値45で止め！　暴あばれるのはそこまでよ。ストップ・ザ・獣性！（一同爆笑）




　今まさに動き出そうとしていた政明が、唐とう突とつにその動きを止める。

　日向の領域が十と重え二は十た重えに敵を封ふうじ、その動きを完全に止めているのだ！




ＧＭ：ならば《時間凍とう結けつ》。自分を縛しばる領域の中、強ごう引いんに政明が動く！

日向：やはり来たわね。でも、《神速の鼓動》はもうないわよ。

ＧＭ：それでもケイトと嵯峨童子には攻撃できる。《獅子奮迅》＋《漆黒の拳》その他で攻撃！　命中は……51！

ケイト＆嵯峨童子：回避失敗！

ＧＭ：灰はい色いろに染そまった世界で、政明だけが動き、魔眼を宿した拳を振ふるう。

嵯峨童子：《マグネットフォース》でケイトをカバーリングですぞ。

ＧＭ：ダメージは52点の装甲無視。さらに６メートル吹ふき飛ばす！

嵯峨童子：あまりの衝しよう撃げきに我が霊れい体たいが消しよう滅めつしかけますぞ。そして、ガラガラと鎧よろいが落下を始めるのです。

ケイト：嵯峨童子！

嵯峨童子：ご安心めされい。ここは酒しゆ吞てん童どう子じのロイスをタイタスにして復活。我わが輩はいと彼の住む世界は、時という壁かべに隔へだてられた！

ＧＭ：散りゆく霊体が収しゆう束そく、再ふたたび鎧が浮うかび上がり人の形を作り出す。

嵯峨童子：聖せい杯はいを見つけるまで、我輩は消えるわけにはいかぬ！




　ここでＰＣ側の手番が巡めぐってくる。

　前のラウンドと同じく、日向の支援を受けるために待機していく一同。

　日向は危あぶなげなくコンボに成功し三人に支援を送り込む。




日向：侵しん蝕しよく率りつ的にも制限時間的にも余裕はないわ。このラウンドで決めて！

智世：では、わたくしから。《絶対の恐怖》＋《さらなる波》その他で攻撃。これで侵蝕率[image: ]％……。エフェクトレベルが上がりました。

ケイト：すごい侵蝕率だな。大丈夫？

智世：自じ律りつ判定で三倍振ぶりは覚かく悟ごしてますわ！　命中は82！

ＧＭ：ぶほっ!?　そんなん避けられんわ！（笑）　22で回避失敗！

智世：ダメージは装甲無視で63点！

ＧＭ：《マシラのごとく》なしでも、そのダメージか！　倒たおれはしないが、さすがにやばい！

ケイト：次は僕の手番。もう一度《完全獣化》して、コンボで攻撃！

ＧＭ：回避は失敗！　ダメージ来い！

ケイト：ダメージは……93点！

嵯峨童子：これはさすがに耐たえられますまい！

ＧＭ：いや、まだです！　《イモータルライフ》を使用。14点までＨＰを回かい復ふくして復活！




　ケイトの全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめた一撃に貫つらぬかれ、政明の身体からだがぐらりと揺ゆれる。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのこと。古代種の力が政明の身体を瞬時に修しゆう復ふくする。




ＧＭ：崩くずれ落おちそうな身体を強ごう引いんに立て直し、政明は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。「なかなかやるな……！　だが、不完全とはいえ、古代種の力を手に入れた俺を倒すことはできんぞ！」




　吼ほえる政明。

　ケイトたちの背はい後ごでフランの悲鳴があがる。聖杯が完成に近づくにつれて、彼女の身体が急速に崩ほう壊かいしていく。

　残された時間はあとわずか！




日向：やばいわね。フランも限界だし、私たちも侵蝕率が限界に近い。

嵯峨童子：……戦いの趨すう勢せいは、我が剣けんにかかっているわけですな。

ケイト：大だい丈じよう夫ぶ、嵯峨童子ならできるさ。あとは任まかせたぞ！

嵯峨童子：そう言われては、騎士として応こたえるしかありませんな。この一撃で決着をつけますぞ！

ＧＭ：受けて立ちます！

嵯峨童子：《ブレードマウント》＋《コンバットシステム》＋《オウガバトル》で攻撃！　嵯峨童子参る！




　雷らい光こう纏まといし嵯峨童子。

　おのれのすべてを愛剣ガラティンに込め、振るうは大だい上じよう段だんよりの一撃！




嵯峨童子：命中は46！

ＧＭ：こちらの回避は……19で失敗！

日向：よし、ここで《力の法則》！

ＧＭ：ぐはっ！

嵯峨童子：ダメージは63点！　受けよ、我が愛剣ガラティンの一撃を！

ＧＭ：くっ……ダメだ。対たい処しよできるエフェクトはもうない。轟ごう沈ちんです！

一同：よっしゃぁああああっ！




　嵯峨童子の斬撃が、魔ま眼がんごと政明の身体を断たち切る！

　驚きよう愕がくに目を見開く政明。その手からアタッシェケースが落ちると同時、彼は地に倒れ伏ふして動かなくなった。




　嵯峨童子が黙もくしたまま、剣を額ひたいにあて、神に祈いのりを捧ささげる。

　戦いは……終わったのだ。






《フルインストール》　生体電流を増幅し、神経速度を高めるブラックドッグのエフェクト。

《ダークマター》　重力を生み出す媒体、魔眼に意識を集中して力を高めるバロールのエフェクト。

《獅子奮迅》　連続して攻撃を行なうことで、周囲の敵を倒すハヌマーンのエフェクト。

《漆黒の拳》　拳に生み出した重力の塊を叩きつけるバロールのエフェクト。

《斥力の鎚》　斥力によって相手を弾き飛ばすバロールのエフェクト。

《狂戦士》　興奮物質を精製し、戦闘能力を強化するソラリスのエフェクト。

《要の陣形》　領域によって自分に有利な空間を作り出すオルクスのエフェクト。

《マシラのごとく》　超高速の連撃で大ダメージを与えるハヌマーンのエフェクト。

《オーバードーズ》　より大量の薬品を生成し、強力なエフェクトを使用するソラリスのエフェクト。

《神獣撃》　獣化によって得た力のすべてを使って攻撃を行なうキュマイラのエフェクト。

《ニンバス》　レネゲイドの力で敵意を減少させる古代種のエフェクト。

《力の法則》　領域によって他者の力を増幅するオルクスのエフェクト。

獣性あふれる鋼の肉体が防具　あくまで政明の容姿ゆえの演出である。データ的には、ボスキャラクターテンプレート〝古き者〟のデータに準拠したものである。

《ショックアブソーブ》　レネゲイドを活性化させてダメージを軽減する一般エフェクト。

《停滞空間》　重力によって時間を遅くし、追加行動を得るバロールのエフェクト。

《死神の瞳》　対象にかかる力を増幅するバロールのエフェクト。

《神速の鼓動》　振動波によって組み合わせた行動の効果を広範囲に伝播させるハヌマーンのエフェクト。

《時間凍結》　一時的に時間を止めることで、追加行動を得るバロールのエフェクト。

《イモータルライフ》　不老不死の力を表わす古代種のエフェクト。









　　　ENDING PHASE




ＧＭ：というわけでエンディングフェイズです。自律判定の方はどうです？

ケイト：二倍振りでなんとか戻もどれたよ。

日向：私も大丈夫。二倍で93％だったから、ちょっと危あぶなかったけどね。

嵯峨童子：我わが輩はいも二倍振りで88％。まだ聖せい杯はい探索は続けられそうですな。

智世：少々張はりきりすぎました。わたくしは三倍振りで帰き還かんですわ。

ＧＭ：みなさん、生還おめでとうございます。

ケイト：ふー、何とかなったな。

智世：全員が侵蝕率[image: ]％超えで戦闘に入ったときはどうなることかと思いましたけど、みなさん無事で何よりですわ。

日向：ちょっとやばかったけどね。政明も部下も強かったしさ。

嵯峨童子：ですが、勝利したのは我々ですぞ。やはり正義は勝つのです！

ＧＭ：みなさん奮戦してましたからね。では、そろそろエンディングに参りましょうか。

一同：はーい。







◆Ending 01◆破は壊かい、そして解かい放ほう


ScenePlayer ─── 檜山ケイト






ＧＭ：まずは事じ件けん解かい決けつパートということで、アイテムのその後＝聖せい杯はいがどうなったのかを演えん出しゆつしていきますよ。

日向：〝戦いの中で破壊されてしまった〟の変形パターンになるんじゃない。壊こわしてフランを助けるよね？

嵯峨童子：そうですな。

ケイト：じゃあ政明は倒したけど、聖杯の励起は止まらなくて、聖杯を破壊してフランを助けると。

智世：ああ、いいですわね。

ＧＭ：んでは、その方向で行きます。





＊　　　＊　　　＊






　砕くだけ散る秘ひ宝ほう───救われるのはひとりの少女。




ＧＭ：では、総そう合ごうエンディング。舞ぶ台たいは、戦いの余よ韻いん覚めやらぬホテルのロビーです。

嵯峨童子：愛剣ガラティンを鞘さやに収おさめ、言いましょう。……思えば、力に取り憑つかれた哀あわれな男でしたな。

智世：みずからの力に溺おぼれた者の末路です。自じ業ごう自じ得とくですわ。

ＧＭ：聖杯の励起によって消耗しながらも、フランが細い声で言う。「やったわね、ケイト……」

ケイト：フランがもう限界だ。聖杯はどうなってる？

ＧＭ：政明を倒したにもかかわらず、聖杯の励起は止まらない。もはや破壊する以外に止める方法はないでしょう。

ケイト：聖杯を破壊したいけど……（ちらりと嵯峨童子を見る）。

嵯峨童子：ケイト殿、迷まようことはありませぬぞ。我輩は騎士！　誰かを犠牲に目的を達したいとは思いませぬ。

ＧＭ：嵯峨童子の迷いなき言葉が廃墟の中に響ひびく。

ケイト：背せ中なかを押おすようなその言葉に礼を言う。嵯峨童子……、ありがとう。

嵯峨童子：（無言で頷く）

智世：そろそろ、フランさんが限界ですわ。ケイトさん、早く。

ケイト：それには頷いて、アタッシェケースをふたつとも空中に放ほうり投げて……全力で破壊する！




　ケイトの身体からだが一瞬で獣化、すべての力を右の拳に込めて地を蹴ける。

　交こう錯さくするアタッシェケースとケイト。

　そして───。

　ガラスを砕くだくような、甲かん高だかい音が鳴り響いた。




ＧＭ：ケイトの一撃によって、聖杯はアタッシェケースごと完全に破壊される。砕くだかれた聖杯の欠片かけらが、光の粒りゆう子しのように周囲を漂ただよい、消えていく。

智世：光の雨を見ながら言います。こうなってしまえば綺き麗れいなものですわね。

日向：ちょっともったいなかったな～、という顔で見てる（笑）。

嵯峨童子：我輩は黙もくすのみ。ただし、後こう悔かいだけは微み塵じんもありませぬぞ。

ＧＭ：聖杯が砕けると、フランは苦く痛つうから解放され、そのまま張はり詰つめていたものが切れるように気を失う。




　こうして、聖杯にまつわる事件は、聖杯の破壊をもって終わりを告げた。







◆Ending 02◆雷らい鳴めいとともに


ScenePlayer ─── 嵯峨童子






ＧＭ：個こ別べつのエンディングになります。最初は嵯峨童子から。

嵯峨童子：では、昇しよう天てんしますぞ。

一同：えぇええええっ!?（爆笑）

ＧＭ：それ気にいったんですか？（笑）

嵯峨童子：うむ、すまぬ（笑）。気を取り直して……。この世界に我わが輩はいの求める真の聖杯はなかった。再ふたたび聖杯探たん求きゆうの旅へ出るとしよう！





＊　　　＊　　　＊






　求めるものは未だ見つからず。

　されど、騎士は歩みを止めない。




ＧＭ：アキハバラの裏うら路地。ひとりたたずむ異形の騎士───嵯峨童子。

嵯峨童子：此こ度たびも真の聖杯を見つけることはかなわなかった。我が探求の旅はいつまで続くというのか、神よ……！

ＧＭ：打ちひしがれる嵯峨童子。

日向：しかし、そこに新たな神の啓けい示じが！　次に向かうべき場所へ通じる扉とびらみたいなのが出しゆつ現げんして、次のステージの風景がみえるのよ（笑）。

嵯峨童子：これが新たなる導みちびきだというのですか。神よ、感かん謝しやします！　我輩は剣を地面に突つき立て祈りますぞ。

ＧＭ：次はどこに行くんでしょうねえ？

嵯峨童子：そうですな……。ＴＦＴでプラズマチェーンソーを手に入れるとか（一同爆笑）。

ケイト：ウィアードエイジもいいんじゃないか？　聖せい杯はいありそうな雰ふん囲い気きだし（笑）。

嵯峨童子：ああ、いいですな。

智世：なんだか次は光る剣とかもってそうですね（笑）。

嵯峨童子：さて、鬼おにが出るか蛇じやが出るか……。聖杯を求めて、新たなる旅路への一歩を踏ふみ出しましょうぞ！




　次の瞬しゆん間かん、嵯峨童子の霊は蒼あおい雷かみなりとなり、新たなる探索の旅路へと旅立つ。




　あとに残されたのは轟とどろく雷鳴のみ。

　聖杯を王にもたらすその時まで、嵯峨童子の旅は続く。







◆Ending 03◆新たなる才さい能のう


ScenePlayer ─── 神城日向






ＧＭ：次は日向のエンディングです。

日向：私は、フランのフォローに回ろうと思ってたのよね。

ＧＭ：いいじゃないですか。

日向：それでフランの気持ちの整理がついてからがいいんだけど……。ケイトのエンディングその一みたいなのがいいな。なのでケイト、登場してよ。

ケイト：いいよ、登場する。

日向：ありがとう（笑）。それじゃあ始めましょうか。





＊　　　＊　　　＊






　別れの言葉を交かわすふたり。

　物もの陰かげからその様子をうかがう少女。




日向：というわけで、アキハバラの一角。私が物陰からケイトとフランの様子をうかがっていると（笑）。

ＧＭ：日向の視線の先には、ふたりで話しているケイトとフランがいる。

ケイト：フランはあの戦いで激はげしく消耗したから、しばらく入院して、今日退たい院いんしたんだ。フランを気き遣づかうように言うよ。どうやら回復したみたいだね。

ＧＭ：ケイトの言葉に、フランが答える。「ええ、もう大丈夫よ」

ケイト：それはなによりだ。

ＧＭ：「ただ……、これからどうすればいいのかしらね。〝聖杯〟から解放されることなんてないと思ってたから」フランは、戸と惑まどうようにつぶやく。

ケイト：それはこれから探さがせばいいさ。時間はいくらでもあるよ。

ＧＭ：きょとんするフラン。だが、すぐに笑みを浮かべる。「そうね……。自由になったんだもの。あなたの言う通りだわ」




　ふと沈ちん黙もくが降おりた。

　そろそろ別れの時間だ。

　ここからはそれぞれの道を歩いていくことになる。




ＧＭ：フランが少し寂さびしそうに言う。「それじゃあ、私はそろそろ行くわ」

ケイト：わかった。元気で。

ＧＭ：「ケイトもね」と言ったところで少し逡しゆん巡じゆんして、フランが尋たずねる。「ねえ、ひとつだけ質しつ問もんしていい？」

ケイト：なんだい？

ＧＭ：「もし、あなたが私を励はげましてくれた時……一いつ緒しよに逃にげて欲ほしいって願ったら、一緒に逃げてくれた？」

ケイト：それは……答えることもできずに戸惑う。僕ぼくが最後に帰るべき場所は……彼女じゃないから。

ＧＭ：了りよう解かいです。フランは、ケイトの迷いをこそ答えとして受け取る。「冗じよう談だんよ。ほら、行きなさい。あなたを待ってる人がいるんでしょ？　ちゃんと仲直りしなさいよ」

ケイト：ちょっと困こまったような顔をして、頷く。そうだね……。ちゃんと話し合ってくるよ。

フラン：「がんばりなさい」フランはくすりと微笑ほほえみ、ケイトを送り出す。




　交かわされる別れの言葉。

　ケイトが帰るべき場所へ向かって、歩き出す。

[image: ]




ケイト：僕はここで退たい場じようだ。

ＧＭ：立ち去るケイトを見送るフラン。

日向：ここからが私の出番ね！　気配も音もなく、背はい後ごから近づいていき、フランの肩かたをぽんと叩たたく。

ＧＭ：なぜ無音（笑）。いきなり背後から肩を叩かれて、驚おどろいたフランが勢いきおいよく振ふり返る。「だ、誰っ!?」

日向：するとぶわっと涙なみだを流している私が立っている（一同爆笑）。

ＧＭ：「あ、あなた……たしか神かみ城しろ日向だったかしら？」フランが若じやつ干かん引きつった声で問いかける（笑）。

日向：あなたいける……いけるわ！　あなたには才能がある！　その小動物性、ツンデレ性！　あなた、私のもとでアイドルになってみない！

一同：アイドルなのかよっ！（爆笑）

ＧＭ：「あ、ア……アイドル？」日向の突とつ拍ぴよう子しもない提てい案あんに、思わずぽかんとするフラン。だが、少し考えて、ちらりと日向を見る。

日向：うん（わくわく）。

ＧＭ：軽く息をついて、微笑むフラン。「それも悪くはないかもね……」

日向：あなたならいけるわ！　世界一のアイドルになれる！

ＧＭ：「どうせこれからやることを見つけなくちゃいけないんだし、あなたの誘さそいに乗るのも悪くない」

日向：じゃあ、早さつ速そく今日から始めましょう！　と言うと、するとなんの連れん絡らくもしていないのにリムジンがするするとやってくる（笑）。




　フランと一緒にリムジンに乗り込こむ。

　これから忙いそがしくなりそうだ。

　日向の瞳ひとみが、溢あふれんばかりの生気に輝いている。




日向：大丈夫！　ものの半年であなたも立りつ派ぱなスターになれるわ！




　日向の力強い宣言が響ひびき渡わたる。

　未だ開花せぬ才能を導みちびくことこそが自分の使命だと誇ほこるように。







◆Ending 04◆恋こいの橋はし渡わたし


ScenePlayer ─── 頚城智世






ＧＭ：次は智世のエンディングですね。

智世：喫きつ茶さゆにばーさるの前に立っていると、そこにケイトさんがやってきて話をしたいです（笑）。

ケイト：登場しまーす（一同笑）。

嵯峨童子：いやはやケイト殿どの、大人気ですな（笑）。





＊　　　＊　　　＊






　見み極きわめなければならない。

　あの少年が本当に、自分の大切な人を幸せにできるのかを。




ＧＭ：喫茶ゆにばーさるの前。智世はひとり、ケイトを待っている。

ケイト：すると、フランと別れを済すませた僕がやってくる。

智世：では、にこりと微笑みケイトさんを出で迎むかえます。おかえりなさいませ、ケイトさん。フランさんの方は、もういいんですの？

ケイト：うん、だいぶ元気になったみたいだ。これからどう生きていくのか、前向きに取り組んでいくって。

智世：そう、それはよかった。さて……。ところでケイトさん、どのようなご用でこちらに？（[image: ]異様に迫力のある笑顔）




　暗いオーラをまとう智世に思わずたじろぐケイト。




ケイト：でも今度は引けない。深しん呼こ吸きゆうして言う。……結希に会いに来た。

智世：ケイトさんの真しん剣けんな気持ちを感じ取りますわ。……先日とは違うみたいですね。

ケイト：顔中に、もう迷まよわないと書いてあります（一同爆笑）。

智世：では、そんなケイトに微笑みますわ（笑）。これなら別室に案内する必要はなさそうですね。ドアの前からすっとどきますよ。

ケイト：なら、一礼して結希さんのもとへ向かおう。

智世：横を通り過すぎる時にひとつだけ助言を。……誰かを護まもる力も大切ですが、誰かとわかり合う心もまた大事ですよ、ケイトさん。

ケイト：その言葉で僕は、結希と会うことの大切さを認にん識しきして、智世さんに言う。……そうだね、ありがとう。




　迷いを振ふり払はらい、歩き出すケイト。

　その後ろ姿すがたを見送る智世が、まぶしいものを見るように目を細める。




智世：ふぅ、とんだ恋こいのキューピッドになってしまいましたわね。




　ひとつ苦く笑しようを残して、背を向ける。

　そして、最後に智世は祈いのった。




　ふたりの未来に幸多からんことを。







◆Ending 05◆ともに未来へ


ScenePlayer ─── 檜山ケイト






ＧＭ：エンディング最後はケイトです。

ケイト：じゃあ、結希さんが事じ務む仕事をしているところに会いに行くよ。

ＧＭ：わかりました。さすがに店内で堂々とやるわけにもいかないか（笑）。

智世：いや、覚かく悟ごをみるという意味ではそれはそれで（笑）。

ケイト：勘かん弁べんしてください（笑）。





＊　　　＊　　　＊






　緊きん張ちように身体からだが震ふるえる。

　でも、立ち止まるわけにはいかない。

　大切な人を失わないためにも。




ＧＭ：喫茶ゆにばーさるの事務室を訪たずねると、ケイトはちょうど事務仕事をしている結希と遭そう遇ぐうする。

ケイト：やあ、手伝いに来たよ───と声をかけて部屋の中に入る。

ＧＭ：結希はあなたの姿に一瞬驚おどろきますが、すぐにぷいっとそっぽを向く。「……今、仕事中なんです。お話ならあとにしてください」

ケイト：ごめん……。一言謝あやまって、事務仕事を手伝おうとするよ。

ＧＭ：すると結希が困ったような顔をして言う。「……今回の事件の報ほう告こくは聞きました。本当にしょうがない人ですね。人に心配ばかりかけて」

ケイト：僕はこう返すよ。「ごめん、また心配をかけてしまって……」

ＧＭ：結希は不ふ機き嫌げんそうに返す。「本当にケイトさんはあたしに心配ばかりかけて……。よくそれで、あたしに前線に出るなとか言いますよね」

ケイト：ごめん……。でも、僕が帰ってくる場所は君のところだけだから……。




　ケイトの心からの謝しや罪ざいに、それまで頰ほおを膨ふくらませていた結希がふと表情を和らげる。

「しょうがないですね……」




ＧＭ：結希はケイトの瞳を見つめながら、照れくさそうに言う。「わかりました。じゃあ……、なでてもらえれば許ゆるしてあげます」

ケイト：君が、それで許してくれるのなら……。




　ケイトは、結希の頭にそっと優やさしく手をのせて、優しくなでる。

　ただそれだけのことだけど、結希はとても幸せそうに微笑ほほえんだ。




　ケイトはあらためて決意する。

　この笑顔を───絶対に守ろうと。




　これからも色々なことがあると思う。

　泣いて、笑って、怒おこって……。

　ぶつかりあうことも、またあるかもしれない。




　でも……、それでも───。




　きっと彼女となら乗り越こえていける。





ダブルクロス・シナリオクラフトリプレイ

『災さい厄やくの聖せい杯はい』

～fin～


















　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は既すでに変へん貌ぼうしていた───。




　はにゃあ！（[image: ]挨拶）。

　はじめての人は、はじめまして。

『ダブルクロス The 2nd Edition』（以下：『ＤＸ２』）のリプレイ、『闇やみに降ふる雪』や、『聖せい夜やに鳴る鐘かね』（いずれも富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）でご存ぞんじの方は、お久ひさしぶりです。

　それらのリプレイで、薬王寺結希やこうじ・ゆうきというキャラクターのプレイヤーをさせていただいた、藤井忍ふじい・しのぶと申します。

　もっとも薬王寺結希という名前より、〝こいのぼり〟とか〝全ぜん滅めつ支し部ぶ長ちよう〟とか〝はにゃあ〟とか〝はんにゃ〟というフレーズの方が通りがいいかもしれません（笑）。

　ご存じの方も多いと思いますが、この本の舞ぶ台たいとなる〝ステージ：アキハバラ〟におきまして、薬王寺結希はＵＧＮアキハバラ支部長という役やく職しよくをいただいております。

　そんな縁えんもありまして、今回この本三本目のリプレイを執しつ筆ぴつさせていただくことになった次し第だいです。




　早さつ速そくですが、今回のリプレイに参加する方々の紹しよう介かいをさせていただきます。




▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下：矢野）

　言わずと知れた『ＤＸ２』のデザイナー。ゲーム製せい作さく会社、ファー・イースト・アミューズメント・リサーチ（以後Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の社員で、穏やかそうな容よう姿しと柔やわらかな口調をお持ちです。

　突つっ込こみの鋭するどさは天下一品。今回もクレバーなプレイを見せてくださるでしょう。




▼大畑顕おおはた・あきら（以下：大畑）

　こちらもＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員。普ふ段だんはとても優やさしげで、物もの腰ごしもとても柔らかく、楽しい方です。

　セッションが始まると面おも白しろさが更さらに跳はね上がります。

　今回もゆかいなプレイをしてくれることでしょう。

　そして、ＧＭである私、藤井の三名でのリプレイ。

　最後までお付き合いいただけたら幸いです。





＊　　　＊　　　＊






　そんなわけで某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　東京秋葉原にあるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室にメンバーが集まり、ゲームは始まりました。




藤井（以下：ＧＭ）：それでは、セッションを始めさせていただきます。よろしくお願いします。

矢野＆大畑：こちらこそよろしく。

矢野：……ところで藤井さん。なんだか緊きん張ちようしてません？

ＧＭ：してます！（笑）　六年前にこの部屋ではじめて『闇に降る雪』のプレイヤーをさせてもらったときもすごく緊張しましたけど、まさか自分が『ＤＸ２』のリプレイを書かせてもらえる日が来るなんて。

大畑：ああ、まさかこんな日が来ようとは思わなかったッスね。

矢野：君はあのリプレイの収しゆう録ろくにはいなかったろ？（笑）

大畑：それは、気分の問題でして。

ＧＭ：雰ふん囲い気きをほぐしてもらって、ありがとうございます（笑）。さて、今回は使用するＰＣをこちらから指定させていただきまして、それに合ったハンドアウトを用意するという手順になっています。まずは、お二方のＰＣを紹介していただいてよいですか？

矢野：分かりました、それではこちらから。ＰＣの名前は、フィン・ブースロイド。英国情じよう報ほう部ぶ（ＭＩ６）のエージェントで、女王陛へい下かのオーヴァードです。




　フィン・ブースロイドは、田中天たなか・たかしさん執筆の『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』シリーズ（富士見書房刊）で活躍したキャラクターです。詳くわしくは、そちらをお読みください。




矢野（以下：フィン）：トワイライトは一九三八年の話ですが、このアキハバラステージは何年と明らかにされてないので、……年ねん齢れいは、多分八十歳さいくらい。トワイライトの後、改めて勉強しなおしまして、カレッジ卒業後にＭＩ６に戻もどりました。その後裏うら方かたであるアルファベットエージェントとして、それなりの活躍はしました。

大畑：それなりなのか！（笑）

フィン：事実上、二代目〝Ｑ〟とかが活躍したからね、僕ぼくはそれほどでもなかった。で、そこそこに仕事をして、還かん暦れき後に引いん退たいをしました。

ＧＭ：引退したんですか？

フィン：ええ。ちゃんと家庭は持ち、孫も数人います。今は、イギリス中部くらいの、微び妙みような田舎いなかにカントリーハウスを構かまえ、そこで生活してます。あ、ＭＩ６には、アドバイザーみたいな感じでたまに口を出してお金を貰もらいつつ、悠ゆう々ゆう自じ適てきな立りつ派ぱな紳しん士しを通り越こして立派な老人になっています。英国式のスーツをぱりっと着こなし、薄うすい革かわ製せいのトランクケースを持ってます。昔はデカいの持ち歩いてたんですけどね。

ＧＭ：よ、よくそれほどまでにスラスラと……。では次に、成長の申告をどうぞ。前のシリーズで余あまった経けい験けん点を使用して成長してもらうようにお願いしましたよね？

フィン：学校に行って勉強したら、【精せい神しん】が１点上がりました（笑）。

大畑：分かりやすい（笑）。

フィン：それから、天花寺大悟てんげいじ・だいごへのロイスを固定化しました。「世界大戦中悩なやんだこともあったけど、僕ぼくは元気にやってるよ」、みたいな感じで。




　天花寺大悟は『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』シリーズのＰＣで、フィンにとっては兄あに貴き分になるようなキャラクターです。




ＧＭ：ああ、そういうのはいいですね～。時の流れが感じられて。

フィン：さまざまな悩みを乗り越こえ、「皆みなそれぞれ好きにやっていけばいいと思うよ」という、何でも優やさしく見守る老人になってます。逆ぎやくに、そういう老人になったので、最近は子こ供どものときのようにまた、純じゆん粋すいな心を思い出しつつあります。

ＧＭ：そういえばコードネームはどうしましょう？　昔は〝ｓ〟スモールエスだったわけですが……。

フィン：そうですね。引退しているから、コードネーム無しとか、元〝ｓ〟……いや、それは格かつ好こう悪わるい！　〝オールド・エス〟とかでどうです？

大畑：〝オールド・エス〟はいけるっスよ！

ＧＭ：了りよう解かいしました。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、次に大畑さんお願いします。

大畑：はい。今回は高崎隼人たかさき・はやとでプレイします。




　高崎隼人は『ＤＸ２』のサプリメント、『アウトランド』の［ステージ：アキハバラ］のパーソナリティーズに掲けい載さいされているキャラクターです。でも元は矢野さん執筆の『ＤＸ２リプレイ・オリジン』シリーズ（富士見書房刊）で活躍したＰＣです。詳しくは、そちらをお読みください。




大畑（以下：隼人）：コードネームは〝ファルコンブレード〟。……そんな名前だったなぁ（笑）。現げん在ざい、アキハバラのＵＧＮ支部である、喫きつ茶さゆにばーさるの店員をしています。で、ですね、店員としての立場をいろいろと考えたんですよ。

ＧＭ：……はい？

隼人：この隼人というキャラクターには、いわゆる〝属ぞく性せい〟がないじゃないですか（笑）。

ＧＭ：『アウトランド』では〝普ふ通つう系けい〟と付いていますが…？

フィン：隼人のキャラが普通で、属性がないからそうしたんだよ！（笑）

ＧＭ：そ、そうだったんですか。

隼人：で、これではまずいので、何か立ち位置を付けねばならぬと。具体的にどうするかと言いますと、……店内では、何でも屋をやっています。ホールに人が足りない時はホールに行き、キッチンに足りなければキッチンで飯を作る。

ＧＭ：それは立ち位置なのでしょうか？

隼人：そして、月一で発行している、〝月刊ゆにばーさる〟の記事を書きます！

ＧＭ：え、ええっ!?　〝月刊ゆにばーさる〟!?（困惑）

隼人：ちゃんと真ま面じ目めにリサーチして、新発売のゲームの紹介とかをしたりしているんですよ。……絶ぜつ賛さん四回で打ち切られたりしますが。

フィン：誰だれが打ち切るんだろう？

隼人：霧谷雄吾きりたに・ゆうごじゃないですか？

フィン：（霧谷になり）「この記事面おも白しろくないっ！」

隼人：ええーっ!?（笑）　ちなみに、全然別べつ枠わくで、霧谷が趣しゆ味みで出している、〝月げつ刊かん霧谷雄吾午後のお茶会〟という会かい誌しの方は大人気なので、「おっかしいなー」と思っていたり……（以下五分間にわたって〝月刊霧谷雄吾午後のお茶会〟の話題で盛り上がる）。

ＧＭ：……ず、すいぶん馴な染じんでますね、アキハバラ。

隼人：思いっきり俗ぞくにまみれ、アキハバラを謳おう歌かしてます！（笑）　マンガ買ったり。暇ひまがあると、ネットゲームしたり、携けい帯たいゲーム機で遊んだり……。

ＧＭ：凄すごく普通の人に見えてきました。

隼人：これが普通系の力ってやつですよ！

フィン：便利な言葉だなあ、普通系（笑）。

隼人：あと、パーツ屋巡めぐりとかもする。

フィン：パソコンでも自作するのか？　……あ、隼人は【精神】が３あるんだ。

隼人：はい。〈機械操そう作さ〉はないけど自作くらいはできますよ！　洋ゲーとか買ったりしますよ！

フィン：問題は、お小こ遣づかいがなさそうなところだよな？　【社会】が１だし。

隼人：バイトの時給上げてくださいよ！（笑）

フィン：（霧谷になり）「連れん載さいの人気が出たらね」

隼人：くそう、覚えていやがれ！　いつかビッグになってやる！（笑）





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：そんなこんなで、どうやらＰＣの自じ己こ紹介もすんだので、シナリオハンドアウトを読み上げてお渡わたししますです。

隼人：はい。

フィン：お願いします。

ＧＭ：今回、ＰＣ①はフィンさんを考えていますので、フィンさんから始めたいのですが。

フィン：僕の方ですか？

ＧＭ：はい、すいません。

隼人：なぜ謝あやまるんだろう（笑）。






『アウトランド』　ステージ：アキハバラが掲載されているサプリメント。ここに隼人のことも書かれている。









▼ＰＣ①：フィン・ブースロイド用ハンドアウト

ロイス：マンドラゴラ　　　推奨感情　ポジティブ：好奇心／ネガティブ：隔意




「日本のアキハバラに向かってもらいたい」

　ＭＩ６からキミにＥメールで依い頼らいが届とどいた。

「その地に、アーティファクトであるマンドラゴラが持ち込こまれたという情じよう報ほうを入手した。

　女王陛下の名にかけて、そのようなものを放置しておくわけにはいかない。

　現げん場ばのＵＧＮ支部には協力を要よう請せいしてある。迅じん速そくかつ適てき切せつな処しよ理りをお願いしたい」

　すでに、航空機のチケットとホテルの予約はすんでいるという。

　便利なネット社会というやつだ。

　メールを読み終えると、キミは早さつ速そくアキハバラとやらへ向かうことにした。




隼人：マンドラゴラかー。

ＧＭ：いろいろと伝説のある植物ですよね。抜くと叫び声を上げて人が死ぬとか、いろんな魔術の触媒になるとか。……というわけでこれが今回のネタです。

フィン：ダブルクロスだと〝レネゲイドに感染した植物〟ってところかな。

ＧＭ：そういう想定ですよ。

フィン：了りよう解かいしました。でもメールで依頼か。昔なら手紙か電でん報ぽうで依頼が来たところでしょうが。

ＧＭ：その辺、時代が変化したという演えん出しゆつを兼かねようと思いまして。

フィン：ええ、これなら考えていたオープニングがいけそうだ。

隼人：矢野さん、なんだか楽しそうですね？

ＧＭ：あの、……お手て柔やわらかに。




▼ＰＣ②：高崎隼人用ハンドアウト

ロイス：薬王寺結希　　　推奨感情　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：食傷




「お願いがあります」

　ＵＧＮアキハバラ支部長兼けんゆにばーさる店長の薬王寺結希は、開口一番そう言った。

「ＭＩ６から協力要請がありましたので、その対たい応おうをしていただきたいのです。具体的には、ＭＩ６の敏びん腕わんエージェント、フィン・ブースロイド氏に付き従したがい、彼の手伝いをお願いします」

　命令とあらば否いやも応もない。

　承しよう諾だくしたキミは、その人物との待ち合わせ場所である、アキハバラ駅前へと向かった。




隼人：シナリオロイスは薬王寺結希ですか。

ＧＭ：ＰＣ①のフィンと結ぶのが自然な気もするのですが、そうするとＰＣ間ロイスとぶつかっちゃうので、結希にと。

隼人：まぁ、いい線じゃないですかね？　了解しました。

ＧＭ：はい、お願いします。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、ＰＣの紹介が終わりましたので、次はＰＣ間ロイスを双そう方ほう向こうで結んでください。

フィン：分かりました。

隼人：というわけで、フィンとの関係を決めるぜ！

フィン：僕は隼人の名を話に聞いたことがある。……そこまで地じ獄ごく耳みみなキャラでいいのか？

ＧＭ：いいと思いますよ。ＧＭとしてはウェルカムです。

隼人：そして隼人が、「なぜ俺のことを知っている!?」と驚おどろく（笑）。

フィン：それは面おも白しろい（笑）。うーん、でも〝有ゆう為い〟は、上から目線すぎるな……。

ＧＭ：「キミには可能性がある」っていう感じですよね、〝有為〟。

フィン：もうちょい柔らかい方がいいんだけど……。

隼人：〝慕ぼ情じよう〟はどうでしょう？

フィン：「懐なつかしい」か、老人的に考えて。でも、〝好意〟か〝感服〟あたりも棄すてがたい。……ん、ここは〝好意〟にしよう。

隼人：好意を受けた。なんだか目線が熱い（笑）。

フィン：「キミはいい目をしている」（笑）。さて、ネガティブはどうしようかな？

ＧＭ：ネガティブは表を振ふってみるのはどうでしょう？

フィン：そうだね。……33。

ＧＭ：〝劣れつ等とう感かん〟。

フィン：それはいいな。内心で「若わかい者はいいなぁ」って思っている。

ＧＭ：ではフィンは決まりましたね？　では、次に隼人からフィンに対して。

隼人：俺は初っぱなから表を振ります。……99。〝尽じん力りよく〟。フィンに尽くしたい！

フィン：年とし寄よりを大切にね！（笑）

ＧＭ：シナリオ的にもいい関係だと思います。

隼人：支部長に手伝ってやれって言われたし。仕事だし。ネガは……〝脅きよう威い〟！

ＧＭ＆フィン：（笑）。

フィン：この僕に逆さからうと、お前のゲーム機を《ショート》させるぞ？

隼人：ひいっ!?　きょ、脅威だ！　なんて恐ろしいジジイだ！（笑）

フィン：こと電化製せい品ひんに関しては、絶ぜつ対たいの強さを誇ほこるジジイ（笑）。

隼人：秋葉原には強いなあ。

フィン：はた迷惑なだけかもしれないぞ。その気になれば、街の通信網をシャットダウンできたりもするが（笑）。

ＧＭ：ブラックドッグの強みですね。

フィン：まあ、そんなことは簡単にはやらんがね。

ＧＭ：では、最後にシナリオ情報技ぎ能のうとして、レコードシートに〈情報：アキハバラ〉と記入してください。これでプリプレイは終しゆう了りようです。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆全ては一通のメールから


ScenePlayer ─── フィン






　イギリスの片かた田舎いなかにある、趣しゆ向こうの凝こらされた大きな屋や敷しき。

　その一角から、金きん属ぞくを酸さん素そ溶よう接せつする音が響ひびいている。

　部品の山に埋うもれたその部屋。中央の作業テーブルに向かい、熱心に奇き妙みように曲がりくねったパイプを繫つなげているひとりの老ろう紳しん士しがいた。




ＧＭ：というわけで、フィンのオープニングです。登場分の侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

フィン：それでは１Ｄを振って、……７点上がったよ。

ＧＭ：こんな風にシーンを始めたいっていう希望があります？

フィン：田舎の屋敷カントリーハウスで機械弄いじりをしてるところからでどうでしょう？　屋敷に研究室を持ち、趣味として発明まがいのことをしている。

隼人：機械とかパイプとかを、繫げては壊こわし繫げては壊し。

フィン：そう、そんな感じ。……生せい産さん性せいねぇなぁ（笑）。

ＧＭ：そんなフィンのところに一通のメールが送られて来るのですが。

フィン：では、ハウスキーパーのマーサが、それをプリントアウトして持ってきます。

隼人：ハウスキーパー？　ああ、本物のメイドさんか。

ＧＭ：わざわざプリントアウトするのですか？

フィン：そうそう。マーサは僕の館やかたで働いてくれているハウスキーパー。普通にメールを受け取るだけじゃ芸がないのでね。

ＧＭ：では、マーサさんが、「旦だん那な様さま、お手紙が届とどいております」とプリントアウトしたメールを届けに来ます。

フィン：そしてドアのところで、「旦那様、旦那様」　ゴンゴンとドアをノックすると、「プシュー、ドカーン！」

ＧＭ：ええっ！

隼人：爆ばく発はつしてるー!?（笑）

フィン：で、マーサの前のドアがガチャっと開くと……。

隼人：頭をアフロヘアー風に黒コゲにした、フィンが立っているわけですな。

フィン：そうそう、まさにそれ。

隼人：アメリカのホームコメディーみたいな、観客の笑いが聞こえてきそうだ（笑）。

フィン：そして、英国式のスーツの上に、溶よう接せつ作業の時に保ほ護ごのために着けるエプロンを煤すすだらけにした僕が出てきて言う。また駄だ目めだった！（笑）

ＧＭ：えーと。マーサはそれにも動じず、「旦那様、メールが届いています」と言って、プリントアウトしたメールを渡してくれます。

フィン：では、持っていたものをまとめてマーサに渡して、メールを受け取ろう。……ふむ。読めないな、メガネ、メガネ（笑）。

ＧＭ：「旦那様、こちらに」とマーサがメガネを渡してくれます。

隼人：便利だな、メイド。

ＧＭ：で、文面を読みますと、ハンドアウトの通り、「アキハバラに向かって欲ほしい」と書いてあるわけです。

フィン：眉まゆを顰ひそめて言う。引退した老人を担かつぎ出すほど、ＭＩ６には人材がいないのか？　……そういえば、何年か前に、本物のＭＩ６が求人広告を新聞に出したことがあったな。

ＧＭ：それだけあなたが優ゆう秀しゆうなんですよ〝オールド・エス〟。それに、レネゲイド関連の事じ件けんに対応できるエージェントは貴き重ちようでしょうし。

フィン：それもそうか。それではマーサ、電話を持ってきてくれ！　と頼たのみます。

ＧＭ：「はい旦那様、こちらに」と、サッと携帯電話が出てきます。

フィン：では、ＭＩ６へ電話をかけます。そして名前も言わずいきなり、貰もらったメールのことだがね、あれはどういうことだね？　と切り出します。

ＧＭ：すると相手は「あなたにしか頼めない仕事なんですよ。あなたも長らくあの地に足を運んでないでしょう？」と返します。

フィン：そこでうーん、と悩んでから、だが、僕もそろそろ八十を超こえる老人だ。日々の楽しみと言えば機械弄いじりと孫の顔を見ることくらいだよ。状じよう況きようは厄やつ介かいそうだが、随ずい分ぶんと古い人間を担ぎ出し過すぎやしないかね？　と話してみましょう。

ＧＭ：「つれないな。あなたには日本に仲の良い友人もいるでしょうに」

フィン：だからこそ、だよ。

ＧＭ：はぁ？

フィン：かつての日本を知っていればこそ、その思い出を大切にしておきたいものなのだよ。かつて東とう邦ほうの快かい男だん児じと呼よばれた、あの漢おとこたちとの思い出をね。年寄りの感かん傷しようと笑いたければ笑ってくれ。

隼人：つまりプレイヤーとしてはあれですな。トワイライトシリーズに絡からめつつ、天花寺大悟てんげいじ・だいごのような漢おとこを求めて日本に行く、という展てん開かいにしたいと？

フィン：そうそう、その通り。

ＧＭ：なるほど。そういうことなら……、「あなたが昔の思い出を大切にするのはよいことですが、だからといって現在を否ひ定ていすることはないでしょう？」。

隼人：それに、もしかしてあなたの友人の魂たましいを受け継つぐ人たちに会えるかもしれませんよ？

フィン：快男児、実は有名人？（笑）　では肩をすくめて言います。そこまで君が言うのならば、仕事は請うけよう。……ただし仕事が終わった後、暫しばらく滞たい在ざいを延のばしてくれ。もうこの歳としだ。旅行のついででもなければ、いろいろとやっていられないよ。

ＧＭ：「分かりました。ホテルの予約を数日延ばし、新しい帰りの航空機のチケットも手配しましょう。では、よろしく」

フィン：………。

ＧＭ：どうしました？

フィン：いや、やってることが子供の頃ころから変わってねぇなぁって（笑）。




　七〇年たってもご褒ほう美びに釣つられるフィン。




フィン：では、電話を切った後にハウスキーパーを呼びます。マーサ、日本まで出かけることになった。支し度たくを頼む。

ＧＭ：「かしこまりました」とマーサが言うと、直すぐにメイドたち総出で支度を始めます。

フィン：そしてここで、日本か……、と何となく思い出深そうに呟つぶやきます。

ＧＭ：では、シーンを終しゆう了りようして、場面を日本に切り替えたいと思います。







◆Opening 02◆こいのぼりからの依い頼らい


ScenePlayer ─── 隼人






「ラーメン三丁！　とんこつと味み噌そと塩です！」

「おう、ラーメン三丁！」

　ホールからの声に威い勢せい良く応こたえて、少年は麵めんを手に取った。

「……何でラーメンなんてメイド喫きつ茶さで作ってるんだ？」

　怒いかりマークを宙ちゆうに飛ばしながらも、手は休めない。

　いや、休む暇はない。

「ブツブツ言うんじゃないっ！」

　隣となりで包丁を振ふるう料理長に、どう絞しぼられるか分かったもんじゃないからだ。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーは当然隼はや人とです。

隼人：これでいきなり「オープニングはないです」とか言われると、感動的なシーンになるわけですが（笑）。

フィン：侵しん蝕しよく率りつ、侵蝕率。

隼人：９！　……これが高たか崎さき隼人か（笑）。




　隼人は侵蝕率が上がりやすい人なのです。

　詳くわしくは『オリジン』シリーズを参照してください。




ＧＭ：それでは、現在隼人は喫茶ゆにばーさるにいます。仕事の最中で……。

隼人：キッチンで、こんなのメイド喫茶のメニューじゃねぇよとかぼやいていると、上月永斗こうづき・ながと料理長に怒ど鳴なられます。「ブツブツ言うんじゃない！　麵上げのタイミングは分かってるなぁ!?」……はい！　師し匠しよう！　とまあ、そんな感じで働いています（笑）。

ＧＭ：そうこうしていると、隼人は内線電話で呼よび出されます。「キッチンは上月兄弟に任まかせて大だい丈じよう夫ぶなので、事じ務む所しよへきてくださーい！」

隼人：それではぶつくさ言いながら、事務所へ行きます。

ＧＭ：すると、そこにはＵＧＮアキハバラ支部長兼、メイド喫茶ゆにばーさるの店長、薬王寺結希やこうじ・ゆうきが待ち受けております。

隼人：何スか店長？　キッチンが忙いそがしいっぽいから、手短な方がいいっスよ？

ＧＭ：とりあえず、椅い子すにお座すわりください。あなたに任にん務むがあるのです。

隼人：任務……ですか？　任務という単語を聞いて、嫌そうな顔で答えます。

ＧＭ：「はにゃ～！　嫌な顔をしないでください～！」

隼人：メイド喫茶の方は客が多くててんてこ舞まいしてるし。

ＧＭ：「はにゃ！」

隼人：ＦＨも別に悪さする気があるわけじゃなさそうだし。

ＧＭ：「はにゃあー」

隼人：こう、平へい穏おん無ぶ事じな日々ってのも大切だと思うんスよね。

ＧＭ：「いいからそこに座れっ！」（[image: ]はんにゃモード）

隼人：まことに申しわけありません、と土ど下げ座ざして椅子に座ります。

ＧＭ：……続けていいですか？（笑）　「実はイギリスのＭＩ６から、協力要請がありました。隼人さんには、その対応をお願いします」

隼人：ＭＩ６の要請……って、そんなんでＵＧＮが動くようなことがあるんすか？　とびっくりした顔をする。

フィン：ＵＧＮは各国政せい府ふと割わりと仲がいいよ。そうでないと、活動が制せい限げんされるからね。

ＧＭ：「お願いしたいのは、ＭＩ６のベテランエージェント、フィン・ブースロイド氏に付き従い、彼の手伝いをすることです」

隼人：ふんふん。そういう言われ方だと、イケメンスパイを想そう像ぞうしてしまうなぁ（笑）。

フィン：まぁ、映えい画がに出てくるような連中が次々に思い浮うかぶでしょうね。

隼人：「ちょっと面おも白しろそうだな。サインでも貰もらおうかな」なんて考えたり（笑）。

ＧＭ：じゃあ、それで！（笑）

隼人：分かりました。それで、事件の方はどういう内ない容ようなんですか？

ＧＭ：「彼が追っている件についての調ちよう査さは、椿つばきさんに頼たのんであります」

隼人：ほう。

ＧＭ：「椿さんが情報を得次し第だい、こちらに報ほう告こくに来てくれる手て筈はずになっています」

隼人：椿がいなかったのか。道理で店が忙いそがしかったわけだ……。と納なつ得とくする（笑）。




　椿は『オリジン』での隼人の相方。優ゆう等とう生せいと呼ばれる優秀で真ま面じ目めなキャラクターなのです。




ＧＭ：「現在までの椿さんからの報告によりますと、〝一花繚りよう乱らん〟というメイドカフェがありまして」

隼人：〝一花繚乱〟……（メモを取る）。

フィン：一花なのに繚乱とは、これいかに（笑）。

ＧＭ：「その店について、いろいろと調べているようです」

隼人：分かりました。店長、ひとつ重要な確かく認にんがあるのですが？

ＧＭ：「なんでしょう？」

隼人：（恐る恐る）その間は、店の仕事はなしでいいですよね？

ＧＭ：「はい、それは勿もち論ろん」そこまでこき使いませんよ（笑）。

隼人：よしっ！　それならば、この〝ファルコンブレード〟、今から任務に向かいます！　ヒャッホウ♪（笑）

ＧＭ：「お願いします。あまりお待たせするのもなんですから、待ち合わせ場所のアキハバラ駅前に向かってください」

隼人：アキハバラ駅前ですか。……曜日的にはどうなんでしょうね？

フィン：アキハバラは金曜の夕方以い降こう、休日になると急きゆう激げきに人が増ふえますからね。

ＧＭ：なるほど。……それでは平日ということでいきましょう。

隼人：なら、「平日ならすぐに見つかるだろうな」と思いながら、駅前に移い動どうします。

ＧＭ：では、この辺でシーンを切らせていただきます。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆まちぼうけ


ScenePlayer ─── フィン






　平日のアキハバラ駅前。

　フィンを待つ隼人は───怒いかりと羞しゆう恥ち心しんに震ふるえていた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ最初のシーン。合流シーンなので、ふたりとも登場ですね。

隼人：そうでしょうな。

フィン：シーンプレイヤーからの要望で、隼人の視し点てんから始めていただきたい。

ＧＭ：了りよう解かいです。それでは、おふたりとも侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

フィン：直すぐ登場しますんで……、と９点上じよう昇しよう。こちらも出目が高いな、今日。

隼人：俺は４点……。まぁ、いいか。

ＧＭ：では、平日のアキハバラ駅前。

隼人：人が多いなぁ。目印になるものって何か渡わたされてきたんだけど……、って言いながら、鞄かばんからでっかいウェルカムボードを取り出す（笑）。

フィン：普通は空港とかで持つものだよね。

ＧＭ：そのボードには大きな文字で「フィン・ブースロイド氏　ようこそ、ジャポンへ！」。

隼人：英語一文字も入ってねぇ！（笑）

フィン：このボード作ったの誰だよ!?（笑）

ＧＭ：きっと辰巳狛江たつみ・こまえちゃんとかが頑がん張ばって……。

隼人：あいつか！　ふざけんじゃないよ！　あいつは空手でもやっていればいい！




　辰巳狛江とは、『オリジン』シリーズに登場したキャラクター。このリプレイで挿絵を担当してくださっている、安達洋介さんのＰＣです。




ＧＭ：使うのやめます？

隼人：いえ、プレイヤーとしてはこんな面おも白しろいネタを受けずにはいられません（笑）。

ＧＭ：すると、駅前を通りすがる人が胡う乱ろんな目を向けます。

隼人：くそっ！　なぜ俺おれがこんな目に！　って言いながらフィンを持ってます（笑）。




　しかし、待てども待てども、相手は来ない。

　三十分が過すぎた頃から座すわりこみはじめ、一時間が過ぎた頃から携帯ゲームで遊び始めた。

　最初の頃にチラシを配っていたメイドの姿すがたは既すでになく、別の店のメイドが配り始めている。

　隼人はウェルカムボードを足元に置いたまま、その場で待ち続ける。




隼人：……おっせぇなぁ。おかしくねぇ？

フィン：それじゃあ、そろそろ登場するか。隼人がふと顔を上げると、そこから見える電器屋で、品物を見み比くらべている英国人の老紳しん士しがいる。こっちがこれで…あ、でも、重さはこっちが……ってつぶやきながら。

隼人：きょろきょろと周りを見る。外国人は、……ひとりだけなんだよな？　アキハバラにしては珍めずらしく、ひとりしかいないんだよな……。

フィン：で、「おっかしいなぁ…」って思った隼人が、二十分後に店を見ると、老人はまだ同じことをやってる（笑）。

隼人：……まさか？

フィン：ふと、隼人と目が合う。

隼人：ええと、もしかしてあの爺さんが……。

フィン：隼人の内心のつぶやきがわかったようなタイミングで、手を振る僕（笑）。

隼人：やっぱそうなのかよ！

フィン：しかも清々しい笑顔でね（笑）。

隼人：シカモ気ヅイテヤガッタァー！（笑）

フィン：僕は気にせず品比くらべに戻もどって、店員に、これとこれは、どう違ちがうのかね？　と聞く（笑）。

隼人：ちょ、チョット、イイデスカー？

フィン：（しれっと）すまん、今、忙しいんだ。

隼人：名前だけ聞かせてください。ミスタ・フィン・ブースロイド？

フィン：そうだが。

隼人：っ！

フィン：もう用はすんだかね？　じゃあ、ちょっと待っていてくれたまえ、と言って店員に向き直ります。

隼人：人と待ち合わせをしておいて、その態たい度どは何なんだ!?

フィン：仕方ないなぁ、って顔で振ふり向きます（笑）。

隼人：あんた仕事で来たんじゃないのかよ!?

フィン：じゃあ、流りゆう暢ちような日本語で……。

隼人：日本語喋しやべれるんだ？　……あ、そうだ。俺、日本語で声かけてた！（笑）

フィン：上から下まで、じろじろと隼人を見ています。

隼人：……な、なんだよ？

フィン：その恰かつ好こうは、何かの罰ばつゲームかね？

隼人：誰だれのせいだかわかってますカー！（笑）




　といいながら嬉うれしそうな隼人のプレイヤー、大おお畑はたさん（笑）。




隼人：怒ど鳴なりながら、ウェルカムボードをべきっと折る（笑）。まあ、本来フィンのせいではないけど。

[image: ]

フィン：チッ、見つかっちゃったなぁ……、と言う。聞こえないように言ってるつもりなんだけど、隼人には聞こえちゃうくらいの声で（笑）。

隼人：やる気あんのか!?　あ、あんた、ＭＩ６の凄すご腕うで……。

フィン：（口の前で人差し指を立て）しーっ。

隼人：（声を潜めて）凄腕エージェントなんだろ？　なんか、世界の危き機きを救いにきたとか、悪の富ふ豪ごうを倒たおしにきたとかじゃないの!?

フィン：そりゃ映画の見み過すぎだ。

隼人：そ、そうなのか。

フィン：第一、僕はもうこんな歳だ。本当はエージェントを引退しているはずなんだよ。

隼人：そこで驚おどろこう。……引退するはずの人が、何でこんなところに？

フィン：その辺はいろいろあったんだ。話せば長くなるが……。

隼人：うん、うん。

フィン：バカンスに釣られてねぇ。

隼人：……ジイさん真ま面じ目めにやる気あんのか！

フィン：最近、娯ご楽らくが少ないんだ。外に出る機会を作ることが、長生きの秘ひ訣けつなんだよ。

隼人：……まぁ、ジイさんみたいな人がそう言うんなら、そうなんだろうけどさ。って、なんかもうタメ口になってる（笑）。

フィン：ところで、隼人君？

隼人：ああ……。って、何で俺の名前を知ってんの!?

フィン：ニヤニヤしつつ、手品のように懐ふところからＰＤＡ（携帯情報端末）を取り出す。

隼人：ＰＤＡ？　ジイさんなのに！（笑）

フィン：《セキュリティカット》を使ってＰＤＡを操作します。すると、画面が開いて、フィン自身が集めたＵＧＮのデータファイルの中の隼人の欄らんを表ひよう示じします。

ＧＭ：いいですね、ブラックドッグらしい演出で。……ただし侵蝕率は上げておいてくださいね（笑）。

フィン：中々華はな々ばなしい戦歴じゃないか。よく、という程ほどではないが、君の話は英国にも伝わっているよ。

隼人：……仕事でやってるだけさ。別にどうってことはねぇさ。

フィン：いやいや。その若わかさでこれだけのことができるのだから、大したものだよ。とにかく、仲良くやろうじゃないか。と言って、右手を差し出します。

隼人：じゃあ、一いつ瞬しゆんその手を見た後、握にぎり締しめよう。

フィン：さて、そろそろ仕事の話をしたいのだが、……ここでするのもなんだねぇ。




　そういや駅前で話してたんですね、今まで。




ＧＭ：では、そろそろシーンを切って、喫茶ゆにばーさるに向かいましょう。

フィン：そういえば、ＵＧＮは何か店を出していると聞いたな。

隼人：カヴァーでメイド喫茶やってるんで。

フィン：メイド……キッサ？（首を傾かしげる）　それは、何かね？（笑）

隼人：微妙な表ひよう情じようをしながら、行ってみりゃ分かるよ、と言う。隼人は古いアキハバラ人間なので、メイド喫茶とかの萌もえには不満があるのだった。

ＧＭ：では、ふたりがゆにばーさるへと向かったところでシーンを切ります。







◆Middle 02◆ＵＧＮの敏びん腕わんチルドレン


ScenePlayer ─── 隼人






「ただいま～。ちょっと席、借りるぜ～」

「オス！　お帰りなさいませご主人様っ！」

　喫きつ茶さゆにばーさるの扉とびらを開けた瞬しゆん間かんに飛び込こんできたのは、空手着とメイド服を融ゆう合ごうしたような服を着たひとりの少女の姿すがただった。




ＧＭ：では、次のシーン。先さき程ほどの続きになります。侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようをお願いします。

隼人：４。隼人じゃないみたい（笑）。侵蝕率の伸のびが悪いよ～。

フィン：また９。バリバリ侵蝕率が上がる僕ぼく。

ＧＭ：戻もどってきたふたりを狛江ちゃんが出で迎むかえてくれますよ（笑）。

隼人：狛江は俺おれを見て、「すぐ分かったでしょ？」って自じ慢まんげに言うと思う（笑）。で俺は、お前は何を考えてるんだ！　偉えらそうにする前にお冷を出せ！　って、叩たたき割わったボードを投げつける（笑）。

フィン：店にいる大おお勢ぜいのメイドに、僕は一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとする。次の瞬間には理り解かいするけど。

ＧＭ：するとそこに、結希が出てきて、「お帰りなさいませ、ご主人様。どうぞ、こちらへ」と言って、自然な仕草で周りに人がいない席へフィンと隼人を通します。

フィン：では、ああ、ただいま。いいお茶はあるかい？　と返します。

ＧＭ：英国紳しん士し相手だから、ちゃんとしたお茶を出さないといけないですよね……？

隼人：なんか、結希のロールプレイに〝入って〟ませんか？（笑）

フィン：では、案内された席に腰こしを下ろして、隼人に向かって言う。これはどういう商売ビジネスなのかね？（一同爆笑）

隼人：俺もよく理解してるわけじゃないけどさ。ここに来て、男だん性せいはメイドの給仕を楽しんで、女じよ性せいは……。働いている黒須左京くろす・さきようを指そう。執しつ事じの給仕を楽しむ。そういう店なんだ。

フィン：メイドが、ねぇ。……そんなに珍めずらしいものかね？

隼人：そりゃ、イギリス人のアンタには分からないかもしれないけど。……って、イギリスにはそんなにいっぱいいるの？　メイドさん。

フィン：うちには、今のところ、六人のメイドが働いている。

隼人：……すんません、俺なんかがタメ口きいたりなんかして（笑）。

ＧＭ：では、そんな話をしていると、執事姿の椿がお茶を運んできます。

隼人：ああ、戻ってたのか。椿に声をかけます。

ＧＭ：「隼人が道草食ってる間に、一いつ生しよう懸けん命めい、頑がん張ばらせていただきましたよ？」と椿は言います。

フィン：具体的に言うと、僕に待ち合わせをすっぽかされている間に。

隼人：合計二時間くらい？

ＧＭ：椿は「隼人がフィンを見つけられなかったに違ちがいない」と思っているのです（笑）。

隼人：俺はちゃんと待ってたんだよ！　でも、このジイさんがさぁ……。

ＧＭ：（おざなりに）「はいはいはいはい」と言うと、椿は「現げん時じ点てんで分かったことです」と言ってレポートをお茶の配はい膳ぜんの時にさりげなく置きます。

フィン：ありがとうお嬢じようさん。

ＧＭ：「当然のことをしたまでです」と言って綺き麗れいな笑顔を浮うかべ、椿は去ります。

フィン：では、レポートを見よう。

ＧＭ：まず、マンドラゴラを持ち込こんだ人物について記き載さいされています。ＦＨエージェントの〝ディアボロス〟春日恭二かすが・きようじですね。彼がヨーロッパから持ち込んだらしいです。

フィン：ほう、春日恭二かね。と、目をキラキラさせる（笑）。

隼人：知ってるのか、ジイさん!?

フィン：有名だからね。彼には一度会ってみたいと思っていたんだ（笑）。

隼人：駅前のでかい店、ファイナルハーツに行けば、客引きしてるよ。暇ひまなときに見に行けばいい。

フィン：それは素す晴ばらしい！　仕事が終わったら、そこで買い物をしていこう。

ＧＭ：えーと。とにかく情じよう報ほうだけ提てい供きようしてしまいますね。マンドラゴラは、本来無害な植物に、ＥＸレネゲイドが取り憑ついて変へん異いしたものです。人々のイメージの影えい響きようを受け、伝説にあるマンドラゴラの効こう果かを持つに至いたったと推すい測そくされます。

隼人：マンドラゴラねえ。ファンタジーＲＰＧじゃあるまいし……。

フィン：マンドラゴラ自体は実じつ在ざいする植物だよ。

隼人：ここはロールプレイ的に、「えっ！」と驚おどろきましょう。

フィン：マンドラゴラは実在するナス科の植物だ。もっともあちこちの伝説に登場して魔ま術じゆつ的てきな植物になってしまっているがね。「引き抜ぬくと、奇き妙みような金切り声をあげて、それを聞いた人が死ぬ」とか、「犬に引かせてそれを採さい取しゆし、一流の魔女たちが道具にした」とか。

隼人：ほ～。それはハヌマーンのエフェクトっぽいなーと言っておく（笑）。

ＧＭ：それから、持ち込んだ春日恭二についての情報を。今までファイナルハーツで働いていて、何度何度も目もく撃げきされているわけですが、最近、彼が店頭に出ているのを見ないと。

フィン：……は、話が違ちがわなくないかね？（笑）

隼人：おかしい！　アイツ以上に熱心に客を引いていた奴やつはいなかったのに！

ＧＭ：…………。

フィン：ＧＭ、なんだか楽しそうですね？

ＧＭ：いえ、別に。どうぞお続けください。

隼人：ともかく、わざわざ休日まで返上して働いていた、あの恭二がいなくなるなんて！

フィン：まあ、超ちよう過か労働はあまり良くないと思うが。

隼人：あいつは信しん頼らい回かい復ふくのために、いつも頑がん張ばっているのさ。

フィン：ワーカホリックだな。

ＧＭ：最後に。春日恭二を見かけなくなった頃ころに、〝那須緑なす・みどり〟という人物がアキハバラに現あらわれまして、彼女がそれに関係しているのではないかという推測がされています。

フィン：那須緑……。

ＧＭ：オープニングで結希が言った、一花繚りよう乱らんの店長ですね。店に行けば会えるそうですよ。

フィン：これは素す晴ばらしい成果だ。

隼人：流石さすがは椿。優等生。

フィン：では、どうする？　隼人君。最さい大だい限げんに怪あやしいところは、君のパートナーが見つけてくれたようだが？

隼人：一番の容よう疑ぎ者しやに話を聞きに行くのがいいんじゃねぇかなぁ。

フィン：君もそう思うかね？

ＧＭ：では、次は一花繚乱に行くシーンということで、ここで切りましょう！







◆Middle 03◆いざ、店内へ！


ScenePlayer ─── フィン






　何がここまで客を惹ひきつけるのだろう……？

　目の前に広がる長ちよう蛇だの列に、フィンと隼人は目を丸くした。




ＧＭ：それでは一花繚乱にＰＣのふたりが乗り込こむシーンを始めます。

隼人：侵しん蝕しよく率りつが１点上昇。なんだか隼人じゃないみたいだ。

フィン：こちらも１点上がりました。

ＧＭ：では、ふたりは一花繚乱というメイド喫きつ茶さに到とう着ちやくしました。

隼人：どんなお店なんですか？

ＧＭ：花で飾かざりつけされた、ファンシーな感じのメイド喫茶ですね。

フィン：ほう。

隼人：それは入りづらい雰ふん囲い気きだなぁ。

ＧＭ：というか、店に入ろうにも、前に行列がずらーっとできていてすぐには入れません。

隼人：なんか、凄すごい人気店らしいな。イベント日なら分かるんだけど。……あ、これは調ちよう査さしてるから知ってるだけだぜ？　一いつ般ぱん常じよう識しきとして知ってるだけで、よくメイド喫茶に通ってるわけじゃないんだからねっ（笑）。

フィン：なるほど。こういう店が人気だというのは本当らしいな。と言って、スタスタと行列に並ならびます。

隼人：俺も列に並びつつ、他の客にこの店について聞いてみたりして。……この店、人気あるんですか？　俺、はじめて来たんですけど？

ＧＭ：では〈情報：アキハバラ〉で判はん定ていをお願いします。目もく標ひよう値ちは８です。

隼人：（ころころ）わぉ、成功した。というわけで、すごい列ッスねーと列に並んでる客に話しかける。

ＧＭ：どうやら、とてもリピーターが多いらしいですね。「ここに来てしまったら、他の店に行く気はしないよ～」みたいな話をされます。

隼人：なるほど。どうも、ここには心を摑つかむ何かがあるっぽいな。これ以上は、中に入ってみないと分からないかな。

フィン：だろうね。

ＧＭ：「ところで」と、一緒に並んでいるお客さんが隼人に声をかけます。「その服はゆにばのコスだろ？　なんで他の店に並んでいるんだ？」

隼人：……しまった！　俺、着替えてこなかった（笑）。

一同：（笑）。

ＧＭ：（笑いつつ）すみません。今のなしにして着替えてきます？

フィン：いや、ここはオイシイからそのままで行こう（笑）。

隼人：いいッスね。それで行きましょう（笑）。

フィン：では、僕が助け船を出そう。彼は僕を案内してこの街を回ってもらっているんだ。人気のメイド喫茶があるというので、ぜひにとお願いして一緒に並んでくれているというわけさ、とツッコミを入れてきた客に説明する。

隼人：すると、「へえ」と言いつつ、そのお客さんは遠慮無く隼人をジロジロと見回すわけですよ！（笑）さらに、それを聞いた周囲の客までジロジロと！　ちくしょう！　なんたる屈辱!!（笑）




　でも、なんだか楽しそうですよ？　大畑さん。




ＧＭ：ではそんなイベントも起こしつつ、暫しばらく待たされた後、店内に通されます。メイド服はスカート丈の長い、落ち着いた感じのデザインで、濃い紫の生地を使っています。店内は花で飾かざり付けられ、可愛かわいらしい雰囲気になってますね。ただ、花は一種類だけですけど。

隼人：一種類だけ？

ＧＭ：ツルのある、ちょっと変わった青みがかった紫の花で、ふたりとも初めて見る花です。

フィン：では、右を見て、左を見て。一花繚乱とはよく言ったものだなぁ……。

ＧＭ：すると、「おかえりなさいませ、ご主人様」と言ってメイドさんがやってきます。そのメイドさんが胸むねにつけているプレートには〝店長：那須緑〟と書いてあります。

隼人：他にもメイドはいる？

ＧＭ：はい、いっぱいいますよ。

フィン：さすがにひとりで切り盛りしているわけではない、か。

隼人：もしかして他のメイドさんって「目がぐるぐる」してない？（笑）

ＧＭ：そんなことはありません。でも、みんななんだか那須緑さんに似にた雰囲気がしますね。統一感があると取るか、キャラクターのバリエーションに乏しいと取るかは微妙な感じです。

隼人：へぇ、メイド喫茶だと、それぞれのメイドのキャラを立てたりするもんだが。違い和わ感かんは感じておくか。

ＧＭ：そうですね。違和感と言えばお店に来ている客たちは、みんなひと言も話さず、黙もく々もくと接せつ客きやくを受けています。誰もが等しく幸せそうな笑みを浮かべて。

隼人：げぇっ！

フィン：ともかく、「大変な人気じゃないか」と声をかけよう。

ＧＭ：「私どものご奉ほう仕しが、すべてのご主人様お嬢様に満足していただけている結果かと」

フィン：それを聞くと僕は微び妙みような顔になるよ。メイドというのは、日本だとそんなに従じゆう順じゆんなものなのかね？

隼人：客商売として成功している、っていう意味なんじゃないの？　と表ひよう情じようで語る、俺。

フィン：とりあえず雑ざつ談だんを進める感じで言いましょう。……それはそれで立りつ派ぱな精せい神しんだがね、僕の家にいるメイドなんかはもう口うるさくてね。三日にいっぺんは怒おこられるよ。まあ、僕が部屋は汚よごしっぱなし、必要がなければ着の身着のまま動くから悪いんだけどね。

ＧＭ：すると緑は顔をしかめます。「そんなのは正しいメイドの姿ではありません！」

隼人：面おも白しろいなぁ（笑）。

フィン：隼人とふたりで「ええっ!?」って顔で緑を見てから、いや、僕と彼らとはあくまで雇こ用よう関係だからね、とメイドの夢ゆめを打ち砕くだくようなことを言ってみよう（笑）。

ＧＭ：すると緑は、「ああっ！　なんてことでしょう！　正しきメイドの姿を知らないなんて……！」と泣き崩くずれます。

フィン＆隼人：ええーっ!?

フィン：な、なんかおかしい、ぞ？

隼人：本気……なのか？　と驚おどろいた顔で。

ＧＭ：「当然でございますっ！」緑はあくまで真しん剣けんな顔で言います。

フィン：（咳払いをして）……お、お嬢さん。正しきメイドとは、一体、何なのかね？

ＧＭ：「すべてのご主人様が、満足できるような環かん境きようを作り出せる者、です」

隼人：まぁ、客商売として正しいことを言っているようには聞こえる、けど。

フィン：それは、確たしかにそうなんだが……。

隼人：休きゆう憩けいタイムを取りましょう！　こ、コーヒー！　と追おっ払ぱらう作戦にでる！（笑）

フィン：ああ、僕は紅こう茶ちやでよろしく頼たのむ。

ＧＭ：緑は「かしこまりました」と、礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをして、去っていきます。

フィン：悪いことを言ったかな、という気がしないでもないんだが……。こういう商売をやっている人たちは、皆みなあんな感じなのかね？

隼人：そうだな、パターンはふたつある。ひとつは、コスプレを目的に働いている人。

フィン：そういう雰囲気ではなさそうだが。

隼人：ああ、だから、ふたつ目、ロールプレイ。なりきり、ということも考えられなくはない、が───あの目は、尋じん常じようじゃなかった（笑）。

フィン：何となく理解した。確かにあれはちょっとおかしいな。

隼人：だろう？

フィン：事じ件けんそのものに関かかわりがあるかどうかは分からないが、怪しいところはふたつ目だ。僕の勘かんだと、ふたつ目まではかなり怪しい、三つ以上がほぼ確かく定てい。偶ぐう然ぜんは、ふたつまでは重なるが、三つ目までは重ならない。

隼人：なるほどなぁ……。とりあえず、そこいら辺はまた別のラインから調べてみるのが良い気がするな。

フィン：とりあえず、今は彼女の様子が見れただけ良しとするかな。……と言って、とりあえず、お茶を飲もう。

ＧＭ：出されたものを、飲みますか？

隼人：飲みます。

フィン：お金は無む駄だにしたくない。（きっぱり）

ＧＭ：では、１Ｄ10、侵蝕率の上昇をお願いします！

フィン＆隼人：げーっ!!

隼人：７上がった！

フィン：こっちは９上がった！

ＧＭ：カップに口をつけると、ふたりとも「これはおかしいぞ」というのが分かります。

隼人：飲んだ瞬間、体内のレネゲイドが活かつ性せい化かしたのを感じて、「やばい」って顔をする。

フィン：隼人に目だけで「表情に出すな」と合図します。

隼人：では何か言おうとして、ジイさんのアイコンタクトを受けて、黙だまる。




　フィンは静かにカップをソーサーの上に置き、小声で言った。

「……三つ目、だな」







◆Middle 04◆未知との遭遇


ScenePlayer ─── フィン






「……腹、こわさねぇか……？」

　丼一杯分はありそうなアイスを片手にご満悦なフィンを見て、隼人はぼそりと呟く。

　その横を、パーティーでもないのに様々なコスチュームを身につけた人たちが通りすぎる。

　ここはアキハバラ。

　他の地で満たされぬ者たちが集う町。




ＧＭ：では、一花繚乱を出た後のシーンになりますね。ふたりでアキハバラの大通りを歩いていると思ってください。

フィン：歩きながら、片手でトランクケースを持って、もう片方の手でドラゴンアイスを食べてます。

隼人：器用だねぇ。

フィン：で、アイスを食べ終わったら、次に手品のようにケバブを取り出して、もしゃもしゃと食べます。

隼人：ジイさん、アキハバラを堪能しているなぁ（笑）。

ＧＭ：そうこうしていますと、通りをメイド服を着た集団がいるのが見てとれます。

フィン：ほう。街にメイド服か……、といって眉をひそめます。

隼人：どうしたジイさん？

フィン：ふむ。あまり感心せんな、コスチュームを着たまま街に出るとは。

隼人：この街じゃ、もう珍しくもないけどな。

フィン：同好の者同士で楽しむのは自由だ。しかし、それを路上という公共の場所へ持ち出すのは話が違う、といいます。そりゃもう頑固者のジョンブルっぽく（笑）。

隼人：では今時の日本の若者っぽく擁護するぞ（笑）。まぁ正論だとは思うけど、すでにひとつの風物詩として街になじんだものだからな。あの恰好で道路の清掃をしたりとか公共的な活動もしているし……。

ＧＭ：そうなんですか？

隼人：そうなんですよ。まぁ全部のメイドカフェでそういうことをしているかどうかは知りませんが。

フィン：メイドのコスチュームで掃除か……。なんだか一周してしまった感じが（笑）。

隼人：アキハバラという街自体が観光地だから。そういう意味ではこの街自体がそういう自由を許された空間なのかもしれないな。

フィン：まあ、公共的な活動をしているというなら、あれは一種のユニフォームとして許容されてもいいかな……。

ＧＭ：ところで。

フィン＆隼人：はい？

ＧＭ：そのメイドさんたちは、ひとりの人物を襲撃しているようなんですが？

隼人：……襲撃？

ＧＭ：はい。メイド服を着た集団が、殴る蹴る組み伏せようとするなど、様々な手段でひとりの人物を襲っています。

フィン：……前言撤回（笑）。

隼人：はぁ？　なんで、そんなことが!?　これはまず、警察を……。

フィン：ああ、その前にこれを言おう！　こういう、メイドによる集団暴行というのはよくあることなのかね？

隼人：そんなわけねぇだろ!?

ＧＭ：それで、襲われている人物は何度も地面に叩きつけられたり、殴られたり蹴られたりしているのですが、そのたびに何度も起き上がります。

隼人：それは……、襲われているやつが、凄い？（笑）　ところで、襲われてるの誰なんです？　もしかして、春日恭二とかいいません？

ＧＭ：…………（無言でコクリと頷く）

隼人：うっそ!?（笑）

フィン：そういうことなら、「何だって!?」と言って、身を乗り出します（笑）。




　大人気です、春日恭二。




隼人：ここで、慌てて《ワーディング》張ります！　多分、春日恭二は《ワーディング》張ることすら忘れて逃げ回っていると思うので（笑）。

フィン：（春日恭二になり）やめ、わ、うぉっ!?　どかっ！　ばきっ！

隼人：（春日恭二になり）ちょ！　どすっ！　まだだ、まだ俺は！　どこーん！

ＧＭ：演出ありがとうございます（笑）。隼人の《ワーディング》のお陰で周りの通行人は無力化されますが、恭二への攻撃は止まりませんので、助けてあげてください。……それとは別に、おふたりは衝撃的な光景を見てしまったので、衝動判定をお願いします。

隼人：げーっ!?　でもまあ、確かに衝撃的な光景だ！

フィン：衝動判定もやむなしだな。

ＧＭ：目標値は７でお願いします。

隼人：７は超えた……侵蝕率が15点上がった！

フィン：衝動判定はクリア。13点上がった。

ＧＭ：このまま戦闘に移ります（といいつつポーンを配置）。メイドさんのトループが１体と春日恭二がエンゲージしています。そこから５メートル離れてフィンと隼人のエンゲージがあります。車道側と歩道側というイメージですね。
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フィン：《ワーディング》を張ったんだよね？　で、メイドたちはまだ動いてるんだよね？

ＧＭ：はい。メイドさんたちの腕に、植物のツルが巻きついていまして。

隼人：げぇ！

ＧＭ：ぶっちゃけますと、これが対ワーディング・マスク相当の効果を与えています。

フィン：それは、隼人が気づいてくれ！　僕は老眼だから、気づけん！（笑）

隼人：了解。な、何か、植物っぽいものが生えてるぞ！（笑）

フィン：では、慌てて眼鏡を出してかけて、確認する（笑）。

隼人：メイドたちは傷つけないようにしてくれ。

フィン：当然だ。レディー・ファーストの本場から来たんだ。任せたまえ、と言いつつ関心はメイドたちに巻き付いたツルの方にあったりする（笑）。

ＧＭ：というわけで、戦闘になります。セットアップに何かしますか？

フィン＆隼人：しないです。

ＧＭ：では、イニシアティブ順に……フィンの行動からです。

フィン：では、「勿体無いな」という顔をしながら、買っておいたパーツ類を取り出して、《リニアキャノン》でそれを撃ち出そう。《ＭＡＸボルテージ》＋《リニアキャノン》……達成値は16ですね。

ＧＭ：こちらは、素で回避を試みます。……お、クリティカル！

隼人：相手が相手なんでためらいがあったか！（笑）

ＧＭ：……でも、達成値は15でした。避けられそうだったのに、……悔しいなぁ。

フィン：危ない危ない（笑）。ダメージは15点。装甲有効です。

ＧＭ：装甲が５点で、ＨＰが10点だから……。

フィン：ぴったり！

ＧＭ：しょぼーん……。

フィン：それではパーツが飛んでいって空中で分かれ、ひとりひとりに命中して、メイドたちを気絶させた……、という演出でいいですか？

ＧＭ：はい。みんなおとなしく気絶しました。

隼人：ジイさんやるじゃん！

フィン：ただの旅行者だと思われても癪しやくだからな（笑）。

ＧＭ：それでは戦闘はこれで終了です。ここで、一旦シーンを切ります。







◆Middle 05◆哀れ、春日恭二


ScenePlayer ─── 隼人






　意識を取り戻したメイドたちは、自分たちがしたことを覚えていなかった。

　ただ、泥とほこりにまみれた自分を発見し、一様に驚いていた。

　そして残されたのは……。




ＧＭ：では、先程のシーンの直後です。暴走していたメイドさんの集団は、先程の戦闘後、正気づきまして、ＵＧＮが回収しました。後に残ったのは、彼女らに巻き付いていた植物のツル……と、春日恭二です。

フィン：ツルは僕の方でも回収できる？

ＧＭ：できますよ。

フィン：では回収して、……ん？　ＧＭ、ひとつ質問していいですか？

ＧＭ：なんでしょう？

フィン：このツルって、どこかで見た覚えあったりします？

ＧＭ：……あります。〝一花繚乱〟の店内に飾ってあった花のツルに似てます。

隼人：やっぱり！

ＧＭ：というか、あのメイドさんたちはみんな一花繚乱のコスチュームを着ていたので、丸わかりです。

フィン：そういうことか……で、春日恭二はまだその現場にいるんだよね？

ＧＭ：います。が、ただしいつもと恰好が違います。

フィン＆隼人：？

ＧＭ：メイド服を着ています。

フィン＆隼人：ナ、ナンダッテー!!（笑）

フィン：それは酷い！（笑）

隼人：うぇっ!?（笑）　な、なんで今まで気がつかなかったんだぁ！（笑）

ＧＭ：一応、すでに言ってるんですけどね。

フィン：ん？　……あぁ。そういえば「メイド服を着た集団が」って言ってたっけ。

隼人：恭二までメイド服だなんてわからねーよ！（笑）




　それが狙いでしたから（笑）。




フィン：しかし、よくサイズがあうメイド服があったなぁ。

ＧＭ：まぁ、ピチピチ、パツパツになってますけどね。というわけで、衝動判定をして欲しいのです（笑）。

隼人：キモい！　キモいよー！（笑）　……判定はクリティカル、６点しか侵蝕率が上がらない。

フィン：こっちはガンガン侵蝕率が上がるっ！

ＧＭ：春日恭二はあなたがたを睨みつつ、「み、見るなぁ！　俺をそんな目で見るなぁ！」と叫びます（笑）。

隼人：俺だって、見たかぁないわっ！（笑）
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フィン：まあ、服装は個人の自由だからな。わが英国は個人の趣味と人格には寛容だぞ？

ＧＭ：「違う、ちがうんだー！」（笑）

隼人：はっ！　もしや、〝プランナー〟の新たなる罠!?

フィン：……コホン！（と、咳払いをして）　あー、ミスター・カスガ。事情を聞かせてもらおうじゃないかと、恭二からあからさまに目を逸らしながら話しかけます（笑）。

隼人：大丈夫、《ワーディング》は張ってやる。

ＧＭ：「ありがとう！」……ああ、違う、違う～！　「俺は〝一花繚乱〟の倉庫に転がされていたところを、命からがら逃げてきたんだ！　着れそうなものが、これしかなかったんだ！　仕方ないだろうっ!?」

隼人：もしかして真っ裸だったのか？

ＧＭ：「着ているものを引っ剝がされて倉庫に転がされていたんだ！　決して！　断じて、俺にこういう、趣味は、ないっ！」と言うと。「……ううううう」、と泣き出します。

フィン：倉庫に転がっていた？　オーヴァードの君がかね？

ＧＭ：春日恭二は、さめざめと泣きながら頷きます。

隼人：恭二、泣くんじゃない（笑）。

ＧＭ：「俺のむなしさがわかるか？　やっと、やっと！　マンドラゴラというものを手に入れて、エージェントとして、このアキハバラで、一花咲かせられると思っていたんだ！」

フィン：うんうん、話を続けたまえ（笑）。

ＧＭ：「それを！　あの植物風情が意思などを持ちおって！　あまつさえ、『ご主人様にご奉仕したい』などと言い出しおって！」

フィン：「う、うん、それで？」と言いつつ、段々微妙な顔に（笑）

ＧＭ：「俺が、植物がご奉仕するなどとはなにごとだ！　と[image: ]ったわけだよ！」

フィン：うんうん、それで？

ＧＭ：「そこでひと悶着あってだな……。負けたんだよ」（笑）

隼人：そうか……。

フィン：負けたのか……。

隼人：負けたんだなぁ……。

ＧＭ：「で、邪魔だからと、スーツを引っぺがされて、縛られて、転がされたんだ……。『これなら逃げられないでしょう？』とか言いやがって、……うううう」

フィン：あの店に捕らえられていたということは、その植物とやらはあの店にいるのかね？

ＧＭ：「いるもなにも、あそこの店長がそうさ！　擬態……。擬人化しちまったんだよ！」

隼人：うおー！

フィン：どうした少年？

隼人：何でもかんでも擬人化すりゃいいってもんじゃねー！




　……なんだかプレイヤーの琴線に触れたようです。




ＧＭ：「だから、俺のせいじゃないって言ってるだろう！　俺は、ただ、一花咲かせたいと……」

フィン：立派に一花咲かせたではないか。

ＧＭ：…………。

隼人：誰が上手いことを言えと言った？（笑）

ＧＭ：「このままじゃ、俺が、また、〝プランナー〟に、〝プランナー〟に……」と、春日恭二はその場に泣き崩れます（笑）。

隼人：うん、でも、もうきっと〝プランナー〟も諦めてるよ。

フィン：では、話を「うん、うん」って聞いた後ですね、ところで、その……。

隼人：なんだよ、ジイさん？

フィン：彼は感情に任せてすべて話したわけだが……。我々に話してはいけないことではないのかね、これは？

ＧＭ：「ホントだ～っ!?」（悲鳴）

隼人：情報提供、有り難う！（笑）

ＧＭ：「ど、どうしよう!?」　オロオロしだす春日恭二。

フィン：日本ではこういうのだろう？　「武士の情け」（隼人の方を向いて）……で、合ってる？

隼人：まぁ、ＯＫ。

フィン：さあ、《ワーディング》が効いているうちに、家に帰りたまえ（笑）。

ＧＭ：「そ、そうさせてもらう……うううっ！」と言うと、春日恭二はとぼとぼとその場を去っていきます。

隼人：かわいそうな奴よのう……。

フィン：自業自得だがね。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了し、クライマックスに突入いたします。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆すべては愛のために


ScenePlayer ─── フィン






　夜の帳が降おりたアキハバラの街は、昼間の喧けん騒そうが噓うそのように静かだ。

　それは、一花繚りよう乱らんとて例外ではなかった。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入りましたので、登場による侵しん蝕しよく率りつ上じよう昇しようをお願いします。……侵蝕率、どのくらいになりました？

隼はや人と：97っすよ！

フィン：[image: ]ですね。７点差……まあ、僕ぼくは一回攻こう撃げきしてるから、ほとんど同じか。

隼人：調子に乗ってるうちにずいぶん侵蝕率が上がってしまった。

ＧＭ：…………。

フィン：ＧＭ……。今、笑いましたよね？

ＧＭ：（無言のまま笑う）

隼人：げぇ！　もしや、すべて計算ずく！

ＧＭ：……まあ、ゲームは緊きん張ちよう感があった方が楽しいですから（笑）。

フィン＆隼人：こ、こえー！




　失礼な（笑）。




隼人：これは、長々と戦せん闘とうしてるとヤバイってことだな。

フィン：侵蝕率を抑おさえながら戦闘だね。……プレイヤーふたりなんで、基き本ほんと言えば基本だけど。

ＧＭ：シナリオを進めますよ？　緑が一花繚乱の入り口に「ＣＬＯＳＥＤ」という札をかけているところへ、ふたりがやってくる、という場面から始めようと思いますがいいですか？

フィン：了りよう解かい。では、緑に向かって「こんばんは、お嬢じようさん」と声をかけます。

ＧＭ：すると緑は、「あら、昼間はどうもお見苦しいところを」と言います。

フィン：すでに事じ情じようは聞かせていただいたよ、お嬢さん。君がヨーロッパから持ち出されたマンドラゴラであることも、たまたま知ち性せいを持ってしまったことも。

ＧＭ：緑は一いつ瞬しゆん動どう揺ようしますが、「……それが、なにか？」と、すぐに冷静な表ひよう情じように戻もどります。

フィン：君のような存そん在ざいが生まれたのは非ひ常じように興きよう味み深ぶかい。……個こ人じん的てきにはね。ただ、やり方はいただけない。何が目的なのかは知らないが、君がこの街にやってくる人たちを操あやつっているのは見み過すごせないなぁ。

ＧＭ：「操るとは酷ひどいおっしゃりようですわ。私わたしは皆みな様さまに満足していただけるように、おもてなししているだけですよ？」

フィン：やはり、自覚はないか……。であれば、こちらとしても対たい処しよするしかないな。と言って、隼人の方を見ます。

隼人：しかたねぇなって顔をして、緑に言おう。あんたは大きな間ま違ちがいをしている！

ＧＭ：「間違い？」

隼人：アンタがやっているのは、ただの自じ己こ満足だ。レネゲイドの力を使って、相手を操るなんていうのは、あんたが言っている奉ほう仕しでもなんでもねぇ！

ＧＭ：緑のアイデンティティを揺ゆさぶるのですね？　「では、どんなご奉仕をすれば満足していただけるとおっしゃるの？　人が自分の欲よく望ぼうを制せい御ぎよできなくて幸せになれないというなら、幸せになっていただくために制御して差し上げることこそ真のご奉仕ではありませんか？」

隼人：強きよう制せいされた幸せなんか必要ない！

ＧＭ：「ああ、あなたは心の強い人なのですね。しかし、人が皆みなあなたのように強いわけではありません。そもそも私は人が心の中で望んだ存在が具ぐ現げん化かしたもの。人間が幸せになるためには私のような存在が必要なのです」

フィン：なんか、話が大きくなった（笑）。

隼人：いや本当に（笑）。

ＧＭ：「この街は終わりのない宴が続く場所。私はその街に望まれて生まれた。永遠のティーパーティーにようこそ！　私の奉仕を受け入れ、幸せにおなりくださいませ、ご主人様!!」

隼人：……たとえ人間が自分自身の業で幸せになれないとしても、それは自分で決めたこと。他人に決めてもらうようなことじゃねぇ！

フィン：お嬢さん、今ならまだ間に合う。こんなことは、そろそろ終わりにしないかね？

ＧＭ：「……私は、私のやり方を曲げるつもりはございません。どうしても、それを邪じや魔まするというのでしたら、幾いくらご来店いただいたご主人様であっても、実力をもって粉ふん砕さいさせていただきますわ」と、ふたりに向きながら言います。

隼人：話は平行線、だな。

フィン：……まぁ、仕方があるまい。では、隼人君。

隼人：おう！

フィン：僕は老人なんで、君が頑がん張ばりたまえ。




　……えええええええええええええええええええええっ！




隼人：ゆ、ユー、凄すご腕うでエージェント、じゃないの!?

フィン：何を言っているんだ。こんな老人を働かせるのか？

隼人：しっかたねぇなぁ……。

フィン：にこにこと笑って、隼人の方を見ながら言います。君の言葉は非常に気持ちの良いものだ。今から七〇年前、世界を救った男も同じことを言っていた。あとは腕うでっ節ぷしだ。是ぜ非ひ、君の腕を見せてくれたまえ。

隼人：俺はそういうキャラじゃないんだけどなぁ、と言いつつ内心はやる気満々です（笑）。

ＧＭ：では、戦闘に参ります。

フィン：じゃあ戦闘の前に衝しよう動どう判はん定ていをすることになるね？

ＧＭ：はい♪　これでかなり侵蝕率が行くかと。

隼人：判定は、……成功。侵蝕率は……、ぶっ！　ここで13点増ふえてしまった。[image: ]％～。

フィン：判定成功。こちらの侵蝕率は[image: ]％に。

ＧＭ：じゃあ、戦闘を始めますね。ちなみに、那な須す緑のイニシアティブは19です。

隼人：早え！

フィン：ＧＭ、殺やる気まんまんだ（笑）。




◆第１ラウンド

フィン：まずは初期配置を教えてください。

ＧＭ：はい。フィンと隼人は同じエンゲージにいて、緑とは５メートル離はなれた位置にいます。それではセットアップ・セグメントで何かしますか？

[image: ]

フィン：僕は《フルインストール》を使用。持っている鞄かばんを展開させて砲身にする感じで。

隼人：俺おれは《サポートデバイス》だ！

ＧＭ：緑はセットアップ・セグメントで《ヴァイタルアップ》を使用します。人間の姿すがたをやめて、その外見が植物に近く変わります。

[image: ]

隼人：ひー！

ＧＭ：それではイニシアティブ・セグメントに進みます。……緑のイニシアティブは14なので、緑の行動からでよろしいですね。

フィン：どうぞ。

ＧＭ：それではマイナーアクションで《バトルビート》。メジャーアクションで《サイレンの魔ま女じよ》＋《さらなる波》＋《堕おちる絶ぜつ望ぼう》＋《トランキリティ》を使います。イメージとしてはマンドラゴラらしく金切り声を上げる感じで。

隼人：《堕ちる絶望》か！　えげつねぇ！　徹てつ底てい的てきに侵蝕率を上げる攻撃かよ！

フィン：オリジンで同じような攻撃があったな。あのときのＧＭは僕だが（笑）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶですよ。攻撃のクリティカル値ちが下がらない組み合わせですから、上手くいけば回かい避ひできますよ（笑）。

隼人：そうそう上手いこといくか！（笑）

ＧＭ：えと、達成値は……。22です。

隼人：回避失敗。

フィン：同じく失敗。……ところでＧＭ？

ＧＭ：なんでしょう？

フィン：この攻撃って、カバーリングしていい？

ＧＭ：はい。オリジンのときと同じ裁さい定ていをさせてもらいます。

フィン：それでは《マグネットフォース》で隼人をカバーします。

ＧＭ：了解です。ダメージは……15点です。




　異い形ぎようと化した緑の口から、金きん属ぞくをこすり合わせるような音が発せられる。

〝マンドラゴラの叫さけび〟。それを耳にしたものの命を奪うばうと呼よばれる叫さけび声ごえ。

　隼人は動けなかった。音の波は間ま違ちがいなく彼かれの体を引ひき裂さく───はずだった。

　老エージェントが隼人の盾たてにならなければ。




フィン：音の波が直ちよく撃げきして、僕は倒たおれかける。

隼人：おい、ジイさん！

フィン：だがマンドラゴラへのロイスをタイタスにして昇しよう華か、なんとか踏ふみとどまる。う～ん、この老ろう体たいには厳きびしいねえ。……衝動判定も起きるんだよね？

ＧＭ：（どこか楽しそうに）起きますよ～。《堕ちる絶望》ですからね。

フィン：では衝動が発生して……侵蝕率は９点上昇。ますますもってキツイ。

ＧＭ：次はフィンの番ですね。

フィン：ふむ……、これはどうするか。

隼人：とにかく攻撃するしかないだろ？　あんまり時間かけて戦闘してたら侵蝕率がヤバイことになるし。

フィン：そうなんだけど……。

ＧＭ：…………。

フィン：うーん、ここはマイナーアクションで移い動どうして、緑にエンゲージかな。

隼人：え!?　フィンは射しや撃げき攻撃できるのに近づくのか!?

フィン：もう一回は緑くんが攻撃してきそうだからね。隼人を《マグネットフォース》でかばえる位置に先回りしておくよ。リスクは覚かく悟ごの上さ。

隼人：おお、それはかっこいい。微び妙みように死にフラグっぽいけど（笑）。

フィン：では、メジャーアクションで《リニアキャノン》＋《ＭＡＸボルテージ》を使用。まあ僕は前ぜん座ざだがね、と言いつつあたりに落ちている金きん属ぞく片へんを飛ばして攻撃。……達成値は27だ。

ＧＭ：緑は……９で失敗です。回避用のエフェクト持ってないんですよ。

フィン：ではダメージが23点。

隼人：では、俺の行動。マイナーアクションで、《インフィニティウェポン》！　胸むねポケットから写真を取り出して刀に変える！　で、構かまえつつ……、最後の最後に聞くが、やめるつもりは無いんだな？

ＧＭ：「ありません。これは必要なことなのです」

隼人：それなら……、俺は俺の世界を守るためにお前を斬きる！　メジャーアクションで《クリスタライズ》他いろいろで攻撃だ！　もちろん《一いつ閃せん》も入れて移動攻撃にする。

ＧＭ：む……、どうぞ！

隼人：達成値は……おお、56！　ハヌマーンの速さを最さい大だい限げんに生かして、ワンステップで相手の懐ふところに潜もぐり込こんで斬る！

ＧＭ：回避を試すだけ試します。ダイスが４個こでクリティカルが10……あ、侵蝕率によるボーナスがあるっ！　良かった～♪

隼人：（しれっと）あ、ダイスペナルティが３個あります（笑）。

ＧＭ：ぶーっ!?（笑）

隼人：《疾しつ風ぷう剣けん》の分です（笑）。

ＧＭ：だ、出せばいいっ！　クリティカルを出せばいいんだいっ！（笑）

フィン：地味に効きくなぁ、ダイスペナルティ。

ＧＭ：……１個も10が出なかったので、失敗です。

隼人：56点、装そう甲こう値無む視しで！

ＧＭ：う、うーん。……緑は《アクアウィターエ》を使って蘇そ生せいします。ＨＰが17点に。

フィン：復ふつ活かつしたか。じゃああと、二撃くらいで倒たおせる……かな？

隼人：まぁ、そんなもんですかね。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それではセットアップ・セグメントですが。

フィン：うーん。どうしよう……。《フルインストール》を使うべきかどうか……。

隼人：侵蝕率がヤバイですからね。俺は何も無し。

フィン：そうだねえ、僕も使わない。

ＧＭ：緑もなにもしません。……ではイニシアティブ順で緑が攻撃します。ちなみに１ラウンド目と同じコンボです。達成値は23！

フィン＆隼人：リアクション失敗！

ＧＭ：ダメージは16点です。

フィン：《マグネットフォース》を使って隼人をカバー。衝動が起きつつ、ＨＰが０になる。ただし……タイタスは使わない。隼人の盾になって、そのままばたりと倒たおれる。

隼人：ジイさん！

フィン：ふふ、君の侵蝕率は温おん存ぞんできたろう。さあ、きっちり倒たおしてくれよ。

隼人：……任まかせろ！

ＧＭ：では、隼人の行動です。

隼人：やる気になってきた！　マイナーで《ライトスピード》。これで二回行動！

ＧＭ：ううっ！　どうぞ。

隼人：メジャーアクションの組み合わせはちょっと手て加か減げんしつつ……。達成値は45！

ＧＭ：うううっ！　リアクション失敗です。……《空蟬うつせみ》を使うしかないっ…！

隼人：「斬きれた！」と思った瞬しゆん間かん、相手がパラパラっと砂すなになるんだな。オーゥ！　ジャパニーズニンジャー！

フィン：それは僕のセリフではないのかね？（笑）

隼人：それでは二回目の攻撃！

ＧＭ：ううううっ！

隼人：達成値は34！

ＧＭ：クリティカル。クリティカルを出せばいいんだい！　……ダメでした。




　刀を通して伝わる命を断たち切きる感かん触しよく。瞳ひとみに哀あわれみの色を宿しても、隼人はそこで踏ふみとどまりはしない。

　刃やいばは───緑を切きり裂さいた。




隼人：この街は、萌もえだけでできてるわけじゃない。色んな奴やつがやってくる。それをひとつの色に染めちまったら、それはアキバじゃないぜ。

ＧＭ：返す言葉もなく、緑は悔くやしそうな顔をしたまま、倒たおれます。

隼人：ふぅ。俺らしくもないことを言っちまったんだぜ（笑）。

フィン：では、恰かつ好こうよく隼人がキメたところで、ひょこっと立ち上がろう。……どうやら終わったようだね？

一同：（爆ばく笑しよう）

隼人：（笑いながら）ええーっ!?　お、おまっ！

フィン：上手くやったじゃないか隼人君。その歳としにしてはなかなかのものだ。……ああ、上司へのタイタスで復活したので、そりゃもうピンピンしてますよ（笑）。

隼人：さ、さ、さっき、ち、致ち命めい傷しよう受けてたじゃねぇかっ！

フィン：伸のびをしながら言おう。ああいうのは慣なれてるからね。まぁ、さすがにしばらくぶりだから、体にはきついなぁ。

隼人：……まったく。食えねぇジジイだぜ（笑）。

ＧＭ：ホントに（笑）。……ではここでシーンを終わりますね。







　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆喧けん噪そうの中に


ScenePlayer ─── 隼人






ＧＭ：……お二方とも、自じ律りつ判定は二倍振ぶりで戻もどってこれて良かったですねえ。

フィン：さすがにこの手の、お笑いシナリオでジャーム化するのはねえ。

隼人：プライドというものがありますからね。

ＧＭ：さて、エンディングフェイズですが、どうやって締しめるかイメージありますか？

フィン：そうですね。……個こ別べつにエンディングというのも、プレイヤーがふたりだと微妙に寂さびしいので、ここは別れのシーンで締めってことでどうだろう？

隼人：ＯＫ、乗りましょう。それじゃ、戦闘が終わって、〝ゆにばーさる〟にもどるその道すがら、という場面で。

フィン：ところで、さっき倒したマンドラゴラはどうなりました？

ＧＭ：緑は植物の状じよう態たいに戻って、路上に転がっています。このままだとＵＧＮあたりが回かい収しゆうするのではないでしょうか？

フィン：分かりました。それは、それに先んじて僕が回収するということでよろしいですか？

ＧＭ：そうですね……、それでいいと思います。元々ＭＩ６が回収するという話でしたし。

フィン：では、「どうやっても入らないだろう！」みたいなサイズのトランクを取り出して……。

隼人：どうするんだ？

フィン：まずトランクを開けて、マンドラゴラを入れたケースを突つっ込こんで、閉とじると……何故なぜか閉しまる（笑）。

隼人：あっれー!?（笑）

フィン：これで任にん務む終しゆう了りよう！　（嬉うれしそうに）これで、後はバカンスだ！

隼人：アキハバラでふらふらするのかい？　それとも、日本中を歩き回るのかい？

フィン：日本を歩き回るのもいいが、この通り、僕ももう年だ。あちこち歩き回るのは、体に負ふ担たんがかかる。折角今回はアキハバラに来たんだ。この街を見ていくよ。まだまだ見たいものは沢たく山さんあるんだ。……そうだ！　（しれっと）最初に行ったあの店で、店員に携けい帯たいテレビの違いについて、もう一回聞かないと（笑）。

隼人：ジイさん元気だな。さっきまで死に掛かけていたとは思えん。

フィン：はっはっは、と笑って誤ご魔ま化かそう。そしてこうつぶやく、日本に来た目的はもう果たせたし、な。

隼人：そのつぶやきは、俺は聞き取れなくて、なんだって？　なにか言ったかジイさん？　と言おう。もちろん回答は期待していない（笑）。

ＧＭ：では、そうやって仲良くああだこうだと言いつつ、ふたりがアキハバラの喧噪の中に消えていくところで、今回のセッションは終了したいと思います。ありがとうございました。

フィン＆隼人：ありがとうございました。





おしまい









　　　あとがき




　秋あき葉は原ばらという街は変化の激しい街です。

　古くは青果市場として知られ、戦後に電子機器などの闇市として発達し、高度経済成長期には家電製品中心の電気街になり、現在はパソコンパーツやキャラクターコンテンツ文化の中心として活躍を続けています。

　昔ながらの店の隣には新しい店が建ち、それがまったく違和感なく馴な染じんでいる。

　そんな混沌とした様子もまた、この街の魅力のひとつです。

　痛ましい事件もありますが、それでも活気を失わない秋葉原という街は、多くの人に愛されているのだということを実感します。





＊　　　＊　　　＊






　改めまして。

　この本をお読みいただき、ありがとうございます。

　著者のひとり、矢野俊策やの・しゆんさくと申します。

　秋葉原を舞台とした三本のリプレイ、いかがだったでしょうか？

　ダブルクロスにおいて、〝アキハバラ〟というステージは特殊な意味合いを持ちます。

　それは、他のステージで活躍しているキャラクターの他の側面を見ることができる、というものです。

　本書に登場している十也も、ケイトも、春日恭二も、みんな他のステージではそれぞれ違った活躍をしています。もう少しシリアスというか、重いというか……、だいたいそんな感じのリプレイにみんな登場しています。




　そういったものから解き放たれて、少し軽めの日常を楽しめるステージ。

　それを狙ってアキハバラは作られました。




　このアキハバラステージは、二〇〇五年に行なわれた〝秋葉原エンタまつり〟で発売されたファンブック、『ライブボックス』に収録されたものです。

『ライブボックス』はイベントを記念して出版されるもの。それならば秋葉原を舞台にして、ひとつ仕掛けを作ってしまおう。

　日常の裏側で熾し烈れつな戦いを繰り広げているＵＧＮとＦＨ。それがかたや大型量販店、かたやメイド喫茶として比較的平和な戦いを行なう。さらにはそれに既存のリプレイやルールブックからキャラを混ぜ込んで───。と、アイデアを集めたところ、こんなステージが誕生しました。

　作られた当時は「少しやりすぎたかも」と思っていたこのステージですが、今の秋葉原を眺ながめて見るに「そんなに間違っているわけでもない」と思っています。

　なお、アキハバラステージはその後ステージ集である『アウトランド』（富士見書房刊）に加筆、修正されて掲載されました。興味のある方は是非そちらも確認してください。




　では、ここからは各話について解説を。

　もし本文をまだ読んでいないという方は先にリプレイの方をお読みください。




■Chrome Dome

　一本目は私の書いたリプレイ、クロームドームです。

　これは先ほど書いた『ライブボックス』に掲載されたリプレイであり、最初のアキハバラステージリプレイでした。




　あまり長くなく、それでいてインパクトを与える、というコンセプトで作ったリプレイで、そのために加賀十也かが・とうや、黒須左京くろす・さきようという〝ダブルクロスファースト〟のキャラクターを使い、さらにはラスボスをあんなヤツにしてみました。

　十也と左京についてはたくさんの反響をいただきました。

　もっとも多くの反応は、〝プレイヤーが意外だった〟というもの。

　ファーストの時のリプレイではプレイヤーを公開せずに掲載していたため、私もユーザーさんから「プレイヤーは誰なのか」という質問をよくいただきました。

　特に十也については主人公だったためか、かわたなさんだと思っている人が多く、このリプレイを発表したときには、みなさんずいぶんと驚かれたようです。




　そしてやかんについてですが、「ツッコまれれば勝ち」という気分で作ってました。

　プレイヤーには大いに叫んでもらえたので、そこについては満足です。

　なお、〝クロームドーム〟はスラングで〝やかん〟、〝頑固な人〟を表わす単語です。一応伏線なのですが、特にわからせるつもりはありませんでした。これでラスボスが予想できた方、是非教えて下さい（笑）。




■災厄の聖杯

　二本目はＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のライター、伊藤和幸いとう・かずゆきが書いたリプレイとなります。




　本文を見ていただければ分かるとおり、このリプレイは〝シナリオクラフト〟というルールを使用したものとなっています。

　シナリオクラフトはサプリメント『ラディカルドライブ』に掲載したルール。ＧＭ、プレイヤーが双方でアイデアを出し合ってストーリーの展開そのものを作っていくものです。

　この、ある意味でリプレイにしづらい要素を、伊藤がうまくまとめています。伊藤はシナリオクラフトを題材にしたリプレイを他のゲームでも書いており、最初に原稿を読んだ時にも、さすがに書き慣れているなと感心したものです。

　シナリオクラフト独特の要素もリプレイを読めば理解しやすいと思います。是非、皆さんもチャレンジしてみてください。




　また、このリプレイは登場したＰＣも特徴的です。

『闇に降る雪』の檜ひ山やまケイトに『京けい城じよう月つき影かげ抄しよう』の嵯さ峨が童どう子じ。

　ケイトはともかくとして、嵯峨童子は驚きのひと言でした。

　なにせ元は平安時代を舞台としたステージに登場したキャラクター。普通に考えれば現代を舞台としたアキハバラステージには登場できません。

　それを〝物の怪だから〟のひと言で飛び越えて、現代に登場となりました。

　現代でも騎士道をまっすぐ進む嵯峨童子。エンディングではさらに時間を飛び越えて未来へと飛び立ちました。もう嵯峨童子に関してはどのステージでも登場できるような印象です。




　最後に少し宣伝を。

　伊藤の書いた『ダブルクロス・リプレイ・エクソダス』が本書と同時発売で、ドラゴンブックから出ております。シナリオクラフトではありませんが、また別の仕掛けで皆さんを楽しませるよう伊藤が全力を出しています。興味のある方は是非ご覧下さい。




■ティーパーティーへようこそ

　そして最後の一本は薬王寺結希やこうじ・ゆうきのプレイヤーでおなじみ、藤井忍さんによる書き下ろしのリプレイです。




　藤井さんには今まで何本かシナリオを作っていただいたことがあるのですが、リプレイは今回が初めて。セッションの時もとても緊張していましたが、ふたを開けてみれば非常に盛り上がったものとなりました。

　ネタもアキハバラステージで行なうにはふさわしく、メイド喫茶という題材。

　マンドラゴラという伝説の植物を混ぜて、暴走しているメイドというアイデアはプレイヤーとしても楽しませていただきました。




　登場するキャラクターも、『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』のフィンと、『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』の隼人という、本来ならば重ならないはずのふたり。

　特にフィンはトワイライトでは十歳ほどの少年が、立派な老紳士になっての登場です。プレイヤーは私だったわけですが、隼人と喋っているとなんとも奇妙な感覚を覚えました。年代が経ち、年齢の大きく変わったＰＣをプレイするのは想像以上に楽しいものです。もし、何かの機会があれば、皆さんも試してみて下さい。





＊　　　＊　　　＊






　最初にも少し書きましたが、秋葉原は混こん沌とんとした街です。

　事務所がすぐ側にあるので、私は毎日のようにこの街に出かけていきますが、いつも何かしらの新しい発見があります。

　それは気づいていない古い店であり、新しく建造されつつある建物であり、人の流れであったりします。

　この、〝なんでもある〟という感覚、〝いつも新しい〟という感覚が、昔から人を引きつけているのではないでしょうか。

　そんな秋葉原の魅力を少しでもダブルクロスに取り込めていれば、また少しでもこの魅力をリプレイの読者である皆さんにお届けできていれば幸いです。




　では、最後になりますがこの場を借りて感謝の言葉を。

　まずは各リプレイのプレイヤーの皆さん、制作に関わったすべてのスタッフに。

　忙しい中、お手伝いいただきありがとうございました。




　そしてこの本を手に取っていただいた皆さんに。

　ありがとうございました。また次の機会にお会いできるのを楽しみにしています。





二〇〇八年六月二十三日　矢野俊策
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Chrome Dome　『ダブルクロス The 2nd Edition 公式ファンブック ライブボックス』


二〇〇五年十月発売　富士見書房刊






災厄の聖杯　『ゲーマーズ・フィールド別冊 矢野俊策の事件簿』


二〇〇八年三月発売　ゲームフィールド刊
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